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プロローグ







　行ってきます、と言って家を出た。

　外は白い雪がしんしんと降っている。空を覆う雲に太陽が遮られ、辺りを薄暗く照らしている。

　私は自分の小さな手で傘を開き、積もる雪に小さな足跡を残しながらゆっくりと歩く。道路に白い雪が積もり、家の屋根にも積もり、街路樹は雪によって化粧され、世界は白く染まっていた。

　自分の口から漏れる吐息までもが白かった。

　この地域は豪雪地帯という訳ではない。しかし、毎年律りち儀ぎに雪は空から降り注ぎ、世界を冷やしていく。自分の差す傘の上にも雪は積もっていく。私は短い歩幅で雪に足を取られないように注意深く歩を進め、ある場所に向かって一人歩いていた。

　どこかの家からピアノの音が聞こえてくる。まだ拙く可愛らしい音だ。この近くにピアノの練習をする子供がいるのだろう。ぽろんぽろんと素人しろうとの私でも未熟だと分かる、一生懸命な音だった。

　家の中は外とは違い暖かい。魔法道具による暖房器具はもう完全に発達しきっており、常に部屋の中を快適な温度に保っている。それに比べて、当然ではあるものの、外の世界はとてもとても寒かった。

　命の眠る白色の世界。動物は巣穴の中に閉じこもり、木々は葉を落とし活動を停止している。私は白色の世界に自分の小さな足音を立てながら、ゆっくりと歩いていた。




　──そんな時、とある少女が私の目の前に現れた。

「ジーク！　待ってたわっ！」

「…………」

「今日こそ負けないわっ！　決着をつけるわよっ……！」

　しんしんと雪の降る中、少女は手を腰に当て、胸をそらしながら私に大きな声をぶつけてきた。

　その少女は薄い青色の髪を纏まとめてカチューシャを着けており、暖かそうなコートを羽織っていた。その赤い色をしたコートは彼女の青色の髪によく合い、自信満々な表情と共に彼女に活発そうな印象を与えている。

　彼女の名前はアーニャという。これから私と同じ場所に向かう友達である。年齢は私と同じ10歳。まだ背の小さな幼い子供であった。……いや、私と同い年なのだが。

「……こんな雪の降る中で待っていたのかい？」

「別にぃっ！　でもあんたはあたしの『しゅうせい』のライバルだからねっ！」

　小さな彼女が『終生』という言葉を使っていた。恐らく覚えたての言葉なのだろう。若干イントネーションが違っている。背伸びしているような彼女の姿に私は思わず苦笑してしまった。そんな私の様子を見て、アーニャは不満そうに頬を膨らませた。

「余裕ぶっていられるのも今のうちよっ！　なんたってあたしはさいきょうの天才なんだからっ！」

　目の前の彼女は傘を差していない。頭や肩の上にうっすらと雪が乗っていた。

「……傘に入るかい？」

　彼女を私の傘に入れれば相あい合あい傘がさになって恥ずかしいのだが、ここで彼女にそう言わないのは人として良くないと思った。

「別にいいわ。さっさと行きましょ」

　確かに雪の時に傘を差さない子供は多い。彼女はとことこと小走りで先に行ってしまう。私はふぅと一息吐き、振り返りながら私を見る彼女をゆっくり追っていた。

　雪の中を二人、歩く。

　地面に積もった雪に二人分の足跡が付く。アーニャはゆっくり歩く私の傍そばをぴょこぴょこと動き回っているので、雪には無秩序な足跡が付いていた。

　やがて駅に着き、彼女の頭と服に付いている雪を払い落とし、二人で電車に乗る。電車に揺られ、向かうのは３つ先の駅だ。たった10分程の乗車時間でも、アーニャは椅子の上で退屈そうに足をぷらぷら動かしていた。

「今日は理科のテストね！　望むところよっ！」

「今回の学習塾のテストは更にレベルを上げるって言っていたけど、自信はあるかい？」

「当然！　あたしは天才だもの！」

「そうだな」

「神童とも呼ばれているわ！」

「そうだな」

「つまりあたしは神様なのよ！」

「違うな」

　彼女は自信満々に神様宣言をしていた。

　でも彼女は本当の天才だった。学校のテストではいつも１番の成績を誇っているらしく、学校の授業では物足りないため、地域で一番レベルの高い学習塾に通うことになったらしい。その学習塾の中でもトップクラスの成績を取り、もっと言ってしまえば初等部対象の全国試験でも上位の成績に位置している。

　確かに神童、優等生中の優等生、それが彼女だった。

「でもあたし、下手へたな大人よりは頭が良いと思うわ！」

「…………」

　だから少し鼻が天てん狗ぐになってしまうのも無理はないのだろう。人より能力の高い子供に天狗になるな、というのは難しいものなのである。いや、大人でも難しいことなのである。

　人は高い能力に振り回されて当然なのだ。

「でもアーニャ。『十とおで神童、十五で才子、二十はたち過ぎれば只ただの人』って諺ことわざを知っているか？」

「聞いたことはあるわ」

「さすがアーニャだ」

「でも、よく意味が分からないわ」

「…………」

　眉を寄せながらアーニャはそう言った。

「なーんで20歳になったら諺の人は普通の人になっちゃうの？　天才なんでしょう？　諺の人は20歳になったらバカになるような魔法でもかけられているの？」

「……それは」

　それは確かに普通の10歳の子供には難し過ぎることだった。分かるはずもない。広い社会の一端に触れなければ分かりにくい諺であった。

「それは……子供の時の有利なんてほとんど何も意味がないからだ」

「ふーん？」

　私の言葉にアーニャは首を傾かしげながら生返事をしていた。

　ちょうどその辺りで目的の駅に電車が到達した。電車から降りると、冷たい空気が私達に襲い掛かった。

　発達した街並みの中を歩く。商業施設の建物が高く立ち並び、空を狭くしている。たくさんの人によって雪は踏み固められ、私達の家の近くよりも道が滑りやすくなっていた。車の音や街の喧けん騒そうの中に、静かに雪が降り注ぐ。どんなに雪が降ろうとも、人は活動を止めようとはせず、忙しそうにせかせかと歩いていた。

「……へっくち！」

　アーニャがくしゃみをして体をぶるりと震わせた。小さな鼻からだらしなく鼻水が垂れる。やはり、言うまでもないことだが、雪の降る外は寒い。

「……やっぱり傘に入るかい？」

　私はポケットからティッシュを取り出し、同時に傘を少し彼女の方に向けた。

「別にいいわ。さっさとあったかい塾の中に入っちゃいましょっ！」

　アーニャはそう言ってティッシュで鼻をかみ、そして元気よく目的地に向かって走り出した。確かに彼女の言うとおりである。二人で傘に入って寒い外をゆっくり歩くより、さっさと目的地に着いて暖かい屋内に入った方が効率的だ。

　私達の目的地は学習塾だ。学校よりも難しい授業を行う塾であり、私達はそこの生徒であった。もちろんその塾の中は暖房が効いており、暖かい部屋が待っている。私は今までゆっくりと歩いていたのだが、仕方なく彼女の背を追って走り出した。転ばないように注意しながら雪の上を駆けた。




『十とおで神童、十五で才子、二十はたち過ぎれば只ただの人』

　そういう諺ことわざがある。

　幼い頃に人より能力が優れていても、それに慢心していては大人になった時、その能力が通用しなくなるという戒めが込められた諺である。あるいは小さい時に賞を取ったとしても、大人になり広い世の中を知れば自分の能力が足りないことを知る、という意味合いでも使われるだろうか。

　とにかく、まぁ、幼い頃に褒められ認められてもそれに満足せず努力を続け、ただひたすらに己の向上を図っていかなければならないという教えが込められているということだ。

　……ただ、

　私にとってはこの諺は少し違う意味合いを持っていた。




「ジーク！　ジーク！　勝負よ！　テストの点数で勝負よっ！」

　ここは暖かい学習塾の教室の中。アーニャが私の目の前に立ち、大きな声で叫んでいた。

「アーニャ、君は全く……」

　今はテストの返却中だ。先生が壇上で名前を呼び、一人一人に解答用紙を返却している最中だった。その中でアーニャは自分のテストを受け取るや否や私の元に駆けてきて、授業中だと言うのにふんと鼻を大きく鳴らすのである。先生も困っていた。

「君は……普段はクールなくせに、勝負事となると猛烈に熱くなるよな……」

「余裕ぶっていられるのも今のうちよ！　これを見なさいっ！　これをっ！」

　アーニャは胸をそらしながら自分の解答用紙を見せつけてくる。私の顔に近づけ過ぎているのでとても見み辛づらいのだが、そこには確かに97点の点数が記されていた。

「……ほぅ、凄すごい。97点じゃないか」

「ふふんっ！」

　アーニャの口角は上がり、自慢げな顔を見せびらかしている。この点数は実際に凄かった。今回のテストは応用問題が多く、ここまでの点数が取れる生徒はほぼゼロだろう。

　この学習塾のテストは普通の学校よりも難易度が高かった。優等生のための学習塾、より高いレベルを目指す子のための学び場。ここに通っている自分が言うのもなんだけれど、ここはそういう場所だった。この塾で97点を取れる子はほとんどいなかった。

　成績優秀、運動神経抜群、優等生中の優等生。それが彼女だった。

「だってあたしはあんたに勝つために、このテストのためにかなり頑張ったからね！」

「ほぅ」

「昨日だって、夜９時半まで夜更かしして勉強してたんだからっ！」

「案外、規則正しい生活を送っているんだな」

　いつもはもっと早く寝ているのだろう。

「いいっ!?　今回のテストで負けた方が勝った方の言う事を何でも聞くのよっ!?」

「ちょっ……!?　待て、自分のテストの点数が出てからそれを言い出すのは卑ひ怯きょうじゃないのか!?」

　そういう事はテストが行われる前に言うべきである。

「言い訳無用っ！　勝負に卑怯なんて言葉存在しないわっ！」

　授業中であるため、このクラスにいる皆が興味深そうにこの話を聞いている。どれだけ私が理不尽さを説いても受け入れてくれなさそうな雰囲気が出来上がっている。突然の賭けに周りはざわめき立ち、先生はほとほと困りながら私達を叱っていた。

「今回は自信があるわっ！　もしあたしが負けたら何でもしてやってもいいわ！　ほっぺにちゅーしてやってもいいわよっ！」

「何を言い出すんだ、君は！」

　私は焦る。周りは色めき立つ。しかしなお、アーニャは堂々と胸を張ったままであり、今回のテストに強い自信を持っていることがうかがえた。

　先生はとても困りながら私の名を呼んだ。私のテストが返却される番だった。私のテストの返却だというのに、アーニャがとことこ私に付いてきて、先生から手渡される解答用紙を横から覗のぞき見た。

「なっ……!?」

　アーニャの表情が強こわ張ばる。口をあんぐり開けて、驚きが表情にこびり付く。

「あ、あんた……こ、今回のテストも１００点なのっ!?」

「…………」

　私は１００点を取っていた。

　アーニャは唖あ然ぜんとしていた。口をぼんやりと開け、目の前の事が信じられないようだった。かなり勉強をしてきたのだろうし、テストは難しく、97点を取るのもとても大変だったのは想像に難くない。断言してもいい。97点という点数は私を除けば彼女はこの塾内で１番だろう。

　それでも私が勝利した。

「１００点？」

「……ということは、アーニャちゃんの負け？」

「アーニャがちゅーだっ！」

　アーニャの発言に湧き上がってしまったのは、他人ひと事ごとであるこのクラスの皆だった。

「なっ!?」

「げっ……」

　まずい展開になった。アーニャの表情が強張る。私は１歩引く。

「ちゅーだっ！　さっきアーニャが言ってた！　ちゅーだっ！」

「うわぁっ！　大人ぁ！」

「ちゅー！」

「ちゅー！」

「ちゅー！」

「こらぁっ！　みんな、止めなさあいっ！」

　先生が大きな声で叱るも、色めき立った子供たちは止まらなかった。こういった時の子供達のエネルギーは凄すさまじく、先生がいくら叱っても暴走列車が止まることはない。

　アーニャは顔を赤く染めてしまっていた。

「ちょっ!?　あ？　……えっ!?」

「いいから、いいから、アーニャ。何もしなくていいから」

　自分の不用意な発言が招いたこととはいえ、アーニャは可哀かわい想そうなほど動揺していた。周りの声に圧おされ、顔を真っ赤にし、ぎこちない動きであわあわと慌てていた。私が必死で宥なだめるも、彼女の混乱が収まることはなかった。

「ちゅー！」

「ちゅー！」

「ちゅー！」

「～～～～～～～～～ッ！」

　彼女の顔がリンゴよりも真っ赤に染まり、頭から湯気が湧き出た。目を回し、涙目になった。

「うわああああああぁぁぁぁぁぁんっ！」

「あぁっ!?　アーニャちゃん!?　アーニャちゃん、どこ行くのっ!?」

　先生の制止も聞かず、アーニャは泣き声を上げながら教室を飛び出し、風のように走り去っていった。

「…………」

「…………」

　教室が静かになる。その後、先生のお説教が始まる。皆はおずおずとしていた。

　彼女の様子を思い返す。囃はやし立てられる前、私の１００点の点数を見て彼女は完全に唖あ然ぜんとしていた。

　彼女はいつも一生懸命であった。常に必死に私にぶつかってくる少女であり、何度も何度も私に勝負を挑んできた。努力と才能を合わせながら、一生懸命勉強をする少女であった。

　しかし、それでも私は彼女に負けたことはない。

　……申し訳ない気持ちになる。彼女は精一杯頑張っている。

　でも私はズルをしている。卑ひ怯きょうをして１００点を叩たたき出している。

　先程、途中から賭け事を持ち出した彼女を卑怯と諫いさめたが、私に彼女を卑怯だと言う権利は初めからないのである。本来ならば私は勝負の土俵に上がってはいけない人間であり、アーニャのように一生懸命努力している人とは付き合ってはいけない人間なのだ。

　でもその事情は誰にも言うことはできない。言えば正気を疑われるし、言っても信じてもらえるとは思えない。実は私は……。

　───転生者なのだ。

　前世の記憶を持っているのだ。




　＊　＊　＊　＊　＊




　それは記録に残るような大雪が降り注ぐ特別な冬の日のことであった。

　寒い……日のことであったと思うが、そこらへんはあまりよく覚えていない。覚えていないというより、感じていなかった。

　前世での死因は、ある病気であった。

　大きな雪の粒が大量に降る光景を窓から眺めていた。ベッドの上でなんとか首を上げ、真っ白な病室から見える真っ白な光景に羨望を抱いた。私はその時28歳であり、どこにでもあるような魔法道具製作会社に勤め、どこにでもいるような人と同じように働いていた。どこにでもあるような仕事ではあったが、苦労は絶えなかった。

　どうやら私は凡人と言われる人間であるようで、他の人と同じ仕事をしても、人一倍努力しなければ他の人と同じ成果を出すことはできなかった。

　だが、それは他の人も同じだっただろう。人一倍努力しなければ社会が要求する仕事量には達せられない。それが社会というものだった。

　特に秀でていなく、特に劣ってもいない。そういう意味で私はまさしく凡人であった。人一倍頑張らなければならない仕事にかまけて、恋人と別れたこともある。まぁ、よくあることなのだろう。

　そんなよくあることだらけの人生で私は病気にかかった。皮肉なことにそれが唯一、人とは違う私の特別なことであった。

　体は動かなくなり、なんとか首だけを回して窓から外を見る。そこから見えるのは雪が世界を覆いつくしている光景であり、類を見ない特別な大雪であるとぼんやりと霞かすむ意識の中、誰かから聞いた。

　羨望を抱いた。

　大雪が羨ましかった。

　その大雪は確かに『特別』であり、たくさんの人の記憶や記録に残るのだろう。

　私も特別になりたかった。特別な人間になりたかった。

　気候という、人にはどうしようもない神のごとき自然に勝手に羨望を抱きつつ、私はゆっくりと目を閉じた。

　そして意識は途絶え、私の人生は幕を閉じた。

　───しかし、転生は起こった。

　何なに故ゆえかなど、知る由もない。

　ただ、私は前世の記憶を引き継いだ。










第１話　どんなテストよりも難しい無謀で有望な少女







　私に挑んでくる少女、アーニャとの出会いは冬の寒い日のことだった。

　窓の外の空には分厚い雲が広がっており、太陽の光を通さない薄暗い日、暖かな建物の中で私は彼女と出会った。

　それは私が初等部に入ってから初めての冬のことだった。学校で満点を取り続けた私を、両親は近所で一番難しい学習塾に入塾させた。電車で３駅分。子供としては遠い道のりであるが、前世で片道１時間かけて大学に通った経験のある私にとっては、ただの短い通学だった。

　新しい綺き麗れいな建物の中にその学習塾はあった。新しい環境を前にしても緊張はそこそこに、冬の寒さに体を冷やした私は暖を求めるかのようにその学習塾の中に足を踏み入れた。授業の前に先生が私を皆に紹介し、たくさんの子供から多くの質問が矢継ぎ早に飛んで来る。どこに住んでいるのか、好きな授業は何か、スポーツはやっているのか。はいはいはいはい、と子供たちは手を挙げ続け、いつまで経たっても質問はやむことなく授業を始められなくなっていた。

　……子供たち、と言うけれど、私と同い年ではあるのだが。

　私はこういう場を上手うまく纏まとめる術すべを持ち合わせていない。壇上に立つ先生は困ったように笑いながら子供たちを諫いさめるが、きっと私も先生と同じ顔をしていたのだろう。

　そして、私は先生の指示した空いた席に座り、教材を取り出した。




　───その隣に、薄い青色の髪をした少女が座っていた。

　私はその子から少し妙な印象を受けた。

　今なお、皆の視線は私に集まっており、子供たちはにやにやと笑いながら興味深そうに私の一挙手一投足を観察していた。まるで私の口から突然鳩が飛び出すのではないかと思っているかのように、この学習塾の異物である私のことをちらちらじろじろと子供たちは見ているのだった。

　でも私の隣に座る青髪の少女は一切私を見ずに、教材だけを眺めていた。私の存在など路ろ傍ぼうの小石ででもあるかのように、全く私に関心を寄せていなかった。

　思い返してみると、先程の質問の嵐の中で彼女だけは私に一切の質問をしてこなかった。

　彼女と一度も目が合った覚えがない。きっと私が壇上に立ち、自己紹介をしている中でも彼女は今と同じように俯うつむき、教材だけを眺めていたのだろう。

「…………」

　彼女は入塾したての私に一切興味がないようだった。

　少し、変な子だなぁ、と思った。




　その子とは一切会話しないまま授業が始まった。

　両親には悪いけれど、一番難しい学習塾に入ったからといって私が学ぶことは何もなかった。当然である。元28歳が初等部の授業でたくさん学ぶことがあったら、それはそれで問題である。そんな生意気なことを考えていると傲ごう慢まんと思われるかもしれないが、元28歳の人生経験に免じてそれくらい許してもらいたいものだった。ここ数年で私は一生懸命授業を受ける真似まねをするのが上手になってしまったのだ。

　１時間目の授業が終わり、また皆からの質問攻めが始まる。私は困ったように笑いながらそれらの質問に答えていくが、ついぞ隣の青い髪の少女から質問が来ることはなかった。

　私は今日１日だけでたくさんの人と会話をしたのだが、青い髪の彼女とは一切会話をしていない。

　学習塾の今日の授業が全て終わり、彼女は誰とも話もせずさっさと帰り支度をし始めた。私はほんの少しの興味からその子に話し掛けてみた。

「……君は全然喋しゃべらないけれど、今日は機嫌でも悪いのかい？」

「……別に」

「私の名前はジークだ。君の名前は？」

「……どうでもいいわ」

　抑揚のない声で冷たい対応を受ける。冬の氷のような少女だった。だが私も大人だ。この程度のことでいちいち怒ってもいられない。ひとつ冗談でも言ってみようか。

「ドウデモイイワさん？」

「……バカじゃないの？」

　冷たい目で見られる。冗談が通じなかった。本気だと取られた。子供に舐なめた目で見られる。

「もう帰るのかい？」

「…………」

「友達と遊んだりしないのかい？」

「…………」

　彼女は口を利かずてきぱきと帰り支度を済まし、装飾の少ない実用的なカバンを抱え、小さな体の割に大きな目で私を見下ろして言った。

「興味ないわ」

　強がりでも何でもなく、本当に友達などどうでもいいというかのように冷たい声を発して、彼女はさっさと教室を後にした。

「…………」

　私は少し唖あ然ぜんとした。

「よぅ、ジーク！　あいつに話し掛けてもムダだぞぉ？　あいつはツメテーオンナだからなぁ！」

「パリス」

　パリスという少年が私に近づいて来た。先程、授業の合間に友達になったのだ。

「そうなのか？」

「おぅ、誰に話し掛けられても全然喋しゃべらねーんだよ。先生が心配して話し掛けてくれてんのに、それでもだんまり！　学習塾の中で一番頭がいいんだけどさ！　ツメテー奴やつなんだよ、ほんとにさぁ！」

「こら、アーニャちゃんのこと悪く言っちゃ駄目よ、パリス君」

「ごめんなさーい！　せんせー！」

　あの少女はアーニャというのか。一日過ごして初めて名前を知ったぞ。

「この学習塾で一番の成績なのか？」

「おぅ、いつもテストの点数が一番高いんだ。ほんと、悔しいんだよなぁ」

　パリスは腕を組んで渋い顔をしていた。

「まぁ、確かに変な子だったな」

　私が彼女に抱いた感想はそれだけだった。

　彼女と関わる機会はほぼないだろう。その時、私はそう考えていた。




　それからというもの、アーニャという少女とは何も話さない日々を過ごした。

　皆の言う通り彼女はとても変な子であり、誰とも口を利かず、誰とも遊ばず、孤独を貫いていた。優しい先生が何度も彼女に話し掛けては素っ気ない態度を返される、というのがこの塾の恒例行事であるようだった。

　彼女に友達はいないようだった。それでも彼女は今の状況を一切気にする様子はなく、好きで孤高を貫いているようだった。

　彼女はどうやら天才であるらしい。頭のいい子が集まるこの学習塾の中で一番の成績を誇っているそうだ。学期末のテストでは当然のように一位を量産し、全国模試でも上位に名を連ねているらしい。

　なるほど、天才というのは変わった人間が多いと聞くが、彼女もその例に漏れない人物なのだろう。頭にはカチューシャを着けていて、綺き麗れいな顔をした可愛い少女ではあるのだが、その表情が動いたところは見たことがない。氷のような少女であった。

　ずっと冷たい表情をしていた。冷めた顔でただ勉強だけをしていた。

　彼女は私の隣の席に座っているが、彼女と私は一切関わりのない日々を送っていた。彼女にとって私は空気のような存在だったのだろう。

　彼女は誰にも関心がなかった。




　その日は学習塾のテストの返却日だった。その学習塾は学期の中間と期末に大きなテストを行う。少し中等部や高等部の学校のような仕組みを彷ほう彿ふつとさせた。

　ただ、成績が良い者にはお菓子が進呈されるようであった。物で釣るとはなんとも世俗的ではあるものの、効果は絶大のようだった。この学習塾は子供の扱い方がよく分かっていた。

　解答用紙が返却される。壇上に立つ先生に名前を呼ばれ、各おの々おの受け取りに行く。

　私の傍そばを通り過ぎるパリスに声を掛けてみると、まぁまぁだったと苦笑いを浮かべていた。悪くはないが良くもない。彼は学校のテストではいつも高い点数をとっているようで、今回の結果には満足いかなかったようだ。

　この学習塾のテストは難しい。ここにいる子は皆、学校で優秀な成績を取っている子達ではあるのだが、そんな子達でも苦戦するような問題が並んでいる。学校よりも一段高いレベルが要求されていた。

「…………」

　そんな中、解答用紙を手にアーニャも席に戻ってきた。あまり良くないことだと思いつつ、興味があり、彼女のテストの点数をちらと覗のぞいてしまった。

　結果は95点以上がずらりと並ぶ優秀な成績を誇っていた。平均点が50点近くであるこのテストで、これは驚異の成績であった。なるほど、彼女がこの塾で一番優秀な子であるというのは本当のようだった。

　それでも彼女は喜びもせず、嬉うれしそうにもせず、この結果を当然のように受け入れて自分の間違ったところを既に復習していた。

「…………」

　なるほど、この子は本当の天才のようだった。

「ジーク君」

　私の名前が呼ばれ、席を立つ。先生の元に近寄り、解答用紙を受け取る。

「凄すごいですね、ジーク君。先生驚きました」

「ありがとうございます」

　私は返却されたテストを眺め、ほっと安あん堵どのため息をつく。テストで良い点を取っても誇らしい気分になることはないが、自分の中のプレッシャーから解放されたような気持ちにはなった。私は胸を撫なで下ろし、アーニャの隣の自分の席に戻った。

「…………」

　……ん？　何か妙な視線を感じる。

「…………」

　彼女と目が合った。

　横を見てみると、口をあんぐりと開け、目を丸くしているアーニャと目が合った。いつも教材か黒板の方だけに顔を向けている彼女が、すっとんきょうな顔をして私をじっと見ていた。

　ほとんど初めてまともに彼女と目が合った。

「な、なにかな……？」

「…………」

　彼女はそれはそれは面白い顔をしていた。

　いつも凛りんとして一切崩れることのなかった彼女の表情に、驚きの感情が張り付いている。唖あ然ぜんとし、呆ぼう然ぜんとし、口をぱくぱくさせて体全体が小刻みに震えていた。

「…………」

　な、なんだ？　彼女は一体どうしたんだ？

「ひゃ、ひゃくてん……？」

　震える声で彼女は喋しゃべる。彼女の声を久しぶりに聞いた。

「あ、あぁ、そうだけど……」

　私は全教科満点であった。なんとか元28歳としての矜きょう持じを保つことに成功していた。もし初等部用のテストでボロボロの点数を取ってしまったらどうしようと、ここ数日自分自身の中で意味のないプレッシャーを感じていたのだ。

「ひゃ、ひゃく!?　ひゃく……!?」

「お、おぅ？」

「あ、あたしよりも点数が高い？」

「…………」

　当然である。いくら彼女が天才でも、さすがに７歳には負けていられない。

「あ、ありえない……」

「え？」

「ありえない！　ありえないっ！　ありえないわっ……！」

「な、なんだっ!?」

「ありえない！　ありえないっ！　ありえないもんっ！　何よっ！　あんたっ！　ふざけてんじゃないわよっ……！」

「ど、どうした!?　落ち着け、アーニャ!?」

「なによっ！　なによっ！　あたしよりも高い点数取って！　ばーか！　ばーか！　ばーかっ……！」

「…………」

　彼女はいきなり大きな口を開け、大きな声で子供のように喚わめき散らした。







[image: ]







　……いや、彼女は子供そのものなのだが、子供のように騒ぎ出すそんな彼女の姿を見るのは初めてで、その姿はいつもの氷のように冷たい彼女の様子とは似ても似つかなかった。

　私はひどく困惑した。いや、私だけでない。周囲の子供も先生もアーニャの姿に唖あ然ぜんとさせられていた。それもそうだ。アーニャの大声などここにいる誰もが初めて聞いたのだ。

「何よっ！　あんたどこ小よっ！　でかい顔してんじゃないわよっ……！」

「あ、ちょ、ちょっと待ってくれ。胸ぐらを引っ張るなっ……！」

　７歳の女児に絡まれた。

「ばーか！　ばーか！　あーほ！　まぬけっ！　お前の母ちゃんでべそぉっ！」

「…………」

　彼女はちょっと涙目だった。

「ちょ！　ちょっと、アーニャちゃん!?　どうしたのっ!?　そんなこと言っちゃダメでしょっ……!?」

「あ、いえ、先生、私は大丈夫なので」

「バーカ！　バーカ！　バーカ！　あたしよりいい点とるなんてぇっ……！　あたしよりいい点とるなんてぇっ……！」

　こんなことで怒っていられない。というよりも、怒りより驚きの方が断然大きかった。

「あんたなんかキライだーーーっ！」

「ほ！　ほらっ！　アーニャちゃん！　テストでいい点数を取ったご褒美よっ！　お菓子でも食べて機嫌を直してっ……！」

「…………」

　先生がお菓子の詰まった箱を取り出し、アーニャに食べるよう促す。この学習塾はテストでいい点を取るほど、ご褒美のお菓子が豪華になっていく。

　だが正直彼女がお菓子如ごときに釣られるとは思わないのだが……、

「…………」

　……のだが……あ、あれ？

　アーニャが涙目のままお菓子をじっと見ている？　叫び声がピタッとやみ、彼女の興味は美味おいしそうなお菓子の詰め合わせに向けられていた。

「な、なんなんだ？　さっきから……？」

　むすっとした涙目のまま、彼女の視線は先生の持っているお菓子の群れを捉えて離さない。彼女の興味はだんだんとテストよりもお菓子の方に向けられているようだった。

　な、なんなんだ？　さっきから一体何なんだ？

　誰もが困惑している。こんな彼女の姿を見るのは誰もが初めてだった。皆が彼女の一挙手一投足に注目していた。

「……分かったわ」

　拗すねたような小さな声を発し、彼女は大人しくなり始めた。先程のような激しい怒りの感情は少しずつ収まっているようだった。アーニャの少し落ち着いた様子を見て、先生と私はほっと胸を撫なで下ろす。そして、先生はテストの返却を再開した。

「は、はい、ジーク君にも……１位おめでとう。凄すごかったわ」

「……ありがとうございます」

　１位である私もお菓子を贈呈された。私のお菓子は近所の高価な洋菓子店のケーキであった。小さな箱が先生から手渡され、箱の隙間から綺き麗れいに飾られたケーキがちらと見えた。子供はケーキが好きだ。クラスの皆から羨ましそうな視線が向けられる。クラスのみんなほどではないと思うが、箱の隙間から見えたケーキは私でも美味しそうに見えた。

「あ、あぁ……あぁぁ……」

「ん？」

　震えるような奇妙な声がし、その方向を振り向くとそこにはアーニャがいた。

「あたしのケーキがぁ……」

「ん？」

「え？」

　アーニャが顔を青ざめさせながら体を震わせていた。ケーキの箱を私が先生から受け取るのを見て、彼女はまるでこの世の終わりに出会ったかのような絶望的な顔になった。

「あたしのケーキがぁっ！」

「…………」

　アーニャがまた訳の分からないことを言いだした。

「いつも一番だったのにぃ……そのケーキはあたしのものなのにぃっ」

「…………」

　アーニャは両手を頬に当て、嘆きの声を発していた。

　……なるほど、言いたいことは分かる。彼女はいつもこの塾の学年中で一番の成績を取ってきた。つまり、１位のご褒美であるケーキはことごとく彼女のものだったのだろう。

　しかし私に１位の座とケーキを奪われてしまった。

「あたしのケーキぃっ……！」

「…………」

　君のじゃない、と言いたいところだが、子供からお菓子をぶん取ったような気分になり、私の中の良心がずきずきと痛み始めた。

　しかし、彼女の様子を見て私は困惑する。

　それまでの彼女は誰に対しても関心がなく、冷たい孤高の少女だった。彼女が楽しそうに笑う姿や鬼のように怒る姿など一切見たことがなく、彼女の興味は勉学のみに向いていた。

　そんな氷のように冷たく、どこか儚はかないような印象の彼女が、ケーキを貰もらえずわなわなと震えている。テストに負けて激しく怒っている。つい数分前までは彼女のそんな姿など想像することすらできなかったというのに。

　困惑しているのは私だけでなく、先生やクラスメイトの皆も驚き目を丸くしていた。

「あたしのお菓子ぃっ……！　うわあああああああぁぁぁぁぁんんんっ……！」

「あっ!?　あれっ!?　アーニャちゃんっ!?　待って!?　どこ行くの!?　アーニャちゃあああんんんんっ……!?」

　先生が叫びながら手を伸ばすも、アーニャは泣きながらこの教室を飛び出していってしまった。

「…………」

　彼女が嵐のように教室から飛び出すと、周囲は沈黙に包まれた。

　彼女のあんな様子など誰も見たことがなかった。誰もが彼女に驚かされていた。




　……結論から言うと。

　この後私はアーニャと長い付き合いになるのだが……彼女はただ負けず嫌いなだけであった。興味のないことはとことんどうでもよく、しかし一度熱くなるとどこまでも熱くなる。

　筋金入りの負けず嫌いな少女というだけであったのだ。
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　アーニャのケーキ暴走事件から一週間ほど経たった。

　それから数度塾に通ったが、彼女とは一度も会話していない。話し掛けようとすると逃げられるのだ。しかし、彼女は私をずっと睨にらんでくる。常に殺気のこもった視線を向けられ、仲直りしようと話し掛けると逃げられる。傷つけられた野生動物のようにアーニャは私を威い嚇かくしていた。傷ついた野生動物のように彼女は厄介だった。

　一体全体少し前までのクールな彼女はどこに消えたのか……。

　そんな中の、少し暖かいとある日のことだった。

　学習塾を出て帰路に就つこうとすると、街路樹の陰に隠れているアーニャを発見した。何をしているのだろう、と思ったのだが、どうも私から身を隠しながら私のことを追いかけているようだ。

　尾行である。

　街路樹や建物の陰に体を隠し、顔だけを出して私のことを見てくる。そして私が角を曲がると焦ったようにととと、と走り、私を見失わないよう追いかけてくる。子供のように荒々しい隠おん密みつであり、私が角を曲がる度に彼女の姿がちらちらと見えた。

　……一体なんなんだ？

　殺気のこもった視線を私の背中に投げつけながら、こそこそぴょこぴょこと隠れて私のことを追いかけてきた。

　家に帰るために私は電車に乗る。さすがに電車にまでは付いて来ないだろうと思っていたのだが、その予想は外れてしまった。恐らく何かの小説に影響されたのだろう、電車の中で新聞を広げ、顔を隠しながら彼女は私のことを窺うかがっていた。７歳の女の子が新聞を広げているなんて、違和感しかなかったのだが。

　さすがに電車を降りてまで付いて来ないだろうと高たかを括くくったのだが、その予想はたやすく裏切られた。今、彼女の家からの最寄り駅とは違う駅で降車してしまったら、彼女が家に帰る時間が遅くなってしまう。ちょうど日が暮れようとしている時間だったのだ。

　仕方がないから私は駅を出たところで踵きびすを返し、彼女に一気に近づいた。彼女は大きな新聞を手に持っているから見失うなんてことはなかった。

「……何しているんだい？　アーニャ？」

「ふぇ…………？」

　バレるなんて思っていなかったのだろうか、私が一直線に近づき声を掛けると、彼女は鳩が豆鉄砲を食ったような顔になった。

「アーニャ、君、私をつけてきてどうするつもりなんだ……」

「げげ！　バレたわっ！」

「…………」

　……彼女は実はアホの子だったのだろうか？

　これまで塾で見てきた静せい謐ひつで寡か黙もくな彼女と、ここ数日の素すっ頓とん狂きょうな彼女の姿が結びつかない。クールで知的な少女だと思っていたのだが……まるで詐欺にあったような気分だ。

　私は思わず頭を掻かいた。

「あー……一体何をしているんだい？　アーニャ？」

「敵情視察よっ！」

「…………」

　元気いっぱいの彼女の声が響く。

「敵、情……？」

「そうよ！　あたしに勝つなんて、許さないわっ！　あたしがずっと一番だったのに……！　あんたのせいであたしはケーキを食べ損ねたのよ！　許さない！　絶対にっ！　覚えておきなさい！　あんたを倒すのはあたしなのよっ！」

　アーニャは格好つけているのか腰に手を当て私を指さし、漫画の敵役みたいなことを言いだした。

「あんた、名前はっ!?」

「……ジーク」

「そう！　あたしはアーニャよ！　覚えときなさいっ！」

　……つまり私の名前は今まで憶えられていなかったのだ。

「あたしが勝ったらあのケーキはいただくわ！　それまで大切にとっておきなさいっ……！」

「いや、生ものだから早く食べないと……」

　というよりもう家族と食べてしまった、なんてのは言わない方がいいのだろう。彼女の逆げき鱗りんに触れてしまう。これ以上絡まれるのは勘弁なのだが。

「負けないわ！　負けたくないわ！　絶対にっ……！」

　めらめらと燃えていた。氷の女とさえ揶や揄ゆされている彼女が赤く熱く燃えていた。数日前までのクールで知的な彼女は一体どこに行ってしまったというのか？

「……それで？　私のことを尾行して一体どうしようというんだ？　私に勝ちたいというのなら、この時間を勉強に当てた方がいいと思うのだが」

「そりゃ、あんたの弱点を探っていたのよ！　そんなことも分からないの!?　バカじゃないのっ!?」

「…………」

　その言葉をそっくりそのまま投げ返してやりたい。尾行なんかで人の勉学の弱点が分かるはずもない。大体弱点が分かっても、勉学の上でそれをどうしようというのか……。

「……分かったから君はもう家に帰るべきだ。ほら、ゆっくりしていると日が沈んで暗くなるぞ？」

　赤い太陽は建物の向こうに姿を隠そうとしており、空を真っ赤に染め上げている。刹せつ那なのような赤い空が色を失えば、すぐに暗い闇夜が姿を現してしまうだろう。そんな中を７歳の少女が一人外を歩くのはあまりよろしくない。今から数駅分電車に乗って、家まで帰るとなったら猶ゆう予よはほとんどない。

　尾行なんて馬鹿な真似まねをさせないで、早くこの少女を家に帰してあげないといけない。

「それは大丈夫よっ！」

　そう考えていたら、彼女が両手を腰に当て、胸を張って叫んだ。

「……大丈夫？」

「そうよっ！」

　何が大丈夫なのだろうか？

「だってあたしもこの駅が最寄り駅だものっ！　偶然ねっ！」

「…………」

　彼女も驚いていたのだが、私と彼女の家は同じ地域にあったようだ。駅から家への方向すら一緒であった。そして想像以上に私の家とアーニャの家は近かった。歩いて10分ほどの距離だった。……なんというか、暗い夜道を少女一人で歩かせないことになるのは良いことなのだが……なんだかなぁ……。

　いずれあたしのケーキはいただくわっ！　という捨すて台詞ぜりふと共に彼女は去った。……君のじゃないし、もう食べてしまったし。

　はぁ、とため息をついて私は星が出始めた薄暗い空の下、一人で歩いていた。

　ここから私と彼女の腐れ縁が始まったのだった。




　11歳の夏。初めてアーニャと出会った時から約３年以上の月日が流れていた。

　陽光がさんさんと降り注ぐ暑苦しい外の様子を学習塾の窓から眺めていた。私が死亡したあの大雪の日とは対照的な気候であった。

　私は転生している。一度28年間の人生を生き、病気で死亡し、何年も経たって転生し、そしてなぜかまた新たな人生をやり直していた。

　私とアーニャの勝負は性しょう懲こりもなく続いている。彼女が一方的に攻め寄ってくる訳ではあるが。国語や算数、魔法理論などありとあらゆるテストで彼女は私に勝負を持ち掛け、そしてその全てに私は勝利している。当然と言えば当然だ。初等部のテストなど、大人を一度経ればほぼ１００点が取れるような代物だ。私が負けるようなことは一切ない。

　ただ、前世であれだけ特別な存在に憧れていた私でも、彼女との勝負に勝ち続け、その度に悔しそうな表情をさせてしまうのは、さすがに罪悪感を覚えてしまう。

「……特別な人生を歩むことになったとはいえ、なんだか申し訳ない気持ちだな」

「なにぼそぼそと小さな声で独り言いってんのよ、ジーク。ほら、今日も勝負するわよ」

　しまった、誰にも聞かせないぼやきのつもりだったのだが、気が付いたら傍そばにアーニャがいた。彼女はいつも私の傍に寄って来るものだから私の声が聞こえてしまっていたようだ。

「……何言っていたか聞こえたかい？」

「全然！　聞かれたくないのなら口に出さない方がいいわね」

「……全くもってその通りだな。沈黙は金ってやつか」

　彼女は勝負事が大好きであるようで、更にはとことん負けず嫌いであった。熱く闘志を燃やしながら私に勝負を挑み、敗北すると悔しそうに地団太を踏んだ。私との勝負が始まらない限り、彼女はクールで無口な少女だ。人とほとんど会話せず、友達に関心を示さない孤高の女の子だった。

　私との勝負ごとになると火のように熱くなる。

　初めは、私を含めた塾内の皆はそのギャップに驚いた。しかし、３年もするとそんなアーニャにもう皆は慣れきっていた。３年前までは取っ付きにくいとアーニャに苦手意識を持っていた人たちも、今ではアーニャに対して小さな子供でも見るような微笑ほほえましさを感じるようになっていた。３年以上成長したにも関わらず、アーニャは３年前よりも子供のように扱われることが多くなった……。悲しいことである……。

　普段は氷のように冷たく、しかし勝負事にはとことん熱い、複雑なようで単純な少女だった。

　私はアーニャとの勝負に勝ち続けている。

　しかし結局、私のこの成果は『転生』という特別な経験を経たからであって、自身の能力によるものでも努力の結果でもない。自身の能力を信じ、一生懸命頑張っている彼女を打ち破るのに罪悪感を覚えてしまうのは当然のことなのか、それとも私は結局精神的にも凡人であるということなのか。

「もうっ！　もうっ！　なんでまた１００点なのよっ！　そんなの勝ちようがないじゃないっ！　ずるいわっ！　ずるいわよっ！　ジークッ！」

　アーニャはまた泣きべそをかく。

　しっかりと明言しておくが、彼女は正真正銘の天才で、ぬかりなく努力もしている。私のような凡人とは本来比べるべくもない人材であることは確かだ。このままいけば、彼女は良い高等部の学校を出て、良い大学を出て、立派な会社に勤めることとなるだろう。今からでもそれが分かるほどの立派な能力を持っている。

　ただ、『二十はたち過ぎれば只ただの人』とあるように、彼女が今後努力を惜しまなければ、の話ではあるのだが。

「……ほら、アーニャ。今日のお菓子だ。これでも食べて機嫌を直してくれ」

「…………」

　拗すねた彼女を慰めるために、あらかじめ買っておいたお菓子を与えて機嫌を取る。頬をぷくっと膨らましながら彼女は言う。

「……今日はチョコの気分」

「あぁ、それも用意しているぞ？」

「ほんとっ!?」

　彼女がぱあっと晴れやかな顔になる。これは勝ってしまった私への罰ゲームのようなもので、このお菓子を買うために子供の少ない小遣いの大半は消費される。

　彼女の好みや季節限定ものなどといった特別感を考慮してお菓子を選ばなければならず、複雑な女心を慰めるためのお菓子を選ぶことに私は非常に苦心している。下手へたなお菓子を選べば、その日はずっとむすっとした彼女の横顔を眺めて過ごすこととなる。

　普段の彼女はとてもクールなのに私と関わるとかっと熱くなり、負ければいつも悔しそうにして、それでもずっと私に突っかかってきて、そしてお菓子の種類で機嫌が変わる。

　彼女女性の心の機微を把握することはどんなテストよりも難しい。










第２話　勉強する青春







「くっ、今回はしっかりと１００点をとってきたわね……」

　いつものように解答用紙を抱え、悔しそうに頬を赤らめ歯ぎしりするアーニャの姿があった。

　彼女はここ数年で少し変わった。髪が伸び、女性らしさが増した。

　さらに着る物が変わった。それまでの自由な服装から、制服のブレザー姿となった。

　───つまり私たちは中等部に進学したということだ。

　アーニャと私は当然のように同じ中等部の学校に進学した。その地域で１番の私立進学校に入ったのは、その地域でトップクラスの成績を取り、レベルの高い塾に行っていたのだから当然と言えば当然の結果である。

　むしろ28歳まで生きて平凡な給料を貰もらってきた私としては、私立の学校に入れてもらえたことに対し、親に申し訳ない気持ちが多分にある。この学校の毎年の授業料と前世の私の平凡な手取りの年収を考えると少し頭がくらくらする。

　私が普通の公立校でいいと言うと、『子供はそんなこと気にしなくていい』と親は言い、アーニャも『じゃあ私も公立にするわ』と、さも当然のように言ってくるものだから、私には選択の余地がなかった。親には申し訳ないが、アーニャほどの天才を私のために地元の公立校で腐らせるわけにはいかなかった。

　バイトでもするかと思い立ち、でも中等部の学生を雇ってくれるバイトなんてあるだろうか、などと考えていたら、中等部の初めてのテストで97点を取ってしまった。28歳までの経験をもってしても、さすがにほとんど勉強なしには１００点は取れなかった。中等部は初等部とは違うのだと考えさせられた。

『ふふふっ！　遂に１００点の牙が城じょうが崩れたわねっ！　あたしがあんたから勝利をつかむ日もそう遠くないわねっ！』

　と、高らかに語っていたアーニャの目は涙目だった。

　彼女は92点だったのだ。彼女からすると屈辱であろう。進学校ゆえ、テストも難しかったし十分な成績であるとは思うのだが、私も彼女も中等部を甘く見ていたということだ。それでも彼女は学年で２番の成績を誇っているわけだが。

　それから私は親戚の伝つ手てで何とかアルバイト先を見つけ、勉強もしっかりとするようになった。

「くっ、今回はしっかりと１００点をとってきたわね……」

　そして先に語った彼女の台詞せりふへと通じてくる。しっかりと勉強すればまだ前世の28年分の経験は十分に活かせるようだ。

「アルバイトをしているのに、１００点取るなんて……ジーク、あんた一体どんな勉強をしているのよ？」

「…………」

　それは『転生』という最大のズルの為なのだが、そんなこと言えるはずもない。

　アーニャに頬っぺたを抓つねられる。でもその指に込められた力が弱い。

　彼女は今回のテストは95点だった。もちろん学年で２番の成績であるが、必死に勉強して３点しか上がらなかったことに彼女は少し落ち込んでいた。私から見れば十分であるし、ここは進学校。前世で通っていた普通の中等部のテストよりずっと難しいように感じる。その中での95点なのだから、もっと自分を誇っていいと思うのだが、私が１００点を取ってしまったためだろう。

　アーニャは少し弱気になっていた。私は新作のお菓子を取り出しながら言った。

「……勉強のコツとしては、まずどこがその単元の根幹であるかをつかむことだ。その単元の基本は全てそこにあり、他の全ての勉強内容はその根幹から派生…………」

「あぁっ！　待ったっ！　待ったっ！　やっぱダメっ！　ダメだわっ！　何も言わないでっ！」

　アーニャは身をよじらせながら慌てて私から離れた。

「敵から塩を送られるわけにはいかないわっ！」

　そう言って一目散に教室を飛び出し、家へと帰っていった。私は呆あっ気けにとられながら、そのままバイト先へと向かった。




　＊　＊　＊　＊　＊




「…………やっぱり勉強方法、教えて……」

　アーニャは私の机の前にやってきてそう小さな声で呟つぶやいた。顔を真っ赤にしながら屈辱に耐え、私と目を合わさないように顔を少し背けて私に勉強を教えてほしいと頼んでいた。

　それは大きな中間テストの時のことであった。

　私は何とか前世28年間の体面を、全教科満点という形で保つことに成功した。自分で言うのもなんだが結構勉強をした。アーニャももちろん学年で２番の成績を誇り、８教科合計７６０点という数値を叩たたき出していた。立派な数字ではあるが、アーニャにとっては不満な得点であったらしい。

　私との差が40点ということは彼女にとって許しがたいことであるようだったし、後で聞くと私との勝負は関係なしに、彼女自身このテストは失敗したと感じていたらしい。とても難しいテストだったから仕方ない点数ではあるが、それでも彼女は初めて私とは関係のない悔しい思いをしたのだという。

　彼女は自身のプライドを自分で曲げ、私に勉強を教わりに来たのだ。彼女との付き合いの５年間で、初めてのことだった。

　体が小刻みに震え、顔は真っ赤になり、端で見ているだけなのに彼女の高い体温や早まっている鼓動を感じるかのようであった。

「……分かった。勉強を教えるよ」

　簡潔にそう答えた。私の席の対面に席を用意し、固まった彼女をすぐに座らせる。間を置いては可哀かわい想そうなので、すぐに勉強の話を始めた。そっちの方が彼女の性格としては気が紛れると思ったからだ。

　もちろん机の横に買ってきたお菓子を用意して。

「前も言いかけたけど、勉強で大切なことはその単元のどこが根幹であるかをつかむことだ。その単元の基本は全てそこにあり、他の全ての勉強内容はその根幹から派生するものなんだ」

「……派生？」

「そう。教科書に載っていることを端から端まで全て暗記するなんて大変なことはしないで、まずはその内容の根幹を押さえる。そこから枝葉を伸ばしていくように勉強を進めていくんだ。

　例えば歴史で言ったら……そうだな、今回のテスト内容で一番大事な事件は『レスボキスの戦い』だ。これより後の歴史は全てこの戦いが影響している。そして、この戦いよりも前の歴史もまた『レスボキスの戦い』が起こる原因、要因であったことが多い。この時代の多くは『レスボキスの戦い』を中心に回っていて、それはこの国の歴史だけでなく、他の国の歴史にも影響を与えている。

　時代の縦の影響を考え、横の結びつきを考え、事象を関連づけながら勉強すると頭の中で考えが纏まとまりやすく、ただ文章を読むだけよりも理解が深まる…………」

「結びつき……？」

「そう、結びつき」

　あれだけ震えていたアーニャも凄すごいもので、たった少しの講釈だけでもう頭は勉強モードのようだ。凛りんとした顔つきで集中して私の話を聞いている。

「他の教科でも同じことが言える。数学だって、まず大事なのはこの公式だ。この単元での基本的な考え方は全てこの公式を元にしており、他の公式や応用問題は全てこの基本的な公式を元に成り立っている。応用問題で困ったときはまず基本に立ち返り、ゴールを見定めてみることだ。基本の中にゴールはあり、そこにたどり着くためにはどのような経過がいるか、どのような数値がいるかを考えていくことだ」

「……基本？」

「そう、基本。今回のテスト、どこを間違えたんだ？　見せてくれないか？」

　そうして私たちは教室の隅でじっと勉強をして、日が暮れ行く中、先生に注意されるまでその場から離れようとしなかった。気が付いたら太陽が地平線の向こうに沈もうとしており、教室は太陽の最後の光で赤く赤く染まっていた。

「ジーク……。あんた、教え方上手うまいわね…………」

　彼女の薄青い髪が暖かな色に染まっていた。




　とある昼休みのことである。

「あの、アーニャさん……？」

「…………」

「中間テストの打ち上げに、クラスのみんなでボウリングに行こうと思っているんだけど、アーニャさんも一緒にどうかなって……？」

「…………」

「あのぅ、聞いてるかなぁ……？」

　このクラスの学級委員長であるソフィという女子がアーニャに話し掛けていた。ソフィの髪は金色でふわふわとしており、顔つきはおっとりとしている。クラスの代表として、クラス全体で企画された放課後の遊びにアーニャを誘っていた。

　しかし、当のアーニャはまるで自分の周囲に誰も存在しないかのように一人の世界に没頭し、本をじっと読んでいた。顔も上げずに本とだけ向き合っていた。私はその様子を不安な思いと共に遠くから眺めていた。

「皆で一緒に遊べば楽しいと思うんだけど……」

「…………」

「……ほ、ほら！　クラスのみんなで出かけることってあまりなかったからさ！　親睦会も兼ねてさ！　アーニャさんも参加してくれれば嬉うれしいなぁ……！」

「…………」

「あ、あはは……」

　無言のアーニャに、学級委員長のソフィは困ったように頬を掻かいた。

　アーニャは学年内で少し有名人であった。成績優秀、学年２位であり、そして静せい謐ひつで寡か黙もくな少女。薄い青色の綺き麗れいな髪をしており、端正な顔つきがいつも凛りんとした表情を作っている。一心に学業に打ち込む彼女の姿を見て、学内の生徒はアーニャのことを『氷の女神』と呼んでいた。

　しかし、それ故ゆえにほとんど喋しゃべらない。ほとんど人と会話しない。私や同じ学習塾に通っていたアーニャのことをよく知る人は、彼女が『氷の女神』という異い名みょうを持つことに違和感を覚えてしまうのだが、彼女をよく知らない人にとって彼女は恐れ多く近づき難い人物だった。

「…………」

「……興味ないわ」

　アーニャは顔を上げず、低く小さな声で一言呟つぶやいた。ソフィの方を一切振り向きもせず、心のこもらない冷淡な言葉を口から漏らした。冷たい態度にソフィはたじろいだ。

「そ、そうだね……うん、分かりました……」

「…………」

「ご、ごめんね。無理に誘って……」

「…………」

　もう既にアーニャの意識は本に戻り、ソフィの困った声は全く届いていなかった。肩を落としながらとぼとぼとソフィはアーニャから離れていく。アーニャはこの学校で問題児なのであった。

「な、なんだかすまないな、学級委員長。アーニャがあんな態度で」

「ジーク君」

　私はなんだか申し訳ない気持ちになって、アーニャに冷たくあしらわれたソフィに声を掛けた。

「ははは、別にジーク君が謝る事じゃないけどね……」

　ソフィは力なく私に手を振った。本当に私の責任ではないのだが、なんでだろう、アーニャが人様に迷惑をかけると妙な罪悪感を覚える。私は彼女の保護者か何かなのだろうか？

「……学級委員長、大変だな」

　私の傍そばにいたもう一人の男子がソフィに声を掛けた。

「コスタス君」

　その生徒はコスタスといった。先程まで私と一緒にくっちゃべっていた友達である。彼は同じクラスの仲間であり、同年代と比べてがたいの良い少年だった。

「……アーニャからは良い返事が貰もらえなかったようだが」

「あはは、うん。全然興味がないみたい」

「さすがは『氷の女神』。一筋縄ではいかないみたいだな」

　そうコスタスが言った。なんか、アーニャのことが申し訳ない。

「私からも声掛けてみようか？　説得できる自信はないが」

「あ、いやいや、いいよ。強制参加じゃないしね」

　ソフィは手をぶんぶん振って私の提案を断った。元よりこのクラス会は全員参加ではない。予定が合わないなどで不参加の人たちも幾人かいるようだ。

「……アーニャは少し、いや結構変わってるからなぁ」

　私は思わずため息をついた。それに対し、ソフィも言う。

「頭のいい人ってどこか変わってるからねぇ。コスタス君だってちょっと普通の人より変だし……」

「…………」

　私と同じようにソフィもため息をつき、隣にいたコスタスを横目で見た。コスタスは何も言わず、バツが悪そうに口をへの字に曲げている。

「そうなのか？　付き合いが短くてまだよく分からないが……」

「…………」

　私は首を傾かしげる。コスタスは前の中間試験で、進学校の中でありながら成績上位の点数を取っていた。アーニャほどではないけれど、勉強のできる頭の良い人間であった。まだ中等部に入ってそれほど日が経たってなく、友達との付き合いは浅い。クラス全員のこともよく分かっていない状況だった。

「コスタス君は変な趣味持ってるんだよ」

「……自覚はしている」

「そうなのか？」

「うん。……彼ね、毒キノコとか毒花とかを探したり、調べたりするのが趣味なの。変わってるでしょ？」

「ど、毒……？」

　コスタスの方を見ると、彼は少し恥ずかしそうに頬を染めた。

「……毒というものは世間一般では疎うとまれがちだが、その毒性を理解し、調整すれば優れた薬にもなる。効果が大きいということは、様々な分野に役立つ可能性を持っているということだ。つまりは毒について研究することは人類の進歩に大きく役立つ道を開くことであり、例えばダチュラという植物はアルカロイドという毒性のある物質を含んでいるが、その毒は全身麻酔に利用されていたこともあり、多くの人の役に立っていて…………」

「はいはい、ストップ、ストップ。コスタス君、その話いつも長くなるからねぇ」

「…………」

　ソフィに話を止められてコスタスは少し悲しそうな顔をした。そしてコスタスは言う。

「……頭のいい奴やつ、つまり成績上位者はどこか変わっている奴が多い。俺然しかり、アーニャ然り……どこか変わっていないとやっていられないのだろう」

「……そういうものなのか？」

「そうだ。自身の中の常識が他の人より薄いのを感じている。そういうものだ」

「…………」

　コスタスの言葉に私は少し閉口する。私には分からない感覚。天才にしか分からない感覚だった。

「でもお前は……ジークは成績が一番なのに変人ではないな。むしろ常識人だ」

「……そうか？」

「そうだ」

　そう言われ、指先で少し頬をかいた。

「……少しぐらい変わっていると言われた方が嬉うれしいな。常識人ってつまらない人とも言えないかな？」

「そんなことはない。常識は大切だ。変人というのを求めるものではない。俺はお前のことを褒めている」

「……そうかな？」

「そうだ」

　……どうもコスタスは少し大人びた変わった子のようだった。言っている事が落ち着いている。まだ付き合いが長くないけど、少しの会話だけでも新しい発見があった。

　ソフィが聞く。

「ジーク君はクラス会に来る？　皆でボウリング行こうと思っているんだけど？」

「ん？　あぁ、もちろん行かせてもらうよ。よろしく」

「うん、ありがとう！　これで結構人数集まってきたね。企画者としてはほっとするところだよ」

　疲れたように笑うソフィを見て、私はなんだかそんな彼女の中に問題社員を抱えた中間管理職の上司の姿を見る思いがした。

「よし、どうせなら勝負をしようか、ソフィ、コスタス。私でボウリングの勝負だ。負けた方は何かおごろうか」

「いいだろう。受けて立とう」

「あ、これは負けられないなぁ！」

　そう言って３人で笑い合ったその時だった。

「勝負っ!?」

　椅子をがたりと鳴らしながら勢いよく立ち上がる女生徒がいた。

　アーニャだった。

「今、勝負って言った!?」

「…………」

「今、勝負って言ったでしょ！　ねぇ、ジーク！　聞いてんのっ!?」

「…………」

　先程まで冷たい表情で、クラス会に一切興味を示していなかったアーニャは、目をキラキラさせながら熱い表情を私に向けた。

　あぁ、しまった。彼女の闘争心を刺激してしまった……。厄介なことこの上ない。ソフィとコスタスは唖あ然ぜんとしている。彼らはアーニャの豹ひょう変へんを何度か目にしているものの、まだ知り合って間もないため、その度に驚かされているのだった。

「あたしもボウリング行くわ！　勝負よ！　ジークっ！」

「…………」

　アーニャは腰に両手を当て、ふんぞり返りながら闘志のこもった声を発する。

　思わず大きな大きなため息をつく私を許して欲しいものだった。
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　甲高い衝突音が響き渡る。大勢の人間の活気が渦巻き、場を熱し続けている。

　私達はボウリング場に来ていた。

「おっ！　ストライク！　ナイスッ！」

「イエーイ！」

　今ここにいるのはクラスの７割ほどだ。結構な人数が集まったものだった。ストライクを取れば歓声が沸き、ガーターを取れば笑い合った。普通の学園生活がここにあった。

「ジーク君、どんな感じだった？」

　１ゲームが終わり、学級委員長のソフィが私に聞いた。

「まぁまぁだったな。悪くもなく、良くもなくといったところか」

　同じレーンで５人が投げ、私のスコアはその３番だった。一人はおふざけで、投げ方の研究と称して変な投げ方ばかりをしていて、そのせいでガーターばかりでダントツ最下位であった。一番楽しんでいたのもそいつであったが。

「あはは、学年１位もボウリングは平凡なんだね」

「……やめてくれ」

「そのスコアだったらうちの勝ちだね」

「参ったな」

　ソフィの笑い声に私は苦笑するしかなかった。

「それで？　学級委員長？　次のゲームはチームの組み合わせ変えるんだろ？　またくじ引きか？」

「あ、うん、他の人はそうなんだけど……。ジーク君、ちょっとこっちに来てくれるかな……？」

「…………」

　何か面倒な予感がする。連れられるままにソフィの後ろを歩くと、ボウリングのレーンの一番端にたどり着いた。私達のクラスが借りているレーンの一番端だ。

「…………」

「…………」

　そこには一切会話をしようとしないアーニャと、何を話したらいいか分からず困っているコスタスがいた。他のクラスメイトもアーニャのだんまりに困り果てているようだった。

　……もしかしてアーニャ、１ゲーム丸々無言を貫いたのか？

「悪いんだけど、ジーク君……。アーニャさんの担当になってくれる……？」

「……こちらこそアーニャが迷惑かけて悪かったなぁ」

　なぜか私の中に妙な罪悪感が芽生えてしまう。なんだろう。私はアーニャの保護者かなんかなのだろうか。私がそのレーンに行くと、アーニャ以外のクラスメイトは露骨にほっとした顔になった。私とアーニャが以前からの知り合いであることは周知の事実だ。アーニャ関係の面倒事は全部私に飛んでくる。

　……やはり私はアーニャの保護者なのかもしれない。

「アーニャさん、つまらなかったのかな……」

「ただ全力で点数を稼ごうとしているだけだから、気にしなくていいと思うぞ？」

　むしろ大いに楽しんでいる方だと思う。ほら、目が熱い。ただハイスコアを叩たたき出すことしか頭にない表情だ。アーニャがふと顔を上げ、私を見つけると、口をへの字に曲げながら叫んだ。

「ジーク！」

「……なんだ、アーニャ」

「ボールが思った方に投げられないわっ！」

　アーニャのスコアを見ていると、あまり芳しくない数値が記されていた。これなら私の勝ちである。

「なんだ？　意気込んでいる割にはスコア出てないな」

「うっさい！　初めてなんだから仕方ないでしょ！」

　少し顔を赤らめながらアーニャは叫んだ。

「……そっか、アーニャ。友達少ないもんな……」

「うっさい！　どうでもいいわ！」

　一緒にボウリングに行くような友達はアーニャにはいないのである。私は涙が出そうになった。

「という訳で、うちとジーク君はコスタス君とアーニャさん係です。よろしくお願いします……ジーク君……」

「……了解した」

　つまりは問題児の面倒を見ろってことだ。仕方がない。

「……助かる、ソフィ、ジーク」

「……おう」

　コスタスはバツが悪そうに目を閉じだ。コスタスもあまりグループの皆と会話をしていないようだったが、わざと黙っていたのではなく、どうやら何を話したらいいか分からなかったようだ。つまりコスタスは口くち下手べたで人見知りなのである。

　第二ゲームが始まる。ボウリングは久しぶりであったが、肩が慣れてきたのか、少しずつスペアを取れる回数が増えてきた。良い球が投げられる度に皆で喜び合う。こうやって皆で楽しく遊んでいた。

　だが、アーニャ……私がスペアを取る度に苦虫を噛かみ潰したような顔で舌打ちするのはやめてほしい。なんだかアーニャだけは私の敵だった。

「…………」

「おっ、ストライクだ！」

　コスタスがストライクを取り、私は少し声を大きくしてそう言った。彼はそれでもはしゃがず、口を閉ざして戻ってきた。

「コスタス君、ストライク取ったんだしもっと楽しそうにしたら？」

　ソフィがコスタスに言う。

「……これでも楽しんでいる」

「そりゃ、うちには分かるけど。でもみんなには分からないでしょ？」

「……うーむ」

　難しい問題に出会った、というかのようにコスタスは少しだけ唸うなった。

「ごめんね、ジーク君。コスタス君が不愛想で」

「それは構わないのだが……なんでソフィが謝るんだ？」

　学級委員長が私に少し口くち下手べたであるコスタスの相手を頼んだから、というのは分かるのだが、学級委員長として謝ることではないような気がする。

「あ、いや、その……なんていうのかな……」

　ソフィがどう言ったらいいか考えるように、腕を組み小首を傾かしげた。

「うちとコスタス君は……幼おさな馴な染じみだから」

「ん？」

「へぇ」

　ソフィが照れくさそうに頬をかき、今まで興味なさそうに私達の会話を聞いていたアーニャが顔を上げた。

「だからさ、コスタス君が人に迷惑をかけていると思うと、なんとなく謝っちゃうんだよねぇ。これが親心なのかなぁ……」

「……いつも迷惑かける、ソフィ」

「いや、いいんだけどさ。ほら、アーニャさん関係でジーク君が私に謝ったこと？　あの感覚ってなんとなく分かるんだよねぇ」

「あぁ……」

　確かにアーニャがソフィの提案を不愛想に断った時、私はなぜかソフィに謝っていた。確かにそう言われるとその気持ちは分かる。アーニャが人に迷惑をかけると、なんだか申し訳ない気持ちになるのだ。

　……いつから私はアーニャの保護者のような気持ちになっていたのだろうか？

「へぇ、幼馴染。家でも近かったの？」

　それまで全く会話に参加してこなかったアーニャが初めて声を発した。

「え？　あぁ、ううん……会社関係かな？」

「会社関係？」

　突然会話に加わってきたアーニャにソフィは少し戸惑っていた。

「うん、うち達のお祖父じいさん達がね、ある会社の取締役同士として古くから付き合いがあったみたいなんだ」

「それが縁で小さい頃からよく遊んでたな」

「取締役？」

「うん、取締役。会社を古くから支えてきたってことでうちらのお祖父さん達、仲良しみたい」

「家族ぐるみの付き合いってやつだな」

「へぇ……」

　アーニャが興味深そうに頷うなずきながら話を聞いていた。

「そうか。コスタスの趣味が毒キノコ収集だってよく知っているな、って前に思ったんだ。学級委員長はもうクラスの皆とかなり仲良くなっているんだと感心したんだが……。そうか、幼おさな馴な染じみか」

「あはは。うん、学級委員としてクラスのみんなと仲良くなろうとはしてるけど。コスタス君については昔から知ってるからね」

「…………」

　なるほど、確かに人見知りっぽいコスタスがそう簡単に自分の趣味を人に語らないか。何となく納得である。

「二人で遊んでる時に珍しい草花を見つけたってコスタス君が言って、コスタス君がそれをおもむろに食べだして、苦しみ始めて、うちが救急車呼んだりしたなぁ」

「……あの時は助かった」

「図鑑で見た毒花の本物を見たいって言って、うちを連れ出して、迷って、うちが地図を見ながら必死に家まで帰ったこともあったなぁ」

「……あの時は助かった」

「ちょっと待て」

　散々な思い出しかないのか？

「コスタスがソフィを助けたことはないのか……？」

「…………」

「…………」
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　私がそう聞くと、二人は少し俯うつむいて黙ってしまった。アーニャが呆あきれ顔ではぁっ、とため息をついた。

「情けないわねぇ、あんた。持ちつ持たれつしなさいよ」

「…………」

「君が言えることじゃないと思うぞ、アーニャ」

　私とソフィは天才に振り回される生活を送っていた訳だ。妙に親近感を覚えてしまった。

　しかし、取締役員か……。取締役といったら会社のトップに位置する人たちのことだ。彼女たちの家は結構稼いでいるんじゃないか？　前世では死ぬまで平社員だったため、そんな下げ世せ話わな事を考えてしまう。前世では28歳で死んだのだから平社員だったのは当然なのだが……。

「もしかして、二人はお坊ちゃんお嬢さんなのか……？」

「あはは。あまり自分達ではよく分からないんだけど……。他の普通の家よりもお金持ちみたいだね、うちらの家は」

「へ、へぇ……」

　私の口がひくつく。まさか、目の前にいるのは本物のお金持ちの家の子なのか？　そんな人に今まで出会ったことがないぞ……？

「ジーク」

「なんだ？　コスタス？」

「この学校は私立の進学校だ。お金持ちの家の子はたくさんいるぞ？」

「……なんだと？」

　私は思わず周囲のクラスメイト達を見回してしまう。前世ではお金持ちの家の人についぞ出会う機会はなかったのだが、もしかして今まで気軽に話してきたクラスメイト達の中にとんでもないほどのお金持ちがいたりするのか？　いや、なんとなく気付いていたのだが、もしかして本当にクラスメイトの皆、お金持ちばっかりなのか……？

「いや、しかし……こう、みんなでボウリングしているじゃないか？　ボウリングは庶民の遊びだろう……？」

「お金持ちの家が普通に遊ばないとか、いつの時代だ……」

「……ジーク君はお金持ちにどんなイメージを持ってるの？」

　二人にじとっとした目で見られる。

「よ、夜な夜な社交界のパーティーに出たりするのか……？」

「だからイメージが古い」

「でも、まぁ……パーティーが全くないって訳じゃないなぁ。お父さんに連れられてホテルとかのパーティーに行ったことはあるよ」

「な、なんと……」

　私は思わず恐れおののく。なんだか突然目の前の二人が眩まぶしく見えた。今までお話の中でしか知らなかったお坊ちゃんお嬢さんが目の前にいるのだ。パーティーとか……。友達呼んでの誕生日パーティーしかしたことないぞ、私は……。

「もしかして、学費のためにアルバイトしているのは私だけなのか……」

「えっ!?　ジーク君、バイトしてるの!?」

　驚かれた。

「あぁ……」

「……俺達の年でバイトなんてできないだろう？　中等部の学生を雇ってくれるところなんてないって聞くが？」

「……親戚の伝つ手てがある店を手伝っているんだ。うちの収入知っているから仕事させてくれるんだよ。そのお金を学費に回したりしてるんだよ……」

「へ、へぇ……。り、立派だねぇ、ジーク君は……」

　ソフィは目を丸くして驚いていた。働いて学費を稼ぐ人がいる、というのは聞いたことがあるけど、まさかこんな身近にいるとは思わなかった……というような感情が漏れ出していた。くっ！　もしかして、私だけが平凡な家の子なのか……？

「アーニャ……アーニャの家はどうなんだ？」

「あたしの家は別に大金持ちって訳じゃないけど、普通の家よりかは裕福ではあると思うわよ。あんた、あたしの家の大きさ知ってるでしょ？　他の家より少し大きいじゃない？」

「確かに、大きい……」

　アーニャの家もまた、私立の学校に子供を通わせても苦労しないくらいの家なのだろう。アーニャのご両親と時々世間話をするが、そういうことは伝わってくる。まず、そもそもアーニャが通っていた初等部の学校は私立であった。

「平凡、私の家だけ平凡……」

　私は前世も現世も普通の家の子だったから衝撃を受けていた。もしかして、住む世界が違うのか……？　この子達は……？　私の家だけが平凡なのだろうか……？

「べ、別にお金持ちだからって偉い訳じゃないよっ！」

「そ、そうだな……。親の金よりも学年１位の方が凄すごいと思うぞ……？」

「…………」

　お金持ち達に励まされる。

「はん！　庶民ね！　ジーク！」

「…………」

　アーニャだけがケラケラと私を嗤わらっていた。こいつは……いつか目に物見せてやる……。

「ア、アーニャさん！　からかわないのっ！　が、学年１位は本当に凄すごいからねっ!?　ジーク君!?　元気出して!?　ど、どうやったらそんなに点数が取れるのっ!?　う、うちにも勉強教えてほしいなぁ……！」

「……勉強を教える？　ソフィはコスタスに教えてもらえばいいじゃないか？」

　二人は幼おさな馴な染じみだって言っていた。コスタスも学年で上位の成績を誇っている。彼は頭が良い者は変人が多いと自分で言っていたように、彼自身少し変わり者で成績上位者だった。

「コスタス君、感覚派だからそういうの不向きなんだぁ……」

「…………」

　ソフィとコスタスは二人して遠い目をしていた。

「うちのお母さん、教育熱心だから。テスト毎回大変なんだぁ……」

「……まぁ、勉強を見るだけだったら別にいいが」

「え？　本当にいいの？　言ってみるもんだなぁ」

　ソフィは少し驚いていたが、ふわりと柔らかな笑みを見せた。彼女にとってテストとは本当に大変なものであるようだ。……その気持ちはとてもよく分かった。

「え？　なになに？　ジークが勉強会開いてくれるの？」

　私達の話が聞こえたのか、隣のレーンにいたクラスメイトが身を乗り出して会話に参加してきた。

「え？　学年１位のジーク主催の勉強会？」

「なにそれ、私も参加したいんだけど？」

「え？　ジークが俺達のテストの点数３割増しにしてくれんの？」

「その勉強会に出たら90点以上取れるって本当!?」

　一瞬で噂うわさに尾ひれが付いて、私の元にわらわらとクラスメイトが集まってきた。

「ジークが女はべらせて勉強会開くって本当かっ!?」

「おいっ！　そんな尾ひれは付けるなっ！　事実無根だっ！」

「頼むよジーク！　次のテストは俺の小遣いアップが懸かっているんだ！　俺にも勉強教えてくれーっ！」

「うおっぷ!?」

　バカ野郎の男友達が私の首に腕を回しながら妬ねたみ半分、女子目当て半分、あとほんの少しの学習意欲から私に勉強会を請こうてきた。根も葉もない噂を少し信じているのだろう。首が少し締まっている……！

「分かった！　勉強会は開くから……分かったから離れろっ！」

「よっしゃ！　頼むぜ、ジーク！　俺の小遣いアップのためにっ！」

「おー！　学年１位の勉強会だぁ！　期待してるよ、ジーク君！」

　私から言げん質ちを取り、皆が自分たちのレーンに戻っていった。さすがは進学校、勉強に対する意欲も高いのだろう。私は勉強会を開かなくてはならなくなった。

「一瞬でどうしてこんなことに……」

「な、なんかごめんね？」

　ソフィが困り顔で苦笑していた。コスタスは私の肩に手を置き、これはきっと励ましてくれているのだろう。アーニャは我関せずと言わんばかりに、お澄ましモードに戻っていた。

　私は少し締められていた自分の首をさすりながら、はぁ、と大きなため息をついた。

　勉強会といっても何をやればいいのか……。困ったことになった。そしてなぜか期待も大きいようだ。

　……困ったことになったのだが。

　でも不思議と悪い気はしなかった。
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「しかし、予想以上に集まってしまったな……」

「た、大変だねぇ、ジーク君……」

　ある日の放課後、私は教室の壇上に立ち教師の視点から教室内を見渡す。放課後だというのに自分の席に座り、黒板と私の方を見る人達がここには大勢いた。

　今日は以前より頼まれていた、私が主催する勉強会であった。

　クラスの半数近くがこの教室に集まり、からかうように私のことを『先生』と呼んでくる。照れるからやめてほしい。しつこく呼んでくる奴やつはバケツを持たせ廊下に立たせてやろうか。古いか。

　私のクラスの人だけではなく、数名別のクラスの人も見受けられる。クラスの友達が他のクラスの人を引っ張ってきてしまったのだろう。予想よりもずっと多い生徒の数に私は顔を引きつらせ、困った困ったと言いながらみんなの勉強を見て回った。

　前にアーニャにも言った私の勉強に対する考えを述べ、私が行っている勉強方法を伝え、そしてみんなの机を回り実際の勉強を見ていった。ちなみにアーニャはこの勉強会には参加していない。確かに彼女は皆とわいわいといった雰囲気が好きではなかった。

「ジーク、ここの問題がよぉ、答え見れば計算内容もその過程も分かるんだけどよぉ、なんでこんな計算するべきなのかが分からねえんだ。これじゃあ、同じ問題がテストで出ても暗記ものにしかなんねぇ。なんつーか……説明が難しーな……俺の言っていること分かるかぁ？」

「あぁ、分かるぞ、マルコ。答えを見るだけじゃ、その問題の考え方の根本が分からない場合も多い。そこで大切になってくるのが……」

「さっき言ってた基本、って訳か。で？　どこがこの問題の基本なんだ？」

「これはだなぁ、教科書の……ここだな。結局、この問題はモーメントの応用に過ぎないんだ」

「へぇ……」

　こうして皆の勉強を見て回って思うのが、やはりここは進学校というだけあって皆頭がいいということだ。私の教えを簡単に吸収し、すぐに理解し活用する。そして質問も少しドキリとする高度な内容だったりする。というのも、前世の中等部の頃では到底考えなかったであろう思考を、目の前のこの子たちはしているということだった。私が大学時代にやっと気付いた物事の考え方について、この子たちはもう既に悩み始めている。

　私は凡人と天才の差を垣かい間ま見みていた。そしてそれはアーニャに勉強を教えている時も感じているものであった。

　この時からだっただろうか。

　私は私のこの人生がどのような道筋をたどるのか、その先がちらつき始めていた。

「ここの歴史は……やはり有名な魔女裁判が大事だな。この辺りの魔女狩りから世の中に魔術が広まり始める。怪しげな魔術を使う危険な魔女、という概念が、魔力は誰にでも宿り魔術は誰にでも使えるものという認識になっていった。プロガルディアの魔女裁判は……『災難続きの魔女裁判』だから、３１７年だな」

「え？」

　私が語呂合わせを付けた歴史の解説に、皆が小首を傾かしげた。

「せんせー」

「……ん？」

「プロガルディアの魔女裁判は『細工だらけの魔女裁判』だから、３１９年ですよぉ？」

「え……？」

　私は慌てて教科書をめくる。いやいや、私は『災難続きの魔女裁判』と前世からずっと覚えていたのだが……あれ？

　教科書は確かに３１９年になっていた。バカな。私は携帯電話を取り出して、プロガルディアの魔女裁判について調べてみる。

「……プロガルディアの魔女裁判はそれまでは３１７年に行われたものだとされていたが、歴史の研究が進んだことによって３１９年に行われていたものだということが判明した。30年前に学校の教科書に改訂が入り……」

「ジークって古いやつで覚えてたのかぁ？」

「30年前って、古ぅ！」

　皆が私の間違いにケラケラと笑った。正直恥ずかしい。確かに前世の私が中等部に通っていたのは大分昔の話になる。その間に研究が進み、教科書が変わっていて当然なのだが……。転生の弊害がこんなところに出てくるとは思わなかった。

　思えば今手に持っている携帯電話も昔と大分変わったものだ。ポケベルとかいっても化石のような扱いを受けるんだろうなぁ。

　発達して、ショートメールみたいなものが送れる携帯を持っていたことがあるが、当然インターネットなんて使えなかった。昔のあの、音符を打ち込んで着信メロディを自分で作れるような機能、あれで結構遊んでいた記憶があるのだが……今の携帯じゃ見かけないな。あれ割と好きだったのにな。

「もしかして、ジークって40歳ぐらいなんじゃねぇ!?」

「やけに大人びてるところあるしねぇ！」

「…………」

　皆は軽い冗談を言って笑っていたのだが、それが真実であるため私は笑えなかった。

　そんなこともあったが私の勉強会は順調に進んだ。主に皆が分からない場所を持ち寄って、それに対して説明をしていく、といった場当たり的な勉強会であったが、結構皆には好評のようだった。

　ほっと胸を撫なで下ろし、嬉うれしさと充足感が胸に染しみた。

　……一人、「毒キノコの講義をやってくれ」と言う変人がいたが、そいつに関しては無視した。ソフィに叱られてしゅんとしていたし、それは勝手にやってくれ。私よりお前の方が詳しいに決まっている。……あいつはここに何しに来たのだろう？

「それにしても本当にジーク君は勉強を教えるのが上手だね！」

　クラスの女子がそう言った。私は照れて笑うしかなかった。

　これも私の『転生』という経験が元になっていると思う。

　それはただ人よりも勉強ができるからという訳ではなく、一度大学受験まで必死に勉強した後、二度目の初等部、中等部の授業を受けているからだと思う。

　大学受験は一般の人が皆そうであるように、私も必死に勉強をした。

　そうすることで勉強に対し見えてくるものはまるで違ってくる。勉強の効率化、勉強の意味、勉強の仕方、勉強のコツ……そういったものを煮詰めて煮詰めて煮詰めて煮詰めて、浪人してまで煮詰めて考え、勉強した後に、私はまた中等部の授業を受け直している。

　そのような経験をした後の二度目の授業は、一度目の人生の授業とは見え方がまるで違った。一度目の人生では理解できなかった先生の授業の意図が見えるようになり、何が要点であったのかが分かるようになった。あるいは一度目の先生の授業より、今回の先生の授業の方が教え方が上手うまいなと思ったり、その逆を感じたりもしている。

　一度繰り返した私から見て、教え方が上手うまいなと感じる時と、もっとあの部分を重視して教えるべきだったのでは、などと、生意気にも先生の授業に対しての評価が生まれてしまっているのである。

　……いや、こんなこと生意気すぎて誰にも言えないけれど。

　中等部の時期にこんなことを誰かにぺらぺらと喋しゃべったら、それだけで黒歴史になりかねない。誰の目から見ても天てん狗ぐになっている中ちゅう坊ぼうである。だからこのことは胸にひっそりとしまっておくが、私は授業というものに対し一いっ家か言げんを持つようになってしまったのである。

「はいはい！　ジーク先生！　私ここが分かりません！」

「はいはい、ちょっと待っててね、リナ君……」

　嬉うれしかったんだと思う。

　友達の役に立っているということが嬉しかったんだと思う。

　それは私の『特別』が役に立っている喜びだったように感じていた。




　勉強会は終わり、すっかり日が暮れた暗い道を一人歩いている時のことであった。今日の勉強会に私は確かな満足感を覚え、友達の役に立てたことへの充足感が胸を満たし、軽い足取りで家へと歩いている時に、その人物はいた。

　仁王立ちで私の帰宅路の真ん中に立っていた。

　口をへの字に結び、大きく足を開き、固く腕を組んで仁王立ちをしていた。その大きな目で私のことを睨にらみ続けているので、私が標的であることは間違いなかった。

　うわぁ、と思った。

　どう見ても不機嫌だった。

　アーニャが私の帰路をとおせんぼしていた。

「……ふん！」

「あの、アーニャ？　アーニャさん……？　どうしてそんなに不機嫌なのでしょうか？」

　つい丁寧語になる。

「別に不機嫌じゃないわっ！　別にジークは何も悪いことしてないものねっ！」

「うわぁ……」

　これ、どうしよう……。

　どうしたらいいのか分からないし、どういう不機嫌さなのかもよく分からない。いや、皆と仲良く勉強会をしたことが原因なのは分かるが、それが彼女の中でどう整理されているのかが分からない。

　……お菓子与えたら機嫌直らないかな？

「……アーニャ。お菓子、食べるかい……？」

「ふん！」

　素早い手つきでお菓子の箱丸ごとひったくられるし、機嫌も直らなかった。

　失敗。

「あの……次からはアーニャも勉強会参加するかい……？」

「別にいいわっ！　あたし、多人数での勉強は好きじゃないのっ！」

「そうでしょうね……」

　まぁ、分かっていたことではある。そしてお手上げでもある。目の前で鼻を鳴らし仁王立ちをしている女の子が、学内では『氷の女神』などという異い名みょうをとっているとは思えない。

　普段はクールなんだよ、この子。私の前では全然違うけれど……。

「……なんかイライラするのよ」

「何に？」

「……分かんない」

　アーニャは仁王立ちのままそう言った。

「あーーー！　もう、いいから！　あたしにも勉強教えなさいよっ！　思いっきり勉強するわよっ！　今からっ！」

「えっ!?　今から!?　もう夜だし、学校開いてないぞ!?」

「あたしの部屋でやればいいじゃない！　今日は夜遅くまで二人きりで勉強会よっ！」

　夜の勉強会……？

　私はどきっとした。

「今日は夜遅くまでジークがもう嫌っていうまで勉強してやるんだからっ！　いや！　もう嫌って言っても勉強してやるわっ！　覚悟しなさいっ！」

「おっ……ちょ、ちょっと待って……」

　戸惑う私の手をアーニャは引っ張り、強引に彼女の巣へと連れていかれた。胸がバクンバクンと強く打ち、体が熱くなっていった。血液が物もの凄すごい速さで私の体中を駆け巡っていた。

　夜の勉強会、アーニャの部屋、二人きり、嫌っていうまで、嫌って言っても……。

　変な単語が私の頭の中をぐるぐるぐるぐると回り、私はされるがままにアーニャに手を引かれ、よろけながら夜の道を歩いて行った。

　……………………

　…………

　……




　結論を言おう。

　……何もなかった。

　……ただの勉強会だった。

　そりゃそうだ。当たり前だ。私たちはまだ13歳だ。

　嫌悪感。自身への嫌悪感が赤い血潮のように私の中を駆け巡っていた。

　嫌っていうほど勉強して疲れ果てて眠ってしまったアーニャを彼女のベッドに運び、きちんと布団をかけ、そのままアーニャのお父さんに家まで送ってもらった。

　そりゃそうだ。

　嫌悪感だ。ただもう自分への嫌悪感と恥ずかしさで穴があったら入りたくなった。あんなにドキドキした自分を殴ってやりたい。いくら体が若返っているとはいえ、13歳の彼女に欲情してしまうなんて……。

　ロリコンか？　ロリコンなのか？　28歳に13歳を足した私が13歳の彼女に胸を熱くして、男としての期待を抱いてしまったと？

　やばいやばいやばい。有り得ない。やばい。やばい。

　人間としての大きな罪、大罪である。万ばん死しにも値するほどの大罪である。

　家に帰ってから私は自分の部屋の机に何度も頭をぶつけてみた。私の奇行に気付いた母に止められるまで私は何度も自戒をし続けた。

　あぁぁぁぁぁぁ………………。

　自戒ぃぃぃ…………自戒ぃぃぃぃぃぃ………………。

「おはよー……って、ジーク、どうしたの!?　その額!?　赤いっ！　そして目の隈くまやばいっ！」

　朝、学校に来たアーニャに開口一番そう驚かれた。私の額はこれでもかというほど赤く腫れ、目の下には隈がしっかりと出来上がっていた。

　眠れなかった。これだけは言っておこう。すっきりすることすら罪のように感じて、私は自戒していたのだ。モヤモヤした夜を過ごしていたのだった。私は自戒していたのだ。

「…………なんでもない」

「ふーん？　まぁ、いいけど。今日も夜、私の部屋で勉強会だからね！　約束よっ！」

「きょ、今日も……？」

　それだけ言って自分の席に戻っていった彼女を見届け、私は机に突っ伏した。口から魂が抜け落ちそうになっていた。

　次のテストでは、私は１００点を取れなかった。
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　中等部２年目の冬のことである。

　窓の外には曇った寒空が広がっているのだが、冷暖房魔法設備が整いきったこの教室は快適な温度が保たれている。私は暖かな教室の中でぼんやりと冬の景色を眺めていたのだが、ふと視線を逸そらすとすぐ傍そばには１枚のプリントを片手に持ち、それをじっと見ながら机に突っ伏す青髪の少女がいた。

「プリントと睨にらめっこしてどうしたんだ？　アーニャ？」

「ジーク」

　アーニャが手に持っているのは進路希望調査票だ。進学、就職、その他諸々、自分で自分の道を決めるのは困難なことなのだが、この学校は進学校のため、ほぼ全員が進学を選択する。自らの道を決めるのはまだ少し先のことだ。

　そんな白紙の調査票を持って、アーニャは何か考え事をしていた。

「アーニャは悩む必要なんかないだろう。この辺りで一番偏差値の高い高等部の名前を第一志望に書けばいい。それで終わりだろう？」

「それはそうなんだけど」

　アーニャはうなだれながら口を尖とがらせた。

「……例えばジーク、あんた自分のずっとずっと先のこととか想像できる？」

「ほぅ？」

「大人になってどんな仕事に就くか、とか」

　なるほど、アーニャは高等部進学の事を考えているのではなく、その白紙の紙を通して更に先の事を考えていたようだ。

「別にやりたいこととかないのよねぇ」

「…………」

「大人になれば自然と自分のやる仕事が分かってくるものなのかしらねぇ？」

　私は先程、自らの道を決めるのはまだ先のこと、と考えたが、アーニャはその白紙を透かして、その先のことを見ようとしていた。

　しかしその答えは容易に見つかるようなものではない。

「それは、大人になっても分かる人の方が少ないぞ？」

「何言ってんのよ、ジーク。大人になっても自分の仕事が決まらなかったらニートになっちゃうじゃないの」

　アーニャはカラカラと笑った。

　でも、そうだ、そうなのだ。自分が何をやりたいか、自分がどんな仕事をするべきなのか、明確に理解している人はそう多くない。高等部の生活を過ごし、大学生活を過ごし、それでも自分のやりたい仕事が見つからず、とりあえず生活のために自分の大学のレベルと専攻に合った就職先を探していく人は多い。とても多い。

　良い、悪いの話ではない。ただ、自分のやりたいことを探すというのはとても難しいことなのだ。やりたいことがあっても結局自分の能力が足りず、別の仕事を探さなくてはいけなくなることも多い。

　社会で立派に働く人もまた、自分は本当は何がしたいのか悩んでいる人が多いのだ。

「まぁ、今のうちによく考えておくことは良いことだな」

「なにお父さんみたいなことを言ってるのよ。おっさんみたいよ、ジーク」

「…………」

　しまった。確かに少年らしくなかった。こういう発言はしないよう意識しているつもりなのだが、ついぽろっと口からこぼれてしまうことがある。

　あと、自分のお父さんを遠回しにおっさん呼ばわりするのはやめてあげた方がいい。

「なにやら難しい話をしているな」

「進路希望の話？　アーニャちゃん、ジーク君？」

　そんな時、コスタスとソフィがこちらに近寄ってきた。もう既に高等部の学校名が記入された進路希望調査票を手に持っていた。

「あぁ、将来どんな仕事をしたいかって話だ」

「あれ？　進学する高等部の話じゃなくて？」

　ソフィはきょとんとする。私達はもう少し先の話をしているのだった。

「ソフィは将来どんな仕事につきたい、とかあるのか？」

「え？　えぇ？　将来？　……そんな急に聞かれても分からないよ？」

　ソフィは頭を抱えていた。とても渋い表情をしている。

「ま、それが普通だよな。コスタスは？」

「…………毒」

「…………」

　犯罪者みたいなことを言いだした。薬品に対する研究などがしたいと言っているのだろう。そう信じたい。

「そういえばソフィとコスタスはお祖父じいさんが同じ会社の役員同士とか言ってたか？」

「うん、そうだね。その縁で昔からの付き合いかな」

「そういうのって、あれか？　家族の後を継いでその会社に入ろうって思うものなのか？」

「んんー？」

　私の質問にソフィとコスタスが顔を見合わせた。

「いや、そんなことはないかな。確かにお父さんはお祖父さんと同じ会社に勤めているけど、別にうちは違うね」

「そういうものか」

　確かに地位の高い親族が会社の中にいたら、その人の扱いが難しくなるのかもしれない。一族経営は難しい問題が多いとも聞く。自分の子供だからといって、自分の会社に入ってほしいと思うことはあまりないのかもしれないな。

「うちは別に魔法道具の研究とか、そんなに興味ないからねぇ」

「魔法道具？」

「うん、うちの祖父の会社、魔法道具の研究開発に力を入れてるの」

　私はソフィとコスタスの祖父たちがどんな企業に勤めているのか今まで聞いていなかった。人の親や家族の勤め先を聞くのはあまり良くないと思っていたから、そういうことは聞かないようにしていた。

「へぇ、魔法道具……か……」

　しかし、ソフィの言葉に私は心の中で小さく動揺した。

　私も前世ではどこにでもあるような普通の魔法道具製作会社に勤めていた。たった数年ではあるけれど、死ぬまで魔法道具の仕事を続けていたのだ。どこにでもあるような仕事をして、どこにでもあるような苦労をしてきたのだが、それでも確かに私は世の中の魔法道具のために頑張ってきたのだ。

　だから、魔法道具の仕事と聞いて少しどきっとした。

　どうしても前世の会社のことを思い出す。

　前世勤めていた会社は今どうなっているだろうか？　あるきっかけで業績は伸び、規模が大きくなってきているということは知っているのだが……。

「アーニャちゃんやジーク君は研究のお仕事向いてるかもしれないね？」

「そう？　なんで？」

「あ、いや、研究のお仕事って頭いい人がするイメージあるなー、って単純に思っただけなんだけどね」

　ソフィが頭を掻かきながらあははと笑っていた。

「ふーん、研究……研究か……」

　だがアーニャは顎に手を当てながら小さく呟つぶやいた。

「興味あるのか？　アーニャ？」

「さぁ？　分からないわ？」

　その気持ちはよく分かる。自分が何に興味があるのか、それを知ることは難しい。学生のうちでは社会の仕事に触れる機会がほとんどない。実際の仕事がどういうものか分からないのだ。

「あ、じゃあうちのお祖父じいさんに会社の見学でも頼んでみようか？」

「ん？」

　そんな時、ソフィがそう言った。

「ほら、最近若者の理科離れとか言うでしょ？　お祖父さんがそれについて悩んでるようで、何か学生が興味をもつイベントでもした方がいいのかな、って言ってたの。だから、研究の仕事を見てみたい友達がいる、って言ったら喜んで仕事の様子見せてくれるんじゃないかな？」

「ほう」

　なるほど、企業側も若者の獲得に必死みたいだ。

「少し興味あるな、私は」

　なんせ前世と同じ魔法道具に関わる仕事だ。私の仕事は研究開発ではなく生産・製造の仕事であったが、友達の家族が働いている場所ということもあって、私は興味をそそられた。

「あ、でも、まだ分からないからね？　お祖父じいさんかお父さんに聞いてみないと」

「あぁ、もちろんだ」

　ソフィの言葉に頷うなずき、私はアーニャの方に振り向く。

「アーニャも来るだろ？」

「んー……」

　アーニャは顎に指を当て、少し唸うなり声をあげた。

「正直めんどい」

「正直過ぎだ」

　善意の押し売りという訳ではないが、一応ソフィは君のためにこの提案をしたのだが。

「でも、ま、こういうのもたまにはいいかしら」

　そう言ってアーニャは肩をすくめた。なんだかんだ言って満更でもないみたいだ。

「で？　見学先はどこなの？」

　アーニャはソフィに問いかけた。

「え？　さっきから言ってる通り、魔法道具の研究開発の仕事だよ？」

「違うわよ。企業名よ」

「あれ？　それってまだ言ってなかったっけ？」

　ソフィがしまったと笑いながら頬をかいた。

「『クレメンス魔法工業』だよ」

「……え？」

　私の口から小さな声が漏れた。

「知らない名前ね」

「あはは、よっぽど有名な企業じゃない限り、うちらの年じゃ会社の名前なんか知らないでしょ？　でも、15年くらい前から急激に成長していて、社会じゃ結構名の通っている会社なんだよ？」

「……18年前、新しい魔法道具がこの会社の研究室で開発されて、それが医療業界で大きな話題を呼んだ。それ以来祖父の会社は名が知られるようになり、大きな成長をし続けているらしい」

「へー」

　アーニャは生返事をしながら頷うなずいた。私は何も言えないでいる。

「ジーク君は祖父の会社知ってた？」

「…………」

「知らないに決まってるよね？」

　あはは、とソフィは苦笑していた。

　知ってるも知らないもない。知らないはずなんてない。

　だってそこは……『クレメンス魔法工業』というのは……。




　───私が生前勤めていた企業の名前だからだ。

　私は何も返答ができなかった。ただ呆ぼう然ぜんとしていた。
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『クレメンス魔法工業』。

　それは数十年前までは至って普通の中小企業であった。発注を受けた魔法道具やその部品を製造したり、または依頼を受け魔法道具の研究開発を行うような企業であった。どこにでもあるような普通の会社であったのだ。

　しかし18年前、大きな成果を出し、その会社は医療業界から注目されることとなる。




　とある一人の天才が『クレメンス魔法工業』に在籍し、ある病気の治療に有効な魔法器具を開発したのだ。病気の名前は『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』といって、それまで外科の手術による治療が試みられていた病気であったが、その天才は魔法器具を開発し、外から刺激を加えることでその病気の治療法を確立することに成功した。

　たった一人の天才によって会社の姿はがらりと変わる。

　それまで製造の方がメインであった会社は、医療系の研究開発に強く注力するようになった。多くの大学と提携して研究に力を入れるようになり、社会から大きな関心を向けられるようになる。

　業績は急激に伸び、従業員もどんどん増えた。新たな病気の治療法を確立したことで医学会からも称賛され、クレメンス魔法工業は大きな社会貢献を成し遂げた。

　全ては私が死んだ後に起こったことだ。それらを調べて知った時は、少し虚しさを覚えた。

　たった数年のことであったが、私は会社を何一つ変えることができなかった。当然である。勤めてから死ぬまでは短い期間であったし、私は普通の人間なのだ。

　だが、天才の一撃が全てを吹き飛ばした。どうすれば業績が上がるのか、どうすればもっと会社を大きくできるのか。上司たちが必死になって唸うなりながらずっとずっと考えてきて、それでも成し遂げられなかったものを、若い天才はたった一つの魔法道具で成し遂げてしまった。

　そしてその天才が治療法を編み出した『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』というのは、前世の私の死因だった。

　社内の人間の死因となった病気を、同僚が打ち倒す。何とも素晴らしい話である。もしかしたら、私という社内の人間が死んだことを知って、その天才が『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』の治療の研究に踏み出したのかもしれない。

　そうだったら嬉うれしい。

　が、同時に虚しい。

　こんなことを思ってはいけないだろうが、病気の治療法が確立されたことで私は私の『特別』を失ったような気持ちになった。前世の私はありふれた平凡な人生を送っていて、その中で唯一私を殺してしまった病気だけが私の特別であった。

　その治療法は編み出され、私の特別は無効になった。

　もちろん、病気の治療法が確立されたのはとても喜ばしいことだ。発症する人が少ない病気ではあるものの、毎年確かにその治療法のおかげで命を救われている人がいるようだ。

　だけど、心の隅にほんの少しだけ虚しさが込み上げてきてしまう。私の唯一の特別はもう消え去ってしまったのだ。

　その魔法道具を開発した人は、前世の私よりも若かったのだという。

　比べることではないのだが……やはり少し痛みを覚えてしまったのだ。




　聞いてみたいと思った。

　私が死んだ後のその会社の話を。会社を大きく成長させ、その病気を治療可能にした天才の話を。

　私は前世で働いていた会社を見学することにした。
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　閑散とした土地が広がっていた。ビルのように高い建物は一切なく、ここは空が大きかった。区画の向こう側には畑が広がっている。冬という季節のため、青い葉は芽吹いておらず、深々とした土の色が少しだけ冬の寂しさを表していた。

　都心から電車で１時間半ほど離れた場所、静かで開けた場所に、その研究所は建っていた。

『クレメンス魔法工業』の研究所。

　今日はソフィとコスタスがセッティングしてくれた会社見学の日だった。

「……といった感じで、専用の実験機器を使いながら研究を行っているんだよ」

　白い研究室の中で実験用の巨大な機械を前にしながら、研究所の職員が私達に最新設備を利用した研究を説明してくれていた。案内してくれているのはソフィのお父さんであった。シーロさんというらしい。

　参加者は私とアーニャ、ソフィとコスタスの四人だけだ。あまり大人数で行くのも会社に迷惑ということで、少人数で見学をさせてもらうことになった。ソフィとコスタスも普段会社の中を見る機会などないようで、珍しそうに辺りをきょろきょろと見ている。

　目の前の大きな機械は、生物の血に含まれる魔力因子を解析するための機械であるようだった。一目でこの機械に莫大な費用が掛けられていることが分かるし、そんな設備を整えられるほど、この会社が収益を上げていることも分かる。




　生物の中には魔力という生体エネルギーが宿っている。

　それは気力や精気と呼ばれるようなものでもあり、誰の体にも宿っている普遍的なエネルギーであった。

　魔力で動く家庭用品は多く、そういったものは魔法道具と呼ばれる。電力で動く物とは違ってコンセントも要らず、自分の身一つで使うことができるため、持ち運びにも便利だった。ただ、使い過ぎると強い疲労感に襲われてしまうので注意が必要である。

　魔力は体の中に流れるエネルギーであるため、このクレメンス魔法工業のように医療分野と深い繋つながりがある。体の中の魔力とその流れを清潔にして病気を治療するといったこともできる。

　……私の前世では、クレメンス魔法工業は医療分野に進出してはいなかったが。

　魔法という分野は他にも、魔力エネルギーを発電や発熱などに変換するエネルギー変換分野や、魔法によって引き起こされる物理現象を利用した魔法物理分野でも大きな活躍をしている。

　魔法関係の分野は機械の発達と共に成長した。それまで魔力エネルギーの活用法にあまり便利なものはなく、ひどく面倒な儀式を行っても小さな火を灯ともすのがやっとであった。

　しかし、機械と魔法は非常に相性が良く、機械を動かすのに体内の魔力が有用であることが分かってから、魔法関係の分野は大きく発展したのである。

　魔法の起源は昔の魔女狩りからだ。魔力の存在が認められていない頃、魔女という存在は異端であったらしいのだが、その魔女狩りを契機に人間誰しも魔力を有していることが明らかになり、世に広まる。

　それ以来、あまり大掛かりなことはできないが、魔法、魔女の存在は認知されるようになったのだという。歴史の授業で誰もが習うことだ。

　現在、魔力は大体機械の補助で使用される。魔法単体では大掛かりな儀式を共にしても大した効果は得られない。

　物語の中で、主人公が体の中に特別な魔力を有しており、呪文一つで巨大な炎を生みだして悪をやっつけるというのがあるが、あれはフィクションなのである。




　私は研究所の中を見渡す。前世で働いていた時の面影はもうない。

　私は研究ではなく生産・製造の仕事をしていたのだが、それでもこの研究所の何もかもが変わってしまったことは分かる。製造ラインや研究所の建っている土地の場所は変わらない。しかし、建物の外観からも分かるように、この研究所は大規模に改築されていた。周囲の土地も買ったのだろう。昔よりも研究所は大きく、綺き麗れいになっていた。

　ふと寂しい気持ちになった。

「パンフレットにも書いてあるんだけど、私達の会社は医療関係の魔法道具研究開発に力を入れているんだ。そのための安全管理はかなり厳しくやっているよ。医療関係の仕事だからね、何回も何回もテストをするんだ」

　自分の父が私達の前で説明をしているということに、ソフィは若干の気恥ずかしさを覚えているようだった。この会社見学の言い出しっぺが彼女なのだから仕方ないと思うが、まぁ確かに、友達の前に自分の父が出て来るというのは少し恥ずかしくなってしまうのだろう。分からなくもない。

「むむむ…………」

　ある所でアーニャは足を止め、何かを見ながらうんうん唸うなっていた。

「何見ているんだ？　アーニャ？」

「……これ」

　彼女は壁に張られたポスターを指さした。そこにはとあるテーマの研究内容とその結果の概要が１枚のポスターにまとめられていた。

「これって、社内の研究の梗こう概がいじゃないか」

　社外の人が来た時の研究紹介みたいなものだろう。少なくとも学生のために作られたものではない。

「見ても分からないだろう？　アーニャ？」

「……分からないから理解してやりたくなるのよ」

　アーニャはこれでもかというほど、眉み間けんに皺しわを寄せポスターと格闘していた。さすがは大の負けず嫌い。私は呆あきれると共に彼女に尊敬の念を抱いた。

　やがて次の場所に移動するよ、というソフィの父の声がかかり、この場を離れることになった。アーニャに先程の研究内容が分かったか聞いてみたら、

「半分くらい」

　という返答が返ってきた。……まさか。

「最初の『研究目的』を読んでから、まず全部すっ飛ばして『結論』を読んだ方が分かりやすいわね。途中の実験計画とか過程の説明とか、全部数行の結論のための内容みたいだもの」

「…………」

　私は驚き呆あきれた。確かに今彼女が言ったのは論文を読む上でのコツというか、簡単な基本なのだが、彼女が簡易にまとめられた研究の論文を読むのはこれが初めてのはずだ。そんな中等部の学生が企業の研究を半分くらい理解した？　嘘うそだろ？

「……アーニャは本当に中等部生なのか？」

「それ以外のなんだっていうのよ？」

「実は中身が中年だったりしないか？」

「ばか？」

　アーニャが嘲あざけるような目で私を見た後、ふふんと笑い、指でピースサインを作った。

「どうよ」

　彼女は自慢げに笑っていた。私は呆れたが、彼女に釣られてつい笑ってしまった。

　ソフィの父親であるシーロさんに連れられて私達は研究所の様々な設備、施設を見学することができた。巨大な顕微鏡を設置してある部屋、魔法道具の稼働実験を行っている大きな部屋、動物実験を行っている動物の飼育所などを見学させてもらった。

　現在この会社は医療系の研究開発に力を入れるようになっている。前世で私が働いていた頃は生産、製造の仕事の方が主であり、私もその仕事に従事していたのだが、今は生産、製造の仕事の全体の割合は減少したようだ。

　私の記憶にあった場所はもうなくなっていた。そして、前世で私が製造していた魔法道具も生産されていなかった。

　私の仕事の痕跡は既になくなっていた。それが少し寂しかった。

「おっ！　ソフィ！　それとコスタス君！」

　ある実験施設を見学していた時、とある老人が急に声を掛けてきた。

「お祖父じい様」

「すまんなぁ、こんなに遅くなってしまって。儂わしも一緒に案内をするつもりだったのじゃが、元部下に手伝いを頼まれてのぅ、こんな時間になってしまった」

　白い髭ひげを生やした老人はにこにこと私達に近寄って来て、嬉うれしそうにソフィに話し掛けていた。つまり、彼が元取締役だというソフィの祖父なのだろう。

「お祖父様、お久しぶりです。お元気でしたか？」

「ふぁっふぁっふぁ！　ソフィが会社の見学に来てくれたのだから元気百倍じゃ！　そうだ、後で、なんて言ったかのぅ、魔法少女のアニメのステッキのおもちゃを買ってあげよう。ソフィは可愛いものがとても好きじゃからのぅ」

「お祖父じい様！　やめてください！　今日は学校の友達も一緒なんです！」

「それは申し訳ない……」

　白い髭ひげを生やした老人は楽しそうに自分の孫と会話しつつも、ソフィに怒られてへこんでいた。ソフィは恥ずかしそうに少し顔を赤くしている。そうか、彼女は魔法少女ものが好きなのか。

「じゃあ君たちがソフィの言っていたアーニャちゃんとジーク君か？」

「……はい、ソフィさんのクラスメイトのジークといいます。ソフィさんにはいつもお世話になっております」

「ふぁっふぁっふぁ！　礼儀正しい子じゃのぅ！　もうちょっと柔らかくてもいいんじゃぞ？」

　目の前の老人はにこやかに話している。

　……変わったな、と私は思う。彼はもっとしかめっ面つらばかりをしている取っ付きにくい男だったはずだが。

「まずは自己紹介を……」

　ソフィの祖父の老人が丁寧なお辞儀をした。

「儂わしはクレメンス魔法工業元取締役ゴヴァン・マクタガートという者じゃ。そこのシーロ・メイフィールドの父で、ソフィ・メイフィールドの祖父じゃ。以後、よろしく頼むのぅ」

　ゴヴァン・マクタガート。

　前世での私の同期だった男だ。
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「それでじゃな？　会社は一転、経営の危機に瀕ひんしたのじゃが、それを救ったのが以前から親交が深かった別企業の手助けでな？　儂らの持っているある技術に注目しておったそうで、共同研究の打診があったのじゃ」

　一通り会社内の見学が終了した後、親睦会ということで私達は会議室に通され、職員の方と雑談をしていた。

「前にその会社の手助けをしたって、さっき話しておられましたね」

「そうじゃ。つまり何事だって持ちつ持たれつなんだってことじゃよ。よく覚えておくことじゃ」

　主に話をしているのはソフィの祖父であるゴヴァンだ。若い子と話せるのが楽しいのか、それとも自分の孫に会社の話ができるのが嬉うれしいのか、ゴヴァンはとにかく色々な話をした。傍そばにいる職員の方達は元取締役の止まらない口に苦笑いをしていたが、過去の研究開発での苦労、仕事でのやりがいのあったこと、楽しかったこと、苦しかったこと、とにかく色々な話をした。

「儂わしが入社当時はこの会社はまだ大きくなくてのぅ、建物はこんなに綺き麗れいじゃなかったのじゃ。部屋も廊下も狭くて、生産の分野が使う工場もボロボロで汚かったのぅ。しまいきれない道具があちこちに積み重なっていたものじゃ」

「今じゃ考えられませんね」

「そうじゃろ？」

　その時代のことは私もよく知っている。……っていうかお前は工場が汚いとか、生産の現場を鼻で笑っていたけど、お前のいた研究所も私達のとこと同じぐらい汚かったんだぞ？　ついでに言うとトイレが汚いというのは、生産の工場も研究室も同じようなものだった。

　私達は綺麗なティーカップに入った高級なコーヒーをいただいていた。正確には、『おそらく高級品である』という推測なのだが。

　今、どんどん業績を伸ばしているこの会社が、客に出すコーヒーが安物の訳がないだろう。裕福な家庭に育ったソフィとコスタスはおいしいものを飲み慣れ、良いものと悪いものの違いが分かるようになっているはずだと思う。そして、アーニャの家庭もそこそこ裕福である。

　しかし、残念なことに私にはコーヒーの違いはあまり分からない。だから、目の前のコーヒーを飲んでも、おそらく高級品だろうという推測しかすることができない。それが少し悔しかったから、私は通ぶってコーヒーに砂糖もミルクも入れず、ブラックのまま飲んでいた。

『元大人』が大人ぶるとか大人げない気はするが……。

「ほぅ！　君はコーヒーをブラックで飲むのかぁ！　大人じゃなぁ」

「…………」

　気を抜いていたら、ソフィの祖父のゴヴァンに目を止められてしまった。

「……そうですか？　そこのコスタスだってブラックでコーヒー飲んでますよ？」

「コスタスは少し変わった子じゃからのぅ。普通、君の年ではコーヒーに砂糖とミルクを入れて飲むものじゃないか？　君ぐらいの年でブラックコーヒーを飲むのは変わり者じゃい」

「…………」

　コスタスは幼おさな馴な染じみのソフィの祖父に変わり者と言われ、渋い顔をしていた。今から砂糖とミルクを入れたくても、もう既に私の砂糖とミルクはアーニャに意気揚々とぶん取られている。さすがは甘いもの好き、人よりも甘ったるいコーヒーを飲み、アーニャはご満悦であった。

「……陽気な方ですね？　ゴヴァンさんは」

「そうかの？」

　ゴヴァンは短く生やした自分の白い髭ひげをさすった。陽気と言われ、満更でもないようだった。

　ゴヴァンは朗らかに笑っていた。

　その姿は過去の彼の姿と一致しない。

　……そうだ。ゴヴァンは若い頃、付き合いにくい性格をしていた。頭が良く、優秀で、しかしそれゆえか能力のない人間を侮蔑する傾向にあった。

　前世での私とゴヴァンは、同じ年にこの会社に就職した同期の人間であった。私は製造の、彼は研究開発の部署にいたため、私と彼はあまり接点がなかった。それでも私は彼に良い印象を持っていなかったし、彼もまた私を含めたほぼ全員の同期を見下していた感じがあった。

　それが今やどうだ。あの気難しい性格は影を潜ひそめ、ゴヴァンは好こう々こう爺やと化している。もちろん、時間の経過がそうさせたのだということは分かるが、それでも私は驚きを感じずにはいられなかった。

　私が死んだ後、この男は変わったのだ。変化したのだ。

　変化の話が聞きたかった。私が死んでからこの会社がどう変化していったのか、何があったのか、そういう話が聞きたかった。

　この会社には一人の天才が所属していた。

　その人は病気の治療に有効な魔法道具の開発に成功した。それによりこの会社は医学会から高く評価され、社会から大きく注目されるようになった。

　この会社を一撃で変えてしまった天才の話を聞きたかった。

「私はこの会社が大きくなっていった経緯の話が聞きたいです」

「……そういえば、君はそういう要望を出していたようだな。医学会から注目を受けるきっかけになった社員の話が聞きたいんじゃったな」

「はい」

　私は事前に要望を出していた。

　この会社が『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』という病気に対し有効な治療法を発見し、それで医学会から称賛されたこと、それをきっかけにして会社の業績が右肩上がりになったことなどは調べれば誰でもわかる。だから、私はこの会社を変えるきっかけになった天才の話が聞きたいのだと、ソフィを通じて前もって要望を出していたのだ。

　しかし、ゴヴァンはなぜか難しそうな顔をしていた。

「どうして、そんな話を聞きたいのじゃ？」

「え？」

　ゴヴァンが少し妙な問いかけをしてきた。

「君はどうして天才の話なんか聞きたいのかね？」

「……会社が成功するきっかけになる話を聞きたいというのは、普通の興味だと思いますが？」

「……まぁ、確かにのぅ」

　そう言いながらゴヴァンは自分の髭ひげを弄いじりながら、少し口を曲げた。

　なぜか妙に話しにくそうな雰囲気を発していた。それまでは聞かれずとも話をし出すような話し好きな口が、どうしてかここに来て少し重さを持ち始めていた。なぜ、この会社が大きくなった経緯という成功譚たんで口がつっかえるのか。

　私はもう少し理由を付けてみる。

「それに、ここにいる私の友達のアーニャも天才と呼ばれるような人ですので。そういった天才の方の話を聞いてみたいのです」

「ん？　なんか言った？　ジーク？」

「……会話に参加しなくてもいいから、話ぐらいは聞いていような、アーニャ」

　アーニャはハンカチで鶴を折って遊んでいた。こんな場所で何をしているのか。

「……そうか」

　ゴヴァンはそんな飄ひょう々ひょうとしているアーニャを見て、なぜか小さく頷うなずいた。

「そうか、分かった。話をしよう。会社が変わるきっかけになった天才の話じゃな……」

「…………」

　なぜか渋々といったような様子で、彼はゆっくりと話し始めた。それまでの軽快な喋しゃべり方が嘘うそのように、ゆっくりとした口調だった。

「……その子は儂わしの息子じゃった」

「え？」

「儂の息子は本物の天才じゃった。新たな魔法道具を開発して、新しい流れを作り出し、この会社を大きくした。それは、本当に、たった一人の天才の力じゃった。たった一人の天才が儂らの全てを変えたのじゃ」

「…………」

　ゴヴァンは目を落とし、目の前のコーヒーを静かに啜すすった。

　知らなかった。息子……その天才というのはゴヴァンの息子だったのか。

「当時はな、『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』という死亡率の高い病気があったのじゃ。その病気の治療法を開発したのが儂らの会社、いや、儂の息子の成果であった。だからこの『クレメンス魔法工業』は大きく発展することができた。医学会から称賛され、色々な支援を受けたからのぅ。ありがたい話を色々と貰もらったのじゃ……」

「…………」

「実は昔な、この会社にも『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』という病気で亡くなった社員が一人おったのじゃ。……儂わしの同期じゃった。短い間じゃったがな」

「そうだったんですか？」

　ソフィが驚きの声を上げた。

「そうじゃよ。まぁ、そいつとはあまり親交があった訳ではないんじゃがな。でも同い年なのに病気で死んでいったそいつのことは忘れられそうにないんじゃよ……」

「…………」

　その同期というのは私のことである。

「それで縁ができたのかもしれないのぅ。後に生まれた息子は、ある時ふとその『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』の病気の研究に着手した」

　今までとても明るく楽しく話していた爺じいさんが神妙な面持ちに変化する。声も低く、静かな口調になる。

「ともかく息子は天才じゃった。僅わずか25歳で研究に大きな成果をもたらしたのじゃ。それだけで天才だと十分に分かる……」

　25歳で病気の新たな治療法を発見した天才。俄にわかには信じられないことである。

「あの子は本当の天才じゃった。小さい頃から普通の子とは変わっていて、求めているものが違っていた。求めている知識が普通じゃなかった。抱く興味からして、凡人のそれとはまるで異なっていた」

「…………」

「儂は幼いあの子をまだ小さかった会社の研究室に連れてきた。生まれついての才能を持つあの子はいつかきっと儂らの研究に……ひいては世の中のためになると思った」

「その人は凄すごい人なんですね」

「そうじゃ。そして予想通りあの子は次々と成果を上げていった。大人でも気が付かないことに気が付いた。誰にもできない発想で理論を進めていった。若くして結果を残し続けた」

「…………」

「そして、あの子は病気の治療法を編み出した。医学会から高く評価され、社内から称賛され、たくさんの人から感謝された」

　私の胸の中が疼うずいた。

　その人は特別な人間だった。私が憧れている『特別』な人間だった。飛び抜けた才能を持ち、普通ではできない事を為なし、結果を残し、人を救い、人から称賛され、世の中に足跡を刻んだ。

　前世の私にはなかったものを持っていた。私の理想の姿だった。私もその人のように特別になりたかった。

　みっともなく、私はその天才の子に妬ねたみを覚えてしまった。

「……しかし、彼のことを理解できる者は誰もおらんかった」

「……え？」

　ゴヴァンは暗い声で言葉を続けた。

「皆、あの子の言っていることが分からなかった。会社で働く大の大人があの子の議論についていけなかった。学術的な議論だけじゃない。あの子のやること、言うことは理解しにくいものが多かった」

「…………」

「ある日、あの子の部屋で荒々しい音がした。何事かと覗のぞいてみると、あの子は自分の賞状やトロフィーを自分の手で壊しとった。狂ったように賞状を破いて、トロフィーを床に叩たたきつけ壊しとった。何をしているのか、と叱ると、僕はこんなものが欲しかったんじゃない、こんなものは何も僕に教えてくれないと、目をぎらつかせながら泣いておった」

　私達は息を呑のんだ。その天才の子は自分の得た栄誉の形を自分で壊していた。

「偉人たちの本をびりびりに破いていた。教えてくれない。この人達は僕に道を示してくれない、と怒っておった。誰もが羨む天才は怒っておった」

　ゴヴァンは語り続ける。

「怒っておった。何かに怒っておった」

「──────」

「でも、何に怒っているのかすら分からなかった……」

　理解できなかった、と小さな声で呟つぶやいて、力なく首を振った。

「……そして死んだ」

「え？」

「あの子はもう亡くなった。あの子が新しい病気の治療法を見つけた翌年、すぐ翌年のことじゃった」

　私は息が止まるかのような気持ちになった。ソフィの父親であるシーロさんが沈鬱な表情を見せた。

「雪が降る日の屋外階段でな、大きな荷物を持つ人とぶつかってしまってな……そのままバランスを崩して階段から落ちてしもうた。打ち所が悪くてな、助からんかった……」

「…………」

　ゴヴァンの言葉の一つ一つが重く痛かった。

「まさか……殺人ですか？」

　それだけの成果を残していた人だから、妬ねたむ人間もいただろう。

「……ワハハハハッ！　違う違う！　あれはただの事故じゃ！　そう判断されておる！　お主は推理小説の読み過ぎじゃなっ！」

「…………」

　私の疑念を吹き飛ばすようにゴヴァンが豪快に笑った。

「……雪も積もっていたことじゃしな、足を滑らしてしまったのじゃろう」

「…………」

「まるで役目を終えて天に帰るように、すっと、いなくなってしまったのじゃ……」

　天才薄命。そんな言葉が頭を過よぎった。

「儂わしは……」

　彼は仰ぐように顔を上げた。

「儂はあの子のことを理解できんかった。分かってやれんかった」

　まるで涙がこぼれないようにしているようだった。私はこんなに弱った彼の姿を見るのは初めてだった。彼はいつも不ふ遜そんで、自信に溢あふれていて、弱い者の気持ちが分からない人であったけれど……私が死んだ後に痛みの棘とげを呑のみ込んでいたようだった。

「すまんのぅ……」

　ゴヴァンは言う。

「真実は分からないんじゃ」

「…………」

「あの頃の話は自分の中でまだ決着がつけられなくてのぅ……この年になっても結論は出ないままなんじゃ……。教訓も、理解もないんじゃ……」

　私達は何も言えなかった。

「あれはただの事故じゃったけど、もしかしたら、儂が親として何か間違えていなかったら……儂があの子に厳しくなかったら、あの子が本当に求めているものを与えてやれたのなら……あの子は死ななくて済んだのではないか」

「…………」

「そういう気持ちがどこか、儂の中で今も燻くすぶっておるのじゃ……」

　時計の音が聞こえる。空気が静かだった。冷たい雰囲気が場に満ちていた。

「つまらん話じゃ。あまり、人に語るような、面白い話じゃないんじゃ……すまんのぅ、結論は未いまだ出ていないんじゃ……」

　ゴヴァンは手で目を覆っていた。

「すまんのぅ……」

　小さな声は私達の心の中にどこまでもどこまでも響いていった。




　その後少し休憩をはさみ、それからは楽しい話をするよう努めた。ゴヴァンもソフィも周りの職員も、そして私も空気を変えようと愉快で楽しい話をした。

　悪いことをしたと思った。私の質問は彼の心の傷を引っ搔かいた。彼がその天才の息子の話を渋っていた理由がよく分かってしまった。

　トイレに行きたくなったので、ソフィの父であるシーロさんが私達をトイレに案内してくれた。

　その時にこんな話をした。

「話の流れから当然分かるだろうけど、さっきの話の天才というのは、私の弟なんだ……」

　シーロさんが喋しゃべる。

「賢く、いつも私より良い成績を取っていて、私は弟の才能を妬ねたんでいた……いや、私だけではない、優秀な父でさえ、弟に嫉妬していた」

「…………」

　まるで罪を告白するかのように、シーロさんはゆっくりとした口調で言葉を紡いでいた。

「……苛いじめられていたみたいなんだ」

「え？」

「弟がさ、学校の友達と反りが合わなかったみたいでさ、誰も理解者がいなかったんだろうなぁ……学校でよく苛められていたみたいなんだ」

「…………」

「どうも弟にも協調性が欠けていたようでさ、人の神経を逆さか撫なでしてしまうことがあったらしいんだ。私は叱ったんだよ。何で上手うまくできないんだ。何で普通に会話できないんだ。何で人と普通に上手に付き合えないんだ、ってさ……弟は黙って俯うつむいて、何も言わなかったよ……」

　シーロさんは小さなため息を一つついた。

「……できなかったんだろうなぁ。今思えば、あの子は、普通じゃなかったから。頑張っても、どうしても普通の事ができなかったんだろうなぁ」

「…………」

「私は得意気に、弟を怒鳴りつけてしまったよ……」

　彼は俯いたまま、誰とも顔を合わせず喋っていた。ソフィが心配そうな顔で父親のことを見つめていた。この家族にとって、その天才の子は痛みの象徴なのだろう。未いまだ癒えぬ傷なのだろう。その横顔からははっきりと痛みを感じ取れるのだった。

　……私は天才になりたかった。その天才の子のように特別な能力を持ち、何かを成し遂げたかった。

『特別』になりたかった。

　でも、その『特別』な天才の子は幸せだったのだろうか？

　その家族であった人達の悲しそうな顔を見て、私はなんだかよく分からなくなった。




　その後も空気を大きく変え、愉快な話をたくさんした。研究開発での楽しいこと、嬉うれしいこと、苦労したこと、変なトラブルがあったこと。そのどれもが社会の大変さであり、目の前の社会人たちはそれを乗り越えて、これらのことを笑い話に変えていた。

　尊敬すべき大人達であった。

　会社の見学会は終了した。

　私はゴヴァンに謝った。辛つらい話をさせてしまい申し訳ありませんでした、と。彼はけろりと笑って、別にいいんじゃよ、と言った。きっと恐らく、私がアーニャのことを指し、彼女も天才と呼ばれる人間なんですと言ったから、彼は自分の苦しい話を語ってくれたのだろう。アーニャにとって、自分の息子の話が何かの足しになってくれれば、と考えてくれたのだろう。

　前世での私は彼のことが嫌いだったのに、今日一日だけで嫌いじゃなくなってしまった。尊敬すべき人生の先輩であった。

　ゴヴァンもシーロさんも元気に私達を見送ってくれた。小さな子達に向ける優しい表情で見送ってくれた。




　帰りの電車の中で考える。

　ゴヴァンが言っていた、天才である彼の息子。若くして結果を残し、若くしてこの世を去った正真正銘の天才の事を考えていた。

　もし今も生きていたのなら、私はその天才の人と話してみたかった。私は何も残せなかったことが悲しくて、そして死んだ。しかし、その天才の子は世界に大きなものを残し、功績を上げた。

　それでも彼は何かに怒り、何かに泣いていたらしい。彼の中で何かが満たされていなかった。そして誰にもその真意を気付かれないまま、死んでいった。

　君は幸せだったのだろうか？

　もし生きていたのなら、私はその天才の子と話をしてみたかった……。










第３話　成長してゆく彼女ら彼ら







　そして月日が経たち、私たちは高等部へと進学した。

　桜の花びらが舞い、季節が私達の入学を歓迎する。

　私とアーニャ、ソフィとコスタスは同じ有名な進学校に入ることができた。それも、ソフィ以外は特待生として進学できたのである。学費は無料。大きな親孝行であった。どうしても前世で得ていた給料と比べてしまう。

　私は『転生』という恩恵があったため、『特待生』という権利を得たことはある種当然のことであるが、自力でその地位を勝ち取ったアーニャとコスタスは本当に凄すごいと思う。

「はぁ～～～っ！　受かって良かったぁ～～～！」

「……よく頑張ったな、ソフィ」

「ありがとぅ～～コスタス君～～……」

　ソフィは校門をくぐりながら安あん堵どのため息をついていた。彼女は母親が教育熱心であるため、志望校のレベルを落とすことができなかったのだ。残念ながらソフィは特待生を逃してしまったようだが、合格しただけでも凄い事である。遠い縁ではあるが、彼らは私の前世と関わりがある。まだこの二人との縁も続きそうであった。

「これからが勝負よ！　早くあんたに追いついて、テストで勝ってみせるわ！　覚悟しなさい！」

　散る桜の花びらを頭に乗せながら、アーニャは威勢よく私にそう宣言した。高等部の学生になって心機一転、しかし私にとっては小さい頃と何も変わらない宣言を聞き、どうしても笑いがこぼれてしまう。

　そんな私の様子を見て、アーニャは機嫌を損ねたのかぷくっと頬を膨らませた。

「……余裕ぶっていられるのも今のうちよっ！」

　そう言っていた。桜がちらちらと舞い、周囲の皆が新品の制服を身に着け、期待を胸に、少しの緊張と共に校門をくぐり抜けていく。また一歩成長したことを噛かみ締め、春の麗うららかな陽光を浴びながら、新しい生活を前に胸を弾ませていた。

　そんな時、不意に声を掛けられた。

「おっ……!?　あれっ!?　お前、もしかしてジークか……!?」

　私は振り返り、その声の主を見た。中等部の時の同級生ではない。私の名前を言い当てているのだから人違いでもない。私と同じ新入生だと思われるその男は、驚きながらも嬉うれしそうな笑みを浮かべ、私のことを見ていた。

　そうだ……。この顔は覚えている。成長して大分変わったが、確かに面影がある。

「もしかして、パリスか……？」

「おー！　覚えていてくれたかっ！　嬉うれしいぜっ！　ジークっ！」

　私に声を掛けたその男は意気揚々と近づいてきて、私の首に腕を回し、私と肩を組んだ。

「パリスか……。大きくなったな。見違えたぞ？」

「なんだおめぇ、久々に会った親戚のおっちゃんか？　おめぇは相変わらず爺じいさんくさいな！　何よりだ！」

「ほっとけ」

　昔と変わらずいつも楽しそうなパリスはわははと笑っていた。私は肩をすくめるしかなかった。

「ジーク君の知り合いの方ですか？」

「…………」

　いきなり現れて私と肩を組む男に、ソフィとコスタスは少しびっくりしながら首を傾かしげていた。

「紹介する。私とアーニャが子供の頃に同じ学習塾だったパリスだ」

「ちーっす！　パリスっていうんだ、趣味はサッカー！　好きな女の子のタイプは色気のあるお姉さん！　よろしくなぁ!?」

　パリスはピースサインをしながら余計な自己紹介をしていた。ソフィの口が若干ひきつっている。

　人懐っこい男、パリス。私が学習塾に通い始めた最初の日に友達になった男だった。

「俺はコスタスだ。よろしく」

「おぅ！　よろしくっ！　俺こんなんだから、最初は引かれちまうと思ってたんだけど、あんた中々器が大きいな！　ぜひともよろしくっ！」

「おぅ」

　コスタスは必要最小限の言葉でパリスと挨拶した。

「う、うちはソフィっていいます……。中等部では３年間学級委員をやっていました。よろしくお願いします、パリス君」

「おっ!?　優等生っ!?　いいね！　よろしくっ！」

　ソフィとも挨拶をし、パリスはアーニャの方に近づいた。パリスは私と同じ学習塾にいたのだから、当然アーニャとも面識がある。懐かしい友人に出会ったかのようにパリスはへらっと笑った。

「アーニャも久しぶりだなぁ！　元気してたか？　そのしかめっ面、独特だからすぐにアーニャって分かったぜ？」

「…………」

「相変わらずジークにちょっかい掛けてんのか？　ほんと変わらねえなぁ、お前たち。なんか安心しちまったぜ、俺」

「…………」

　アーニャは茫ぼう然ぜんとしながら口を閉ざしている。どうしたのだろう？

「……ねぇ」

「ん？」

　アーニャが蚊かの鳴くような声で喋しゃべった。

「……あんた誰？」

　パリスの笑顔が固まった。私の表情も固まる。

「……ほら、聞いてたろ？　俺はパリスだよ……？　同じ学習塾のパリスだぞー？　５年間も同じ塾で一緒にいたパリスさんだぞー……？」

「あんたなんか知らないわ」

「…………」

　……マジか？　アーニャ？

「ほ……ほら、アーニャ、覚えてないのか……？　パリスだって、ほら、私達と同じ学習塾にいた陽気なパリスだぞ……？」

「こんなのいたっけ？」

　アーニャがつまらなそうに非情な一言を発した。

「マ、マジかよ……」

　パリスはショックを受けて地面に膝をついた。ノックダウンである。アーニャの精神的攻撃はパリスに深く突き刺さり、彼の心を砕いた。

「そ……そういえばそんな奴やつだったよ、アーニャ、お前は……変わらないな……」

「こんな変なのいたっけ？」

「おい、やめてやれ、やめてやれ、アーニャ」

　さっきからひど過ぎである。パリスは膝をついたまま、いじけて指で地面に８の字を書いていた。久しぶりの再会はアーニャにとって初対面であった。学習塾の頃に５年以上も同じ塾にいたのだから、アーニャとパリスも幼おさな馴な染じみの関係になるはずなのになぁ……。

「なんか……すまんな……」

　私はいじけて小さくなるパリスの肩に手を置いた。

「……中等部も一緒にいたのならしつけとけって。ジーク……」

「全面的にすまん」

　でもこの子、私の言うこと聞かないんだ。しつけなんて学習塾時代に早々に諦めている。

　春は麗うららか、私達の入学初日は苦笑いで始まったのであった。




　そうして私達の高等部生活は始まった。やはり高等部の授業は難しい。勉強の内容が高度になっていく。私にも今までのような余裕はなくなっていく。

「ジーク！　ジーク！　今日の小テスト、勝負だからね！　逃げるじゃないわよっ！」

「……授業の小テストをどう逃げろと言うのだ」

　そんな中でもアーニャは初等部、中等部の頃と同じように私に何度も突っかかってきた。高等部の学生になったというのにこの子は出会った時から全くぶれず、変わらない。相変わらずきらきらとした目はそのままだ。

「高等部生になって一味変わったあたしに驚きなさいっ！」

「……いや、君全く変わってないぞ？」

「そんなことないわっ！」

「じゃあどこが変わったか言ってくれ」

「………………勝負よっ！　ジークっ！」

　彼女のその無邪気さに苦笑いを向けた。

　そんな彼女もまた、３ヶ月ほどすると『氷の女王』という異い名みょうを得てしまうのだから、ほんと、人というのは同じようなことを考えるものだ。アーニャのことをよく知るソフィや中等部からの同級生たちは苦笑するしかなかった。

　そして入学から９ヶ月経たち、事件は起こった。

　周りからはまるで事件と思われていない事件。それでも私とアーニャの間では大きな大きな事件であった。

　特に私にとっては、ここが転換点、私にとっての分かれ目だったのだと思う。

「…………あれ？」

　アーニャは目を丸くして、昇降口前に大きく張り出された３学期の中間試験の順位表に目をやる。彼女は目を何度もぱちくりぱちくりさせて、テストで好成績を出した人の順位表をじっと見ていた。一度自分の目をこすってからもう一度見直していた。

『１位ジーク　　７９０点

　１位アーニャ　７９０点』

　順位表にはそう書き出されてあった。

　ぱあぁっと彼女の頬に赤みが差し、目がキラキラと輝いた。

「ジークッ！」

　一目散に私のもとに駆け寄り、満面の笑みをもって私のことを見上げてきた。まるで喜びが湯気となって彼女の体から湧き出ているように見えた。

「ジークッ！」

　間近でもう一度呼ばれた。意味はないがただただ嬉うれしかったのだと思う。

「やっとあんたに追いついたわっ！　初めてっ！　初めてよっ！　初めてなのよっ！　初めて並んだのよっ！」

　嬉うれしそうに、何度も『初めて』を繰り返していた。初等部の頃はよく共に１００点で点数が並んだことがあった。でも彼女はそれには満足しなかった。彼女にとって両者１００点は計測不能の証、つまり検査機器の不調であったのだ。それについてはただの引き分け。しかも彼女にとってはあまり嬉しくない引き分けであった。

　だから両者満点以外の同点引き分けは初めてのことで、彼女はそれをただひたすらに喜んだ。

「並んだっ！　並んだわっ！　後は追い抜かすだけよ！　勝つだけよ！　並んだの！　あたし、ジークに並んだのよっ！」

　嬉しそうに、本当に嬉しそうにしていた。見ているこっちまでもが嬉しくなってしまうほど、彼女の目はきらきらきらきらと宝石のように輝いていた。

「覚悟しなさいっ！」

　そう言って笑っていた。未来が宝石でできているかのような、そんな希望を胸に抱えながら笑っていた。




　……でもね、アーニャ。もう９年だ。９年なんだ。

　私たちが競い合ってから９年近く経たっているんだ……。

　綻ほころびは出始めているんだよ、アーニャ……。




　綻びが大きくなり始めるのに、そんなに時間は必要なかった。

「勝った！　……勝った！　勝った！　勝った！　勝った！」

『１位アーニャ　７９５点

　２位ジーク　　７９１点』

　２年目の２学期の中間試験、私は初めてアーニャに負けた。テストの点数の勝負において、今回の人生で初めての敗北だった。

　初めアーニャがその順位表を見た時、彼女はぽかんとしていた。信じられないものを見た……というより、何が起こっているのか分からず、頭の中が真っ白になっていた。ただただ、ぼぉっと顔を上げ、口を開け、目を丸くしながら頭の中が宇宙になっていた。

　５分ほど経ってからだろうか。やっと意識が戻ってきて、視界からの情報を理解して、喜びを爆発させた。

「やった！　やった！　やった！　やった……！」

　ぴょんぴょんと飛び跳ねながら顔を真っ赤にし、『氷の女王』という異い名みょうが全く似つかわしくないほど全身で喜びをあらわにしていた。

「やった！　やった！　やった！　やった！　やった！　やった！　やった…………！」
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　そしてまた私のもとに一目散に駆けてきて、敵であるはずの私の両手を取り、ぶんぶんと手を振った。顔をほころばせ、熱のこもった視線を私に投げかけてきた。

　私は困ったように笑うほかなかった。

　そのほかに道などなかった。

「やったーーーーー！」

　そう言ってアーニャは校門の外へと猛烈に走り去っていった。

「あ！　ちょっと待て！　アーニャ！　戻れ！　戻れ！　まだ授業が残ってる！」

　そのまま授業を忘れ、衝動からアーニャは学校の外に走り去ってしまった。我を忘れて走り去ってしまった。私が止める間もなく、10年越しの喜びという熱に浮かれ竜巻の如く走り去ってしまったのだ。

　……彼女は次の日、先生からたっぷりとお叱りを受けていた。

　その姿はとても滑こっ稽けいではあった。

　滑稽ではあったが、その日以来、私は私の中の綻ほころびが明確に浮き彫りになったことを実感していた。敗北によるショックではない。初めて負けたことが悔しい訳でもイライラしている訳でも愕がく然ぜんとしている訳でもなかった。

　ただ、ある覚悟が私の中に芽生え始めていた。来るべき時が近づいている。そう感じ、覚悟を決めなければいけないと感じ始めていた。

　綻ほころびはもう始まっている。

　その綻びはきっと中等部の頃から……いや、きっともっと前から……。

　私と彼女の別離の時はそう遠くないのだと感じていた。




　＊　＊　＊　＊　＊




「ケーキよっ！」

「……ん？」

「ケーキよっ！　ケーキ！　ケーキに決まってるでしょっ!?」

　とある昼下がりの教室、アーニャが訳の分からないことを言い始めた。

「忘れたとは言わせないわっ！」

「…………」

　彼女は腰に手を当て胸を張りながら私を指さした。……いや、すまない、なんのことだかさっぱりだ。忘れたって言いたいな。言ったら怒るんだろうなぁ。

「初めて負けた時言ったじゃないっ！　いつかあんたに勝ってケーキを貰もらうって！」

「…………」

「あたしが勝ったらあんたからケーキをいただくって！」

「……あ」

　記憶の底からケーキの思い出を掘り起こす。

「あれかっ！　学習塾の賞品のケーキかっ！」

「忘れてたのねっ！　あんたっ！」

　アーニャがプンプンと怒っていた。

　そうだった。子供の頃、私が行っていた学習塾ではテストの点数が良いと、それに応じてお菓子が貰えるご褒美があったのだ。私が受けた初めてのテストでは、万年１位だったアーニャを下し、私が１位の賞品である高価なケーキを受け取ったのだった。

　その時、アーニャは泣きながら学習塾を飛び出していった。その後でアーニャから、いずれ私に勝ってケーキは奪い取る、という宣戦布告を受けたのだが……もちろんそんな昔のケーキなんか残している訳がない。

「そんな昔の事よく覚えているな……。10年くらい前の事だろう？」

「９年８ヶ月よっ！」

「…………」

　凄すごい執念だ。彼女は鼻をフンと鳴らした。

「さぁ！　ケーキよ！　ケーキ！　……ケーキ！　ケーキを差し出しなさいっ……！」

「ちょ、ちょっと待て、アーニャ！　落ち着けっ！」

「ケーキ！　ケーキ！　ケーキ！　ケーキっ……！」

　アーニャが私の胸ぐらをつかみ、ぶんぶんと前後に揺さぶる。私を揺らせば服の中からケーキがぽろりと落ちてくるとでも思っているのだろうか？　カツアゲでもされている気分だ。大体そんな昔のケーキなど残っているはずがない。そんなこと当たり前なのだが……。

「あ、あぁ……。安心しろ、アーニャ。あの時のケーキは大切にとってある。家に帰ったら渡そう……」

「絶対腐ってるわよっ!?　それっ!?　捨てなさいよっ……!?」

「…………」

　良かった……。冗談が通じた。本気にされたらどうしようかと思った……。

「……ケーキ奢おごれってことか」

「なんだと思ったのよ」

「いや……なんか昔、あのケーキはいつかあたしがいただくから、大切にとっておきなさい……みたいなこと、君言っていたような気がして……」

「ケーキとっておいたら腐っちゃうじゃないの。バカじゃないの？　あたしがそんなこと言う訳ないでしょ？」

「あれぇ……？」

　私の記憶違いだろうか？　でも確かに常識的に考えて、ケーキを長期間保存しておけなんて言うはずがない。

　どうだったか……。なんせ９年以上も前の事だ。記憶があやふやだ。もしあの時の会話が保存されているのなら聞き直してみたいところだ。

「言っておくけどケーキ１個じゃ全然物足りないわ。そうねぇ、７個か８個、たんまりと食べたいわねっ！」

「食べ過ぎじゃないかっ？」

「当然！　勝者は全てを傲ごう慢まんに食い尽くすものよ！　加減なんてするものじゃないわっ！」

「絶対太るぞっ!?」

　一日くらいいいのよ、と糖分を恐れずアーニャはふんと鼻を鳴らした。ケーキ８個ともなるとその値段もバカにはならないのだが、まぁ私はアーニャの望みを断るつもりはない。10年くらい前の約束なのだ。無む下げにできるはずがない。財布が少々軽くなるぐらいの事は我慢しよう。

　……でもケーキ８個なんて食べきれるのか？

「ケーキ８個ぐらいなら普通よ」

「いや、普通ではないぞ？」

「普通よ。ケーキバイキングならね」

　ん？　ケーキバイキング……？

「ほら、２年７ヶ月前に、通ってた学習塾の近くにケーキバイキングできたでしょ？」

「いや、知らないが、そうなのか？」

「そうよ。あんたに勝ったら、ぜひ行ってみたいとずっと思っていたところなんだからっ！」

　アーニャは長年の念願が叶かなうことに、口角を高く上げニシシと笑った。楽しそうな子供の笑顔だった。その笑顔を見ると毒気が抜けてしまう。

「分かった、行こうか。今度の週末な」

「首洗って待ってなさいっ！」

「……私はもう負けた後なんだが」

　言うなら洗った首をたたっ斬きられた後なのだ。

「おぉ!?　なんだっ!?　お二人さん、デートかぁい？　ヒューっ！　若いねぇっ！」

　そんな時、パリスが野次馬のように口笛を吹きながら私達に近づいて来た。なんとも面倒くさい男である。

「……パリス、アホなこと抜かすな」

「照れんな照れんなって！」

　パリスはニタついた顔で私達を見てくる。なんとも困った男である。

「変な言い訳なんかせず、存分にイチャついてくればいいじゃねーか！」

「頭の中ピンク色か、お前は」

「学生なんてみぃんなこんなもんさ。あ、でも不純異性交遊はダメだぜ？　そういうことは節度を守ってだな！　なぁ、アーニャ!?」

「…………」

「……アーニャ？」

「……あんた誰よ」

「それは酷ひどいんじゃねえかなっ!?　アーニャっ!?」

　アーニャはパリスを冷ややかな目で見ており、再会の時と同じことを口にしていた。

「アーニャ、こいつはパリスだ。ほら、私達のクラスメイトの……」

「……冗談よ」

「本当に冗談なんだよなぁっ?!　アーニャっ?!」

　アーニャは嘆くパリスから目を逸そらした。まぁ、心配しなくてもさすがに冗談だろ……。冗談……だよな？

　アーニャはパリスから目を逸らしたままだった。




　＊　＊　＊　＊　＊




「わぁ～～～っ！　わぁ～～～っ！　わあぁ～～～っ…………！」

　アーニャがまるで宝石を見るかのように目をキラキラと輝かせ、抑えきれない喜びを声に変えて口から漏らしていた。

「見て見てっ！　ジークっ！　こんなにっ……！　こんなにたくさんっ……！」

「はいはい、分かってる。分かってるから落ち着け、アーニャ……！」

「おおおぉっ……!?　こんなのまであるんだっ!?　へぇ～～～っ！」

　子供のようにはしゃぐ大きなアーニャを見て、周りがくすくすと笑う。私は少し恥ずかしい気持ちになる。

　秋が深まるある日、約束通り、私とアーニャはケーキバイキングに来ていた。花などが飾られた女性好みの綺き麗れいな内装で、ガラスのショーケースには色とりどりのケーキが並べられていた。

　10年近く前の約束により、私はテストでアーニャに負けたため、彼女をケーキバイキングに連れてきていた。

「これとこれとこれと……！」

「いやアーニャ、さすがに取りすぎじゃないか？」

　ケーキバイキングだからだろう、たくさんの種類を楽しめるようにするため、１個１個のケーキは小さめに作られていた。私は２種類のケーキを皿に取り、席に戻ろうとしたのだが、横にいたアーニャはこれでもか、これでもか、これでもかというほど、皿の上にケーキを山盛りにしていた。

　彼女は獲物を狩る貪欲なハンターの目をしていた。

「ケーキは別べつ腹ばらっ！」

「……いや、腹空すかせて来たのだから別腹も何もないだろう」

　ケーキバイキングは彼女の言語能力を乱していた。

「ずっと前からここに来てみたかったのよねぇ～～～」

　ケーキを頬張りながらアーニャは幸せそうな笑みを見せている。さすがは困ったときには甘い餌付けが有効な女子である。

　このケーキ屋は私達が昔通っていた学習塾の近くにある。その学習塾ではご褒美として、成績上位者に近くのケーキ屋のケーキが贈られていたのだが、このケーキバイキングはそのケーキ屋が事業を拡大させ、新しく出店した店なのだ。だから10年近く前にアーニャが言っていた、私のケーキを取り返す、というのはある意味しっかり叶かなっていた。

　私の口の中にも懐かしい味が広がる。美味おいしい。

　この店は食べ放題の時間が決まっているようで、90分の制限があるが、ケーキを食べ続ける90分というのは、私にとっては長いように感じた。しかし、頬を蕩とろけさせながらぱくぱくとケーキを食べているアーニャの様子を見ると、彼女はそんなことを微み塵じんも感じていないようであったが。

「そのケーキ、美味おいしそうだな」

　私はアーニャの皿の上にあるケーキを見て、そう言う。チョコレートムースの上にココア味のクッキーが散らばっているケーキだった。

「そんなケーキあったか？」

「あるわよ。棚の端の方だったけど」

「なるほど」

　ただ単純に見落としていただけか。目の前にあるケーキを食べきったら次はそのケーキを食べよう、そう考えていたときのことだった。

「ほら、ジーク」

「……ん？」

「食べる？」

　彼女は小さく割ったケーキをフォークに刺し、対面にいる私の方に向けた。彼女は少し前のめりになりケーキを差し出しているため、上目遣いになっていた。

　…………これは？

　……これは、私にケーキを食べさせようとしているのか？　彼女が差し出すケーキを私は口で受け取り、食べろと言っているのか？

　俗に言う……『あーん』？

　私はかあぁっと、頬が熱くなった。

「い、要らんっ……！　後で自分で取りに行くっ……！」

「それもそうね」

　アーニャはあっさりとケーキを引っ込め、そしてぱくっと自分で食べた。

「ん～～っ！　おいしぃ～～っ！」

「…………」

　アーニャは何事もなかったかのようにケーキをぱくぱくと食べ、私の鼓動はしばらく収まりそうになかった。

　いっ、一体いきなり彼女は何をしだすんだ……？　食べ物を食べさせ合うなんて、そういうのは、こ、恋人達がやるような……恥ずかしいことではないか……？

　……しかしアーニャに恥ずかしがっているような様子は一切見られない。相も変わらず次から次へとケーキを食べ、幸せそうに舌した鼓つづみを打っている。

　私だけが動揺していた。

「ア、アーニャ……」

「ん？　なに？」

「……あ、ああいう行為は慎んだ方がいいと思うぞ……？　君に、その気がなくても……相手を誤解させる……」

「んー……？」

　アーニャは顎に指を当て、私の言っていることの意味を探っている。彼女にとって先程の行為は取るに足らないことだったのだろう。

「……もしかして、さっきの『あーん』のこと？」

「そ、そうだな……。それだ……」

　彼女の口から『あーん』という言葉が出て、私はいちいち動揺してしまった。

「…………」

「…………」

「……ぷっ！」

　アーニャが笑いだした。

「あははははっ！　ジーク！　あーんた、ばかねぇっ……！」

「…………」

「今更、あーんごときでなに動揺してんのよっ！　あたしたち、もう何年一緒にいると思ってんのよっ……！」

　少し頬の染まった私を見て、アーニャがケラケラと笑う。

「あたしたち、幼おさな馴な染じみじゃない」

「…………」

　当然のように彼女はそう言った。私はつい目を丸くしてしまった。

「……幼馴染だったら恥ずかしくないのか？」

「まぁね。そうでしょ？」

「…………」

　そうかもしれない。長い時間一緒にいれば心の壁は薄くなり、小さなことでは動揺しなくなってくるのだろう。幼い頃から一緒にいれば心の距離は縮まり、自然と親しい接し方になるのだろう。

　しかしだ。確かにアーニャにとって私は幼馴染かもしれない。

　でも私にとっては違う。私にとってアーニャは幼馴染ではない。

　アーニャとは７歳の時、学習塾で出会った。それ以来10年間、ずっと一緒にいるのだからアーニャにとって私は幼馴染だろう。

　しかし私は違う。前世の分を含めれば私は45歳だ。28歳で死に、生まれ直し、今17年間の時を生きている。45年間のうちのたった10年。たった10年。これのどこが幼馴染なのだろうか。

　彼女との心の距離が違う。

　彼女にとって私は小さい頃から一緒にいる幼おさな馴な染じみであり、ご飯を食べさせ合うくらいなんとも思っていない。しかし、私は動揺してしまう。彼女に近く強く親しく接せられると私は動揺してしまうのだ。

　照れてしまうのだ。

「あーん、くらいならいつでもしてあげるわよ」

　アーニャが私をからかうようにそう言った。

　私は困ったように頭を掻かき、恥ずかしい気持ちを誤魔化していた。




　店を出て、帰路につく。私達はアーニャの家へとたどり着いた。

「う～～～～」

　アーニャは苦しそうに倒れている。唸うなり声をあげている。私はアーニャをあやすように、うちわでぱたぱたと彼女を扇あおいでいた。

「食べ過ぎた……」

「……あれだけ食べれば当然だ」

　彼女の家に寄ったのは必然だ。食べ過ぎて動けなくなった彼女に肩を貸し、介護のように私は彼女を家まで届けたのだ。

「苦しい……。別べつ腹ばらも、満杯……」

「……しょうがない奴やつめ」

　私にとってアーニャは幼馴染ではない。しかし理解する。こうして彼女をうちわで扇いでいると、私は彼女の保護者であるような気持ちにさせられる。この10年間、きっと私は彼女の保護者だったのだ。

　私はだらしなく居間に倒れ込んでいる彼女を見て、はぁ、と一つため息をついた。
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「う～～ん……」

「う～～ん……」

　高等部３年目の秋、教室では人の唸り声が響いている。苦しそうに頭をがりがりと掻きながら、血ち眼まなこになって教科書を睨にらみつけている。

　高等部３年目……誰もが苦しむ大学受験が迫っているのだった。

「う～～ん……」

「う～～ん……」

「あんたたち、大変そうねぇ」

「なんでアーニャちゃん他人ひと事ごとなの……」

　ソフィとパリスも苦しそうにうんうんと唸うなっている。その横でアーニャが私のお菓子をポリポリとかじりながら気楽そうに答えた。

「だってあたし、学力的に余裕だもの」

「…………」

「おい、やめろ、アーニャ。二人を刺激するのはやめろ。二人が人殺しのような目で君を見ている」

　仕方ないことだが、どうしても僻ひがみ心が生まれてしまうのであった。

　私とアーニャの第一志望はこの国一番の国立大学である。当然と言えば当然だ。私たちは全国でも有数の進学校に通い、その中で１番２番を競っている。この国の最難関の最高学府を目指すのも道理というものだった。

　そして、この学校でその大学を志望する生徒は結構多い。コスタス、ソフィ、パリスも私達と同じ大学を志望している。

　私とアーニャとコスタスは模試の結果も良く、上々のＡ判定を得ている。油断するわけではないが、このままいけば私たちは同じ大学に入るだろう。

　厳しそうなのはソフィとパリスである。

「うちのお母さんが教育熱心だから、最難関の大学じゃないと認めないって言うのよぉ～～～！」

「そりゃ、災難な……」

　ソフィは泣きそうになりながらそう語っていた。あまり感心ならない母親であった。

「ソフィの祖父のゴヴァンと父親のシーロさんは君に甘そうなんだけどな？」

「うちのお父さん、入いり婿むこだから……」

「尻に敷かれているのか？」

　そう言えば、ゴヴァンの息子がソフィの父親であるにも関わらず、ゴヴァンとソフィの苗みょう字じは違う。そうか、シーロさん入り婿なのか。

「というより、なんでジーク君はうちのお祖父じいさんだけ呼び捨てなの？」

「……別に意味はないぞ？」

　ソフィの祖父のゴヴァンは前世での同僚だ。あまり敬語を付ける気にはなれず、時々敬語が外れてしまっていた。……そんな経緯は説明できるはずがないけれど。

　コスタスが口を開く。

「とりあえず、ソフィには頑張ってほしいものだ。どうせなら同じ大学に行きたいしな」

「コスタス君……」

　コスタスとソフィは小さい頃からの幼おさな馴な染じみだ。コスタスがこういうことをはっきり言うのは珍しい。

「……同じ大学に行って、俺を助けてくれないと俺が立ち行かなくなる」

「ぐっ……！　確かにコスタス君を一人で放置するのは心配だけどっ……！　そっかぁ！　この受験に成功したらコスタス君の世話が続くのかぁっ……！」

　ソフィが頭を抱えた。

「うち、一生コスタス君の面倒見ないといけないのかなぁっ!?」

　コスタスは天才型の人間だ。頭の回転は早く、成績は常に上位ではあるが、アーニャと同じくどこか常識に欠ける。そのフォローに回るのはいつも幼おさな馴な染じみのソフィである。それでも二人が険悪になったりしたところは見たことがないから、さすがは幼馴染だと思うのだが、なぜこうも天才型の人間はどこかねじが外れているのだろうか？　コスタス然しかり、アーニャ然り。

「ところでソフィ。文化祭に出したい毒キノコの展示のことなんだが……」

「却下！　却下！　却下ぁっ……！」

「……そんな」

　ソフィに否定され、コスタスはうなだれ背を丸くしていた。

「そうか、文化祭ももうそろそろか」

　今の会話で思い出す。学校の文化祭の日程が近づいているのである。

　受験を控えているため、３年生の出し物は軽いものにすることが推奨されていた。しかしソフィは去年、文化祭実行委員を務めていたため、後輩から色々な相談を受け、中々大変だったりするらしい。彼女は中間管理職の才能があった。

　そしてコスタスは趣味である毒の研究成果をまとめあげ、文化祭で展示したいとソフィにわがままを言っているらしいが、ソフィはそれを一いっ蹴しゅうしていた。コスタスは公開実験として、毒物の精製の様子を出し物にしようとしていたのだから止められて当然である。

　そんな実験が許可されると思ったのだろうか？　天才の考えることは分からない。

「ジークはどこ回るの？」

「そうだなぁ、古典の演劇をやるクラスがあるからそれは見ようと思う。後は自作プラネタリウムとか、お化け屋敷とかには興味あるかな」

「プラネタリウムって自作できるの？」

「できるらしいぞ？　座標を合わせて細かく穴を開ければできるらしい。大変だが、原理は簡単だってな」

「ふぅん。あたし古典の演劇は興味ないけど、プラネタリウムとお化け屋敷は興味あるわ。一緒に回りましょうよ、ジーク」

「おう、いいぞ」

「お化け屋敷ではあんたを怖がらせてやるわっ！」

「……君も客だろうが」

　そんな会話をアーニャとしていると、ソフィとパリスから恨みのこもった視線を投げつけられる。自分たちは受験でこんなにも苦しい思いをしているのに、お前たちは随分と余裕だなぁっ……！　とでも言うかのような視線である。

　受験期は僻ひがみや妬ねたみが渦巻きやすい。仕方がない。

「ソフィとパリスも息を抜いて文化祭を楽しめよ？　肩の力を抜くことも大事だ」

「だぁらっしゃいっ！　こっちは追い込まれているんですよっ！　肩の力なんて抜けますかぁっ！」

「そうだぜ！　そうだぜ！　余裕なんてあるかいっ！　こっちは勉強しなきゃいけねえんだっ！」

「…………」

　……言っておいてなんだが、確かにそう簡単に息が抜けたら苦労しないのである。

　ただ、気分転換が大事なのは本当だ。まだまだ受験期は続く。皆が楽しんでいると分かっている環境の中、一人勉強をし続けるのは強い痛みに変わってしまう。文化祭の日だけは休まないといけないのだ。

「間違っても家にこもって勉強なんかするんじゃないぞ？　コスタス、当日ソフィを家から連れ出してやれ」

「おう」

　コスタスは短い返事をして、大きな手で幼おさな馴な染じみの頭をごしごしと撫なでた。

「うぅ……」

　ソフィは小さな呻うめき声を上げてコスタスに髪をぼさぼさにされたが、嫌そうにはせず、されるがままになっていた。

「我慢は大事だが、この我慢は体と心に毒だぞ。無理矢理にでも楽しめよ」

「回りたいとこ一緒に回ってやる。ソフィ、占いとか好きだろう？」

「……うん」

　コスタスにそう言われ、ソフィは少し顔を赤くしながら小さく頷うなずいていた。

「せんせー！　せんせー！　俺だけ一緒に回る人がいないんですけどぉっ!?」

　パリスが手を上げ抗議していた。

「……お前は一人で楽しめ」

「ひでぇっ！」

　パリスは友達も多いし、放っておいても大丈夫だろう。

「私は存外、後夜祭のキャンプファイヤーも楽しみだ。うちの学校はかなり大きな火を作り上げるからな」

「あぁ……あれは見事だな」

「そうなの？」

　アーニャが小首を傾かしげる。

「今まで後夜祭参加してなかったのか？　アーニャ？」

「興味なかったもの、後夜祭なんて」

　この子は全く自由である。元文化祭実行委員が傍そばにいるというのに……。

「……うちらはキャンプファイヤーにも力入れているからねぇ。普通じゃ見れない大きな火を上げるよぉ……。文化祭実行委員が頑張るよぉ。おすすめだよぉ……。アーニャちゃん……」

「ふぅん……」

　勉強で疲れ切って机にうつ伏せるソフィが、後輩である文化祭実行委員の苦労に報いるため、アーニャに後夜祭の宣伝をしていた。

「なんにしても楽しみね！」

　うきうきとしながらアーニャは笑っているのだった。
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　そして文化祭はやってきた。

　きらびやかな装飾、騒がしい客寄せの声、爽快な秋の快晴の空が広がっていた。

　全国でも有名な進学校であるため、多くの一般客がこの文化祭に足を運ぶ。校内はたくさんの人でごった返し、右から左へ行くのも一苦労だ。文化系の部活は日頃の成果を世に発表しようと一生懸命である。軽音楽部の演奏、美術部の展示、演劇部の演劇など、皆とても気合が入っていた。

「よぅ、皆。コスタスの発表見に来たのか？」

「おぅ、ジーク。やっぱあいつ変だわ」

　化学部のコスタスの発表を見に来たら、パリスや友達数人がコスタスの展示の前に群がっていた。

「ほら、ジークも見てみろって。Ａ０サイズ一杯に細かい字で毒の魅力を語ってやがらぁ」

「……相変わらず奇特な奴やつだな」

「１年の頃からなんもぶれねえな、あいつ」

　目の前のコスタスの発表用ポスターには、もちろん毒に対する専門的な知識について書き込まれていた。毒の精製の実演をしない、毒の実物を置かない、事前にソフィによる内容のチェックを受ける、などの簡単な条件（コスタスにとっては厳しい条件）をくぐり、化学部の発表に混じって研究の展示をすることが許されていた。

　高等部１年目の頃、どころか中等部の頃からあいつはぶれていない。

「なーんで頭のいい奴は変な奴らばっかりなんだろうなぁ？」

「はてな」

　私達は親しき学友に呆あきれ果てていた。

「……コスタスの手た綱づなを握らなきゃなんねえソフィは大変だなぁ」

「……そだな」

　彼のとんちんかんな行動に振り回されなければならないソフィに皆が同情した。

「じゃ、ジーク、またな」

「あぁ」

　コスタスの発表を見終わって、皆と軽く別れた。




　文化祭を回る。友人達の活気の中を歩く。私たちにとっては最後の文化祭だ。受験の負担にならないよう、軽い参加が望ましいとされているが、高等部の青春の最後の仕上げとあって皆の熱意は十分だった。

　私はどうだろうか？

　私は全く同じ経験を昔一度している。高等部最後の文化祭、高等部最後の授業、高等部生活の最後の卒業式。もう二度と戻れない哀愁を胸に、私は確かに前へと足を踏み出し、高等部の学生生活に別れを告げた。

　それがどうだ。また私は高等部生活に立ち戻り、この最後の活気の渦の中にいる。あの日寂しさを胸に抱え、踏み出した１歩の前の位置にまた私はいる。今はあまり寂しさを覚えていない。

　私は今46歳だ。前世では28歳で死亡し、今が18歳なのだから足して46歳だ。しかし、私は今18歳の若者達の熱気と寂しさを横目で眺め、ただぼんやりとしていた。

　人は成長するものだ。幼い頃から見続けてきたアーニャも、腐れ縁になってきているソフィもコスタスもパリスも皆立派に成長している。年を取り、新しいことを経験し、一つずつ前に進み成長をしている。

　私はどうだ。私は成長しているのだろうか。私は前に進めているだろうか。

　本当に28歳から前に進めているのだろうか。同じ時、同じ経験というものは人を成長させるものではないのかもしれない。昔踏み出した一歩の前に私はまた立っていて、私は28歳の自分よりも前に進めていないのかもしれない。

　私だけが止まっているのかもしれない。28歳にもなれず、46歳にもなれず、18歳にもなれず、私は時の流れに乗ることができていない。時の流れは私を前に進めてくれていない。

　寂しさを抱えた皆の熱気の中に、私は一人取り残されていた。

「あ、ジーク！　こっちこっち！」

　古典の演劇を見終えた後、私はアーニャと合流した。手を大きくぶんぶんと振って、アーニャが自分の位置を示している。子供のような所作に私は思わず小さく笑ってしまった。

　その後はアーニャと二人で文化祭を見て回った。

　……お化け屋敷では、アーニャが何度も私を横から脅かしてきた。お化け屋敷を主催する人たちがアーニャの挙動に困っていた。




　文化祭の行事が全て終了する。

　後は一般客を除いての後夜祭、キャンプファイヤーだけであった。

　空はもう暗く、キャンプファイヤーの火はばちばちと燃えていた。高く大きく組まれた木組みを糧かてとし、炎は高く高く猛々しく昇っている。

　炎の明かりは赤く激しい。炎の熱い赤が暗闇の中でゆらゆらと揺れ、焚たき木を焦がし、弾けるような音を鳴らす。しかしキャンプファイヤーの明かりは夜の闇の全てを照らす訳ではない。

　暗い闇の中心に炎の赤が揺れ、私達の手元を赤く照らしている。キャンプファイヤーの明かりは暗闇の一部分しか照らさない。他の明かりは最低限しか灯ともしていない。

　炎の赤と夜の黒がコントラストを作り、人と世界を二つの色に染め上げていた。

「大きい！　凄すごい！　強いわっ！」

　アーニャはキャンプファイヤーの大きな火を見て興奮していた。うちの学校のキャンプファイヤーの火は一般的なものより大きくなるよう作られている。私はこの火を見るのは三度目だが、それでもこの火の迫力に息を呑のんでいた。

「大きいっ！　楽しいっ！　これは楽しいわっ！」

　アーニャが子供のようなきらきらとした目でキャンプファイヤーを見上げていた。大きくて凄いものはアーニャのお眼鏡に適かなったようだ。

「燃えろぉっ！　もっと燃えろぉっ……！」

　アーニャが犯罪者のようなことを言いだした。

　皆は思い思いにキャンプファイヤーを楽しんでいる。火を囲むダンスに参加する者、炎を見ながら友達と話す者、傍そばに設置された小さな模擬店で物を食べる者。パリスは一緒にダンスを踊ってくれる女子を探し、ナンパし、撃沈していた。

「やっほー、アーニャちゃん、ジーク君、文化祭お疲れ様ー」

「よぅ」

「ソフィ、コスタス」

　ソフィとコスタスが私達に近づいて来た。

「お疲れ様、ソフィ。色々仕事していたみたいだな」

「うん……。去年文化祭実行委員だったってだけで、色々頼まれちゃったよ……」

　ソフィが疲れ切った声を上げた。彼女は去年の経験から色々な人にアドバイスを求められ、それに力を貸していた。ソフィは人当たりもいいし、しっかりしているし、とても頼もしいのだろう。さすがは中間管理職の才能を持った子である。

「ソフィ！　この火大きくて楽しいわっ！」

「アーニャちゃんに喜んでもらえて何よりだよ」

「もっと火を大きくしましょ!?　もっともっと、全てを燃やし尽くすぐらいにっ！」

「えぇ……？」

　このキャンプファイヤーも文化祭実行委員の企画である。アーニャは楽しそうに大きなキャンプファイヤーの火を見上げている。これだけ楽しんでもらえたら企画者冥みょう利りに尽きるだろう。ソフィは困りながら微笑ほほえんでいた。

「じゃあ、アーニャちゃん、ジーク君。まだまだ楽しんでいってね」

「あぁ、そっちも楽しんで」

　そして二人は私達から離れていった。

　暗闇の中で炎が高く舞い上がっていた。黒の中で赤が揺れていた。

　ばちばちと焚たき木を焦がしながら炎は大きく燃えている。この炎を消す時、それが文化祭の終了の時間だ。皆、寂せき寥りょう感かんを慰めるように力強い大きな火を囲んでいた。

　この炎が消える時、青春の節目の一つが終わり、皆はまた一歩前に進むのだ。正しい時を生きる人達は終わりによって前に進み、大人になっていくのだ。

　だが私はどうなのだろうか。私は前に進めているだろうか。この炎が消える時、私は何かしらの一歩を踏み出せるのだろうか。

「ねぇ、ジーク！」

「……ん？」

「あたしたちも踊りましょ！」

　アーニャが不意にそう言い、私が返事をする前に手を取り、私を引っ張っていった。キャンプファイヤーの近くで軽いダンスを踊る皆に近寄り、思い思いに体を動かし始める。

「ほら、ジーク！」

「お、おぅ……」

　私は考える間もなく、傍そばで流れる陽気な音楽に合わせ、アーニャと共にステップを踏み始めた。

　私は少し驚いていた。アーニャはダンスに興味なんかないと思っていた。キャンプファイヤーの大きな火に当たり、血が騒いだのだろうか。彼女は楽しそうに踊り出した。

　アーニャと手を繋つなぎ、簡単なダンスを一緒に踊る。共にぎこちない動きでステップを踏み、間違えては二人でくすくすと笑った。ダンスに慣れない二人で拙つたなく踊っていた。彼女の柔らかな手を握る。彼女の体と顔が近い。こんなに長く一緒にいるのに、私はまた性しょう懲こりもなく緊張してしまった。

　そう。緊張してしまっていた。

　アーニャは綺き麗れいになっていた。

　背は伸び、女性らしい丸みを帯びた体つきになっている。子供っぽかった顔つきは端正に整い、美しい女性の顔になっていた。胸は膨らみ、手は綺麗で柔らかく、その体から艶やかな雰囲気を放ち始めていた。

　ずっと子供として接してきた。ずっと彼女のことを世話の焼ける子供として扱ってきた。仕方ないと思いながら彼女のわがままを聞き、挑んでくる彼女の相手をし、彼女をあやし続けてきた。そう思ってきた。

　そんな彼女がいつの間にか大人になっていた。

　彼女の薄い青色の髪を炎が赤く染める。髪の薄い青色と炎の赤と夜の暗闇が彼女を彩っていた。色の差が大人になりつつある彼女を引き立たせ、彼女の髪の色が美しく映える。炎の赤色が彼女の肌を照らし、頬が染まっているように見えた。
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　綺麗だと思った。

　私は思わず彼女の顔をじっと見ていた。

　彼女はどうしたの、とくすくすと笑う。

　私は恥ずかしくなって彼女から顔を逸そらした。私の顔は赤くなっているだろうか？　炎の赤が私の顔を照らし、誤魔化してくれると嬉うれしい。そう思った。

　成長していた。

　アーニャは成長しているのだ。日々を一歩一歩進み、少しずつ大人になっている。それは体の成長だけでなく、心の成長のことでもあった。アーニャは今さっき私をダンスに誘った。それは昔の彼女からすると違和感のある行動だった。

　昔の彼女には、自分の興味のないものを無む下げに扱い、どうでもいい人を冷たくあしらう傾向があった。ただ自分の殻に閉じこもり、人を遠ざけ、人から白い目で見られる子であった。

　危うさのある少女であったのだ。

　それがどうだ。今ではソフィやコスタスと友達になり、パリスとも少し話すようになった。他にも少ないけれど、数人の女子の友達がいる。

　そして今、ダンスに少し興味を持ち、自分から私を誘ってきた。彼女の世界は少しずつ広がっているのだ。成長しているのはアーニャだけではない。ソフィやコスタスも大人になってきている。パリスと再会した時も見違えるようだった。私の友人たちも皆大きくなっていく。

　私だけが変わっていない。

　私だけが前に進めていなかった。差が埋まっていく。相対的に私は大人でなくなっていく。皆が上を見上げ、正しく成長していく。

　アーニャは自分の世界を広げている。ゆっくりと大人になっていく。もう面倒を見なければならない子供ではないのかもしれない。私が彼女の心配をしなければならない時期は終わり、彼女は彼女の世界に羽ばたく日が来ているのかもしれない。

　私が必要でなくなる日は近いのかもしれない。

　彼女の肌に触れ、共に踊り、そう思った。

「ねぇ、ジーク……」

「ん？」

　踊りながら、アーニャは私に語り掛けた。

「これからもずっとよろしくね？」

　淡い微笑ほほえみと共にそう呟つぶやいた。

「…………」

　私は笑った。寂しい笑顔にならないように努めた。

　彼女と共に踊り、私は彼女が考えていることと全く違うことを考えていたのだ。

　キャンプファイヤーの熱い火が高く高く昇り、ゆらゆらと揺れ、まるで暗い空に呑のみ込まれていくように見えたのだった。
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　私と彼女の勝負の日々は未いまだ続いていた。

　高等部２年目の中間試験で初めて私に勝利した時、アーニャはただひたすらに喜んでいた。あの負けの日を境に、私とアーニャは勝ったり負けたりを繰り返すようになった。

　高等部２年目の戦績は総合して私が勝ち越していた。

　だけど、高等部３年目になってその勝率は５分……いや、若干彼女の方が上回っていただろうか。丁寧に記録をつけている彼女に聞けば一発で分かるだろうが、聞くのは恥ずかしかった。

　その頃から彼女はとても楽しそうに勉強をするようになった。今まではどこか鬼のような形相で必死に勉強をして、ただただ『打倒ジーク』を掲げ特訓に励んでいたものだが、私と接戦を繰り返し、どっちが勝つか分からなくなってきてからというもの、彼女は学ぶことが楽しくなってきているようだった。

　一つ新たな発見をすると笑みがこぼれるようになった。

　そうなると不思議なもので、鬼の形相で必死に勉強していた頃よりも、学力が明らかにより順調に伸び始めたのだ。

「楽しいか？」

　私は聞いた。

「……分かる？」

「あぁ、長い付き合いだからな……」

「もう10年以上だものね。あぁ、長い長い。困っちゃうわ」

　そうだな。もはや腐れ縁というやつだ。

　こんな風に学力が拮きっ抗こうした今でもなぜか二人での勉強会は続いている。もう意味はないのでは？　と言ったこともあるが、それでも彼女は私に分からないところを聞き、私も彼女に質問をするようになった。

『ジークの教え方は先生よりも分かりやすいわ』

　そう彼女に言われると、もう勉強会をやめようなどと言うことは私にはできなかった。

「そうだな……。長かったなぁ……」

　私は彼女の部屋の天井を見上げながら、それまでの道のりを思い出していた。初等部、中等部、そして高等部……いや、もっとだ。それよりもっと昔。

　私は前世での生活を思い返していた。最近は前世のことを思い返すことが多い。

「……ちょっと、なにを『長かったなぁ……』なんて過去形にしているのよ。ジークもあたしも同じ大学に行くんだからまだまだ腐れ縁は続くわよ」

「あぁ、そうだな。そうだった」

　私たちの第一志望の大学はこの国一番の大学である。模試の結果はＡ判定なので、おそらく私達は一緒の大学に入るのであろう。

　だけど、それだけである。

　私たちの……いや、私の綻ほころびはもうどんどん大きくなっていて、もう修正のきかない域にまで達しようとしている。いや、元より修正のきくものではない時限爆弾であったのだ、これは。

　私たちは同じ大学に行く。

　でも、私たちが袂たもとを分かつ時は、もうそう遠くない。

「ねぇ……ジーク、どうしたの……？」

　アーニャに声を掛けられ、はっとする。

「あぁ、すまない。ぼおっとしてた。なんでもない」

「嘘うそ……」

　すぐに彼女に見抜かれた。

「ねぇ……聞いてもいい……？」

「な、なにを……？」

「ジークの隠し事……」

　ドキリとした。一瞬で心臓が揺さぶられ、身震いが起きた。

「最近、あんた……なにかよく考え事をしている。何かを抱え込んで、悩んでる……。最初はそれがただの悩みだと思った。もしかしたらあたしに勉強で追いつかれて悩んでるのかなーって思いもした。でも違う。長い付き合いだからわかる。絶対違う……」

「─────」

「隠し事なんだって思った。それは誰にだってあるものだから、大して気にするものでもない。でもジークの持っているものは少し違う。最近できた隠し事とは……少し違う……」

　部屋は静かだった。彼女の言葉以外には物音ひとつしなかった。

　だから、私は強く打たれる私の心臓の音がよく聞こえた。

「……最近まで気づかなかった。ここまで長い付き合いがあってやっと初めて気づいた。ジークは隠し事をしている……。ずっと、長いこと……。初めて会った時から。ずっと、ずっと……あんたは悩んでいたんだ……」

　私は呆ぼう然ぜんとするしかなかった。誰にも言ったことのない私の秘密が彼女の目には透けて見えていたのだ。アーニャは膝を抱え、顔を半分隠しながら、上目遣いで覗のぞき込むように私のことを見ていた。

「ねぇ、それって……あたしにも言えない……？」

「…………」

「…………」

「…………」

　長い沈黙が降りる。かろうじて聞こえた音は私がごくりと唾をのむ音だけであった。

「…………言えない」

　私が言えるのはその言葉だけであった。

「そう……」

　彼女の顔に失望の色が混じる。

「あと数年……数年待ってほしい……」

「……え？」

「その時に……全て話すから……」

　私がそう言うと、アーニャは小さく何度も頷うなずいた。真剣な顔でこくりこくりと頷いた。私は体を傾け、上を見上げた。既に彼女の部屋の天井は見慣れた景色となっていた。

　あと数年。あと数年で全ては明るみに出る。

　その時に終わる。

　綻ほころびからすべては崩れ去り、彼女が私に失望する時だ。




　アーニャ、知ってるかい？　私はずるをしていたんだ。

　実を言うとだ……、私は中等部の頃から高等部の勉強、大学受験の勉強をしていたんだよ。綻びが見え始め、恐くなって先の先の勉強をしていたんだよ。

　それでも君に追いつかれているんだよ。

　そして、追い越されようとしているんだよ。

　私はそういう人間なんだ……。
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「よがった～～～～～っ！」

　泣き声が教室に響く。

「受がって、良がった～～～～～～っ！」

　ソフィが大声を出しながら泣き、涙と鼻水を豪快に垂れ流していた。悲しい涙ではない。嬉うれし涙である。

　今日は受験の合格発表の日だった。

「ほら、涙拭きなさいよ、ハンカチあげるから」

「でも……鼻水もっ……！」

「返さなくていいわ、そのハンカチ。ほら、ちーんしなさい、ちーん」

　ぶわあっ、と音を鳴らしながらアーニャのハンカチがソフィの努力と感激の結晶で汚れていった。

「アーニャが人の面倒を見るとは。珍しい……」

「……それだけソフィはギリギリだったからな」

　私とコスタスはその様子を見て驚いていた。私にはソフィをあやすアーニャの成長した姿の方に感激を覚えてしまう。

「なんにしても、合格おめでとう、みんな」

「おめでとう～～～っ！」

　ここにいる４人は無事に志望校に合格した。私、アーニャ、ソフィ、コスタスの４人はこの国の最難関の大学に合格したのである。

　ソフィは豪快に泣いている。私とアーニャ、コスタスの３人は割と余裕があったのだが、ソフィは必死の必死であったのだ。今の彼女の姿はその必死さを雄弁に物語っていた。ソフィは母親の方針で最難関の大学しか受けさせてもらえなかった。だからこそ、ソフィの必死さは人一倍であった。……酷ひどい母だとは思う。

　私達は受験から解放された。私達はお菓子を持ち寄って多目的室の一室を借り、放課後にささやかなパーティーを開いた。ソフィは大学生活を想像し、楽しそうに笑った。アーニャは何でもかかって来なさいと、少し的外れな事を言いながらたくさんのお菓子を頬張っていた。コスタスは落ち着いて大学の情報を調べ、それを皆に伝えていた。

　皆、まだ知らぬ未来を空想していた。

　私だけが知っている。その自由度を、その楽しさを、その苦しさを、その難しさを。

　私だけが大学生活を知っていた。




　皆の分の缶ジュースを買うために、鞄かばんを持って自動販売機へと足を向けた。

　そこで、出会った。

「あ…………」

「…………」

「…………」

「……よっ」

　偶然パリスに出会った。気まずい空気が流れるが、彼は一瞬の間を置いて、なんでもないように私に挨拶をした。

　私達は一緒の大学を志望していた。

　───パリスは落ちてしまっていた。

「合格おめでとう、さすがはジークだ」

「……ありがとう」

　パリスは私を祝ってくれた。本人は辛つらいはずなのに。

「…………」

「…………」

「……あー」

　パリスが頭をぐしぐしと掻かく。私達４人は合格した。パリスは落ちてしまった。どうしたって気まずい雰囲気が流れてしまっていた。

「……すまないな、こんな時、気の利いたことが喋しゃべれない」

「おめぇが謝ることじゃねえだろ？」

　パリスが小さく笑った。

　パリスの気持ちはよく分かる。なぜなら私は前世で受験に落ちたことがあるからだ。１年目はほとんど全て落ち、浪人をし、それでも第一志望には受からず、第二志望の大学に行ったのだ。自分を否定されたような悲しみ、努力が足りなかったのではないかというどうしようもない後悔、周りの喜びと自分の悲しみの対比。

　分かる。痛いほど分かる。パリスの痛みを強く理解できる。

　……でも間違っても私は、君の気持ちが分かるなんて言ってはいけない。私は受かったからだ。端から見れば、挫折を知らず、受験に成功した人間だからだ。そんな人間が彼のことを分かるなんて言ってはいけない。いけないのだ。

「……浪人するのか？」

「いや……滑り止めに行くよ」

「そうか……良いと思うぞ」

「ありがとよ」

　それも正しい道だ。私も前世は第二志望に進学したが、充実した大学生活を送れた。

　でもそれは伝えられなかった。

「……俺にはあの大学は難し過ぎたよ」

「……そんなこと、なかったさ」

「はは、ありがとよ……」

　私は彼の分のコーヒーも買い、彼に渡す。彼は力なく笑った。……確かに彼が受かる確率は低かった。偏差値は少し足りず、落ちる可能性の方が高かった。パリスもこの結果を予測していたものだった。

「……あーーーっ！　やめやめ、やめっ！」

　パリスは大きな声を出した。

「俺に暗いのは似合わねぇわっ！　やけ食いしてくるっ！　他にも落ちた奴やつ誘って焼肉食べ放題行って来るわっ！」

「…………」

　パリスはにぃと笑った。彼はとても強かった。

「じゃあまたな。合格おめでとう！　ジーク！」

「…………」

　そう言って、彼は私に背を向け歩き出した。私は学習塾の頃よりずっと大きくなった彼の背中を見る。

　私は思う。一回目の人生で私はそこまでたどり着けなかった。一生懸命勉強し、辛つらい思いをして受験に臨んだが、とてもじゃないが国内で最難関の大学に挑めるような学力を有することはできなかった。

　でも、パリスは挑んだ。一回目の人生で、何のズルをすることもなく、最難関に挑んだ。誰にでもできることじゃないんだ。そこに挑むことができるのは誰にでもできることじゃないのだ。

「パリスっ！」

　私は彼の背中に声を掛けた。彼の足が止まる。

「お前は頑張った！」

「…………」

　私は見ていた。彼が苦しみながら勉強する姿を。彼に勉強を教えたこともある。パリスはいつも一生懸命頑張っていた。

　頑張っていたのだ。

「頑張ったよ……！」

「…………」

「お前は頑張ったよっ……！」

　伝えたい言葉を凝縮し、彼に贈った。彼は私の方に振り向き、笑った。

「ありがとよ」

「…………」

　彼は笑っていた。彼はとても強い男だった。

「大学違ったけど、また遊びに誘ってくれよなぁ」

「もちろんだ」

「また遊ぼうなぁ！」

　そう言って、彼はその場を去っていった。




　こうして私達の受験は終わった。

　私とアーニャは危なげなく、この国の最難関の最高学府への入学の切符を手に入れた。入試の自己採点では私はアーニャの点数を上回った。アーニャも強く気合を入れていたものだからかなり悔しそうにしていた。

　それを見て、私は笑っていた。




　これが私の最後の意地だった。
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　夢を見た。

　大雪の夢だ。




　前世の私が死んだ日の、特別な大雪の日の夢だ。

　真っ白な部屋で、窓からその大雪を眺めていた。

　一面が真っ白だ。雪という粒ではなく、もはや雪という群生が上から下へ、上から下へと絶え間なく落ちてくる。

　記録的な大雪であった。私はこの雪に羨望を抱いた。

『特別』に羨望を抱いた。

　前世の私はどうしても平凡の域を抜け出せず、どう思い返しても凡庸な人生から外れた試しなどなかった。

　泣いたり、笑ったり、怒ったり、困ったり、頑張ったり、工夫したり、努力したり……。

　人生というのは大変なもので、自身の力の１２０パーセントを用いてもその道を簡単には歩ませてくれない。人生という困難が用意した壁は高く、泣いて、地団駄踏んで、不公平だ、理不尽だと叫びながら体をボロボロにして、なんとか乗り越えていかなければならないものなのだ。

　そして、それは平凡な人生というものだ。

　前世の私は凡人であって、私が歩んできたものは平凡な人生であった。幸せがあり、苦しみがあり、もう駄目だとぼろぼろになって……それが平凡な人生であったのだ。

　……『特別』に憧れた。

　この大雪のような『特別』に憧れた。

　そして『転生』が起こった。




　さぁ、今回の私はどうであっただろうか。

『特別』になれただろうか。

　確かに私の学校の成績はほぼ全てが１番で、１番難しい大学に入ることができた。

『特別』だ。他の人から見たら『特別』である。

　だが、どうだ。

　この大雪と比較して、私はどうだろうか。

　世界を一変させるほどの力があるだろうか。この大雪のほんのひとかけらの力でも私には備わっているだろうか。

　羨望を抱いた大雪に私はなれたであろうか。

　……なれるはずもない。

　私の性質は前世の時から何も変わっていない。この窓ガラスは鏡にはならず、私の姿が大雪に化けることはなかった。

　綻ほころびの正体は簡単だ。

　私はアーニャに見合うだけの器ではなかったということだ。










第４話　雪の世界で







　大学に入ってからもアーニャとの競争は続いた。

　相も変わらず、と言いたいところだが大学の課題はレポートが多く、テストのような点数が付くものは少なかった。

　彼女は憤慨した。

　どうやって勝負しろというのよ！

　私は一度大学を経験しているためそのことが分かっていたから、彼女のその言葉に困ったように笑うしかなかった。

「大学生になったらさすがにもう難しいんじゃない？」

「もうこの先に受験なんてないしな」

　学食で昼食を食べながらソフィとコスタスは苦笑いしながらそう言った。４人で集まり、アーニャの不満を聞いていた。私達はよく集まり一緒に話をする。ソフィとコスタスとは学部が違うが、未いまだによく遊ぶ友達同士だった。

「そんなバカなことはないわっ！　戦わずして何が大学よっ……！」

「いや、大学は戦う場所じゃないと思うけどなぁ」

　もはや十分に腐れ縁であるソフィがアーニャの様子に困ったように笑い、しかし自分では彼女を止められないと悟っていた。私達はもうお互いのことをよく分かっている仲になっていた。

　学期末にはテストが行われる教科もある。

　アーニャはそれに意気込み、私に勝負だ！　勝負だ！　と楽しそうに宣戦布告をしていた。しかし、彼女は知らない。大学での学期末のテストの結果は返却されることが少なく、私たちは自身の点数を知ることができないことを。

　休み期間に入って彼女はまたも憤慨した。そして驚くことに、彼女は私の腕を引っ張って教授の部屋に直接乗り込み、期末テストの解答用紙を返してくれ、期末テストの点数を教えてくれと要求したのだ。

　教授たちも困っていた。返して良いものかどうか、規定を調べる間もなく彼女の凄すさまじい熱気にあてられ、ついつい採点したテストを返却してしまっていた。教授陣の中でたちまちアーニャは有名人となった。

　テストの結果は私の負け越しである。

　私の勝率は３割といったところだろうか。ふふーん、と誰からでもわかる自慢げな表情を顔に張り付け、彼女はとても嬉うれしそうにしていた。『最近調子悪いんじゃないのぉ？』とアーニャは私を煽あおるが、私は『次は見てろ』と返すしかなかった。

『次は見てろ』なんて、心にもないことを言った。

　そう言うしかなかった。




「……え？　あたし、ですか……？」

　きょとんとした顔で自分を指さしながらアーニャは言った。

　アーニャは大学でのレポートが高く評価され、学外での討論会に参加しないかとある教授から推薦を受けたのだ。凄すごいじゃないか、さすがはアーニャだ、と私は彼女に激励の言葉を贈ったのだが、彼女は戸惑いの色を隠せなかった。

『なんでジークは選ばれていないのに、あたしだけ……？』

　その顔色からはそのような考えが透けて見えていた。

　そしてアーニャは別の大学間で行われる討論会に参加し、優秀な成績を取っていった。またある時、学年での年間成績優秀者として彼女の名前が挙げられた。それまでのレポートの成績、学期末テストの成績、それらの全てを加味した成績で彼女は上位に名を連ねていた。

　その時もまた、彼女はただただ困惑していた。

「おめでとう！　アーニャ！　凄いね、年間成績優秀者！」

「……ありがと、ソフィ」

　ソフィとコスタスを誘い、皆で年度末の打ち上げをした。皆の１年を聞いてみる。

「うちは普通の大学生やってるよー。単位落としているのがなくて良かったー」

　そう言っててれてれとソフィは笑っていた。

「……俺も普通だな」

「嘘うそつけ、コスタス君。コスタス君はレポートに『毒』に対する熱意を書き過ぎて、薬学系の教授と親しくなったって言ってたじゃん」

「…………」

「もう軽く研究室を覗のぞいてるんだって」

「……それは凄すごい」

「…………」

　私達はまだ１年生だった。それなのに、大学の教授と交流が始まっているというのは凄いことであった。彼の熱意と、その能力が認められ始めているのだろう。

　コスタスは昔から変わっていた。その『変わっている』が活き始めていた。

　アーニャといい、コスタスといい、天才の芽が出始めている。

　差が明白になっていく。




　私たちの大学では２年生からゼミの選択が始まる。と言ってもゼミの体験会のようなもので、１年を通して代わる代わる色々なゼミを体験していく形式だったのだが、そんな試用期間でもアーニャは期待の的であった。ぜひうちのゼミにと、１学年に華やかな成績を残したアーニャは各方面から引っ張りだこだった。

　もちろん私にはそのようなことはなかった。

　さて困ったことに、彼女の中ではもう当然のように私が彼女と同じ研究室に入ることは決まっているらしく、さぁ、どこに入る？　と一緒に入る研究室のことで相談を受けた。

　私は苦笑するしかなかった。

「お互い興味ある分野をそれぞれ決めればいいんじゃないか？」と意見を出してみると、彼女の機嫌は見る見るうちに悪くなったのだが、「そうね……それが正しい選択ね……」と何とか渋々了解を得ることができた。

　私はカバンから季節もののお菓子を取り出し、なんとか彼女の機嫌をとった。

　結果として、アーニャは魔法道具研究開発のゼミに入った。

　そして私も同じゼミを選んだ。

　……いや、待ってくれ、これに関しては本当に誤算だったのだ。せーので指さしたゼミが私も彼女も魔法道具研究開発のゼミであったのだ。私は前世の仕事で魔法道具製作会社に５年ほど勤めていたから、その経験が活かせるかもしれないと思い、そのゼミを選んだ。

　ただ、彼女はなんとなく面白そうだからという理由でこのゼミを選んでいた。だが話をよく聞いてみると、アーニャは研究職に興味があるらしい。それは中等部の頃、クレメンス魔法工業を見学した際から少し気になっていたみたいだった。別に医療に興味はないらしいが、魔法道具の研究に対しての興味は、確かにあの見学会に起因しているもののようだった。

　ソフィは経営学のゼミに、コスタスは薬学系のゼミに行くようだ。コスタスは幼い頃から全くぶれない。ただ、皆はもう立派な大学生であった。

「なんてこった……」

　同じゼミに入ることになり、私は唖あ然ぜんとする。なぜか自慢げな彼女を横に、私はそう呟つぶやくほかなかった。




　そして３年生になり、彼女はますます活躍するようになった。

　論文が評価されて学会で賞を取り、別の大会へと招待され、着実に成果を上げていった。学生のうちから他大学の教授陣とも交流を持つ機会を得て、忙しそうに飛び回っていた。他大学や企業との共同研究にも招致され、そこでも優秀な成果を上げ続けた。

　でも私には特別なことはなかった。

　言うなれば、平凡な、他の人と変わらないゼミの生活を送っていた。

「なんでよっ……！」

　アーニャは私の前だけで叫んだ。

「なんであたしだけなのよっ……！」

　そんな、どうしようもない、どこにも向けられない怒りが私の前であらわになった。彼女は自分の中の、いつまでも私と張り合っていたいという願望、妄想が上手うまく現実にならないことに苛いら立だちを覚えていた。

　でもそうはならないんだ。そうはならないんだよ、アーニャ。

「……ごめんな」

　そう一言言うと、彼女は悲しそうな顔をして、「ごめん」と私にも聞こえるか聞こえないかというくらいの小さな声を発し、その場を後にした。

　綻ほころびはもう綻びではなく、れっきとした崩壊の形になっていた。




　＊　＊　＊　＊　＊




「コンテスト？」

「そう、コンテスト！」

　研究室に持ってきた魔法道具製作のコンテストの張り紙をばんと私の前に突き出し、アーニャは鼻息を荒くして叫んだ。

「これで勝負よっ！」

　それは簡単に言うと、決められた所定の性能を満たす魔法道具を開発、製作し、その効能、デザイン、発想などあらゆる観点でその魔法道具を審査するコンテストであった。大学間で行われるコンテストであり、魔法道具製作という実務に近い能力を要求される。

　私は少しばかり胸が躍った。

　実務に近い能力を求められるコンテスト。それは前世で５年間の実務経験を積んだ私にとっては好条件のコンテストであったからだ。久しぶりにアーニャと張り合える。そう思うと少しだけ笑みがこぼれた。そんな私の微妙な感情を察したのか、彼女もまた期待を込めて笑っていた。

　私は全力でそのコンテストに打ち込んだ。

　朝も昼も晩もその魔法道具のことを熱心に考え、何通りも何通りもアイディアを出しては紙に書き留める。試作品を作っては問題点を洗い出し、修正品を作り出す。製作に失敗はつきものであることは前世での仕事の時に学んでいる。だから大切なのはまず手を動かしてみることだ。

　いくつもいくつも試作品を作り、改良、改善を繰り返していく。時に頭を落ち着かせ、別の角度から自分の作品を眺めてみる。過去のアイディア、あるいはまったく別の製品にヒントが隠されていないか探ってみる。

　記憶を掘り出す。前世での実務期間５年の経験をもっと活かせないか、あの時働いていたことにもっと何かヒントは隠されていないか、もっと良いアイディアはないか、もっと良い改良案はないか……。

　ただがむしゃらに、がむしゃらにその魔法道具製作に打ち込んだ。

「ねぇ……ジーク、あんた、大丈夫なの？　頑張りすぎじゃない……？」

　アーニャがおろおろしながらそんな私を心配していた。自分から持ち掛けた勝負にも関わらず、彼女は慌てながら自分のライバルの心配をしていた。大丈夫、大丈夫だよ……と言って、彼女の頭をポンポンと叩たたいた。その時、少しだけ足がよろけてしまった。彼女には余計心配をさせてしまった。

　でも、私は全力を出さなければいけないんだ。

　もうこれが最後なのかもしれないのだ。彼女と張り合える最後の機会なのかもしれないのだ。私には分かっていた。彼女との差は開き、そしてもう埋まることがないことを。私はもう彼女の全力に応えることができないことを。

　もう彼女を満足させることができないことを。

　───私は『転生』しても、凡人のままであったのだ。

　だから最後にせめて。

　最後にせめて。

　全力で。

　全霊で。

　私の全てを掛けて。

　彼女との勝負に臨ませてください…………。




　コンテスト当日。

　広い会場だった。多くの大学が参加しており、その広い会場が学生たちで埋め尽くされていた。長年続く権威のある大会で、数多くの企業やマスコミの記者も学生たちの雄姿を見守り、未来につながる人材を探していた。

　コンテストは進む。

　コンテストは進む。

　コンテストは進む…………。

　やはりアーニャは優秀であった。

　彼女の魔法道具は独創性、機能性、デザイン、どれをとっても優れていた。テストで言えば１００点……いや、１２０点のような出来であった。

　初めから彼女の凄すごさは１００点満点のテストでは測れないものだったのだろう。

　結果が出る。

　彼女の作品はなんと準優勝を果たした。千人を超える参加者の中で２位という素晴らしい結果を叩たたき出していた。




　そして、私は…………。

　私は…………。
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　雪が降っていた。

　大雪が降っていた。

　視界の全てが真っ白に染まっていた。この大雪は50年ぶりの特別な大雪であると気象学を学ぶ友達が言っていた。

　冷たい。

　真っ白だ。

　私の世界の全てが雪で覆われていた。前世で死んだ日と同じくらいの雪が降っていた。

「……こんな日に、外に出ちゃ、ダメでしょ」

　ベンチに座る私に傘を差し出す女性がいた。

　アーニャだ。アーニャが私を探しに来ていた。

「あぁ……すまない…………」

　そう言って傘を受け取るが、傘に何の意味もない。小さな傘ではこの特別な大雪を防ぎきれず、ただただ雪が自分の体の上に積もっていった。

「残念だったわね……選外……。ジーク、あんなに頑張っていたのに……」

　そう、私の作品は選外。予選落ちであった。

　コンテストの早い段階で、私の全力の結晶は舞台から姿を消していた。

「……当然の結果だ」

「……そんなこと、言わないで……」

　そのコンテストは規模が大きく、たくさんの大学が参加した。本当の天才が集う大会だったのだ。私の作品が通用しないのも当然のことであった。

「ねぇ、こんな場所にいたら風邪ひくよ……。家の中、入りましょ？」

「……私は、もう少し雪を見ている……。アーニャ、君は家に帰れ」

「……ジークが帰るまであたしも帰らないわ」

　そう言ってこの大雪の中、彼女は私の隣に座った。

　大雪が全ての音と色を飲み込んでいた。

「……すまんな」

「え？」

「もう君には敵かなわない……」

　小さな声で、彼女だけに聞こえるようにそう言った。他には誰もいなく、雪しかないにも関わらず。

「私との勝負はこれで最後だ。これからは、本物の天才と競い合っていくといい」

「ジーク、何を言っているの……？」

「もっと広い世界に目を向けるんだ。君は本物の天才で……君と張り合える別の天才は、どこかに必ずいる。今後、君の全力は、その天才たちに向けるんだ……。私はここまでだ。私はここでお別れだ」

　私は彼女の目を見た。

「私は『特別』にはなれなかった。君のような『特別』にはなれなかった」

　私は自分の目から涙がこぼれ落ちないようにするのに精一杯だった。

「何を……何を言っているの、ジーク……？」

「あの日もこんな雪の日だった…………」

　しんしんと降る雪を見上げていった。上も下も右も左も雪が埋め尽くす変わらない景色が広がっていた。

「私が死んだ日もこんな雪の日だった。動かない体の首だけを回し、窓から雪の景色を眺めていた。その雪に強烈な羨望を抱いていた……」

「─────？」

「それまでの28年の人生は平凡という名にふさわしい人生だった。悪いものではなかったけれど……私は特に秀でたものを持たず、非凡な道を歩まず、学校の成績では１回も１００点を取れたことはなかった……。『特別』に憧れた。『凡ぼん庸よう』な私は『特別』に憧れたんだよ……」

「……どうしたの？　……何を言っているの、ジーク？」

　高等部の終わり、彼女にできなかった返事を、今ここでする。

「私は『転生』しているんだ、アーニャ。一度死んで……その記憶を持って、生まれ変わったんだよ」

「………………え？」

「信じられるかい？」

　呆ぼう然ぜんとする彼女から目を逸そらし、私は語りだす。

「一度人生を経験している者にとって初等部のテストというものは簡単なものだ。それは当たり前だろう。そして、何も知らずそんな私に挑んできた君は無鉄砲というか、無謀というか……ただ仕方がないのが、君は何も知らないということだった。中等部の頃までは私の全勝だった。前世での28年の蓄積はいかんなく発揮された。……でも高等部から成績は並ばれ、最後の方は逆転されていたね。それは当然のことなんだ」

「─────」

「高等部の勉強は難しい。一度経験したからといって、そう簡単に１００点を取れるような問題ではなくなっていく。『もう一度高等部をやり直せたら最難関の大学に入れる自信がありますか？』と道行く人に聞いたら、『はい』と答えられる人は少ないだろう。……私は中等部の頃から高等部、大学受験の勉強をしていたからなんとか君と張り合えていたが、普通ならこの国の最難関の大学に入れるほどの非凡な学力など有せる人間ではなかったんだ」

　私はその時既に限界を迎えていた。いや、限界をとうに超えていた。

「大学生活では全く勝負にならなかった。当たり前だ。学会で賞を取ったりできるような能力は私にはない。私にかけられた魔法の有利さは、前世での経験を活かすことだけだ。大学の難解な学問で優秀な論理を構築できるだけの能力は……私には……初めからなかった…………」

　彼女はぼんやりと私の話を聞いていた。大雪が降る中、口を挟まず、ただじっと話を聞いていた。

「『十とおで神童、十五で才子、二十はたち過ぎれば只ただの人』……『転生』という魔法は15年近くで綻ほころびが出始めた。時間が経たてば経つほど有利はなくなり効果が消えていく魔法だった。アーニャ、君は私に追いつこうと必死に努力していたのだけれど、私は君に置いていかれないようにするのに精一杯だった。そして『転生』というメッキが剥はがれ、『凡人』の私が浮かび出た。時間は私にかけた魔法を崩していった……」

　我慢ができなかった。

　私の目から涙がこぼれてしまった。

「雪のような『特別』になりたかった。『特別』な君とずっと張り合っていたかった。ごめん……。私は『特別』にはなれなかった……。ごめん……。ごめん…………」

　嗚お咽えつが漏れる。ただ、ごめん、と繰り返した。彼女に追いつけなかった。20年かけても彼女には届くことはなかった。

「ごめん…………っ！」

　私は『凡人』のまま、何も変わってなどいなかった。

「バカ……。バカ…………」

　泣いていた。

　彼女もまた泣いていた。崩れゆく私の姿を見て、泣いていた。

「何言ってるのか……全然分からないし……生まれ変わりとか、全然信じられないし、訳分からないし……意味分からないし……」

　大雪が彼女を打つ。

「話全然分からなかったし……急に納得なんかできないし。本当に、本当に悪いと思うんだけど……あんたの言っている『凡人』っていうのがあたしには分からない……。その『凡人』っていう感覚が……あたしには全然分からない……」

　仕方のないことだ。

　天才には凡人のことは分からない。アーニャは私のことを理解できない。

「でも、でもね……。分かることはあるの……」

　アーニャは泣きながら言葉を続ける。悔しそうに大粒の涙を流しながら私に言葉を投げ掛ける。

「ジークがもう限界だって……これ以上は先に進めないんだって、これ以上無理させちゃいけないんだって……あたしには分かるの。分かるよ。それぐらい。だって、あたし……ずっとずっとあんたの傍そばにいたんだもの。ずっとあんたのこと……見てきたんだもの」

　そうか……そうなのか……。

　もうすでに見抜かれていたのか……。私のメッキが剥がれ落ちていることは見抜かれていたのか……。

　ならばこれで本当におしま…………、

「でも、でもね……」

　アーニャが私の体をぎゅっと抱き締めた。

「別れなんて、言わないでよ……。さよならなんて、言わないでよ。もう、ジークと競い合えないのは、悲しくて、残念で、心が痛いけど……でも……ずっとずっと傍そばにいてよ。ずっとずっと一緒にいてよ…………。

　───あたしは14年もあんたのこと、好きなんだから…………」

　心臓がどくんと跳ねた。血が体中を巡っていく感覚があった。

　それでやっと、気付いた…………。

「…………寒い」

「うん」

「冷たい」

「……うん」

「君の体、冷たい」

　抱き締められている。

　冷たく白い腕に抱きしめられていた。

「ダメだ……。君は、こんな外にいては。風邪を引いてしまう。君は、皆から期待されている……大事な体なんだから……」

「言ったでしょ。ジークが帰るまであたしも帰らないわ」

「…………」

　その時、彼女の唇が小さく私の頬に触れた。

「…………え？」

　驚く。驚いてしまう。短い一瞬のことではあるけれど、彼女が私の頬にキスをした。

「負けたらほっぺにちゅーしてあげてもいいって、昔言ったから…………」

「…………」

「これは……その分……」

　私は思い出す。10年以上前のことだ。学習塾でアーニャが、自分が負けたら頬にキスしてもいいと言い、そして負け、塾の皆にからかわれていた。そしてその時、確か彼女は逃げていた。

　私は白い雪の中、少し赤くなる。

　彼女がくすりと笑う。

「ねぇ、家に戻ろ？」

　彼女は笑っていた。

　泣きながら笑っていた。




「大雪ばっかりに憧れてないで……暖かい家に戻ろ？」
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　まだ呆ぼう然ぜんとしていた。

　彼女の部屋の天井を見上げながら、まだぼんやりとしていた。彼女に別れを告げたつもりだった。今日、全てを告白して彼女との別離を済ませたつもりだった。

　それがなぜかまだ私は彼女の部屋にいて、あまつさえ彼女の家のお風呂まで借りている。

「あー！　すっきりしたぁっ！」

　そう言いながらまだ湯気の立つアーニャが部屋に入ってきた。

「で？　さっきの話ってのはどこからどこまでが本当なの？」

「……転生の話か？」

「そうよ。それ以外に何があるのよ」

「……全部だよ。信じられないのも無理はないが、私は何一つ嘘うそは言っていない」

「うっそだー」

　そう笑いながらアーニャは私の前世の話を聞いてきた。

　まだ放心と諦観に揺れる夢うつつの状態のまま、私は促されるままに話をした。

　前世のこと。といっても大して面白い話ではなかっただろう。平凡な人生であり、こんな大変なことがあった、こんな面白いことがあった、こんな変な友達がいた、テストで悪い点を取って親に叱られた、こんな風にして私は人生を歩んできた──。

　そんなとりとめのない話をした。

　そんな何でもない話をアーニャは嬉うれしそうに聞いていた。

「やっとあんたに追いついた気分だわ」

「……え？」

「なんて言うのかな……やっとあんたの幼おさな馴な染じみになれたような気分になった」

　そう言って笑っていた。

「……そうなのか？」

「そうよ」

　アーニャは言う。

「だって、あたし知らなかったんだもん」

「え？」

「あんたの恥ずかしい昔の失敗とか、子供の頃の笑い話とか、そういうのあたし知らなかったんだもん。あたし、あんたの幼馴染なのにさ」

「…………」

　確かにそうかもしれない。私は生まれた時から28年分の経験の記憶があったため、未熟な子供ならではの失敗談などがない。子供の頃誰でもしてしまったような恥ずかしい経験とか、苦い記憶とかが今世においてはなかった。

　それは確かに幼おさな馴な染じみの甲か斐いがないかもしれない。

「あたしはケーキ取られて泣きながら学習塾を出たとか、今思えば恥ずかしい事してたのに……」

「……君、あの事を恥ずかしいって思ってたのか」

　何とも思っていないのだと思っていた。

「でも、あんたがテストの点が悪くて親に怒られたなんて話、初めて聞いたわっ！」

　そう言って彼女はとても楽しそうに笑っていた。鬼の首を取ったかのようににやにやと私のことを見ていた。

「これでちょっとは対等よ！　これでやっと幼馴染って感じかしら？　やっと勝負って感じねっ！」

「……アーニャ」

「ジーク、あんたそう簡単に幼馴染を辞められるなんて思わないことねっ！」

　ふふんっ、とアーニャは豪快に鼻を鳴らした。頬は少し赤くなり、口角が上がり、楽しそうに、子供のように笑っていた。テストの点数が悪かった私の話を聞いて、子供のように笑っていた。

　私の誰にも知られていなかった28年が、少しだけ埋まった。

「ねぇ、ジーク……」

「ん？」

「これからもずっとよろしくね？」

　そう問いかけられ、私の心臓は強く打った。それは高等部の時、キャンプファイヤーで言われた言葉と同じだった。

　あの時、私は返事ができなかった。その言葉とは全く違うことを考えていたのだ。

「……あぁ」

　でも、今の私は頷うなずいた。

　彼女の言葉にしっかりと頷いた。

「うん！」

　彼女がにっこりと笑う。あの時は見られなかった笑顔だった。

　幼馴染は簡単に辞められないから幼馴染というのかもしれない。腐れ縁というのは簡単には切れないから腐れ縁というのかもしれない。

　私も少し笑った。

「で？　あんた、これからどうするの？」

「……どうするって？」

「もう一人で抱える必要なんてないんだから、好きに生きればいいじゃない。なんか楽しいことしましょうよ、ね？」

　温かいココアを飲みながら、彼女はそんな風に気軽なことを言う。

「なんだろう……確かに前世よりも学歴はいいのだから、どこに行くにも有利ではあるが……」

「あーーー！　もうっ！　有利とか不利とか！　そういうんじゃなくて！　あんたは何が好きで、何が楽しいのかってことよ！」

　片手を腰に当て、片手で私をびしっと指差し、彼女は力強く言った。

「何が……何が、楽しいか……か…………」

　じっと目を閉じて考える。でも、簡単に見つかるようなものでもないような気もする。

「ゆっくりと考えてみるか……」

「いや！　あたしには分かるわ！　教えてあげる！　あんたは何が好きで、何が得意か！」

　え？　なんだ？　どういうこと？

　なんで私の好みをアーニャが宣言しようとしているのか？

　呆ぼう然ぜんとしながら私はアーニャの言葉を待った。

「あんたに合った道は『教師』よっ！　だって、なぜなら！　このあたしをここまで育てたのだものっ！」

　胸を張って彼女はそう言った。

『教師』。そう言われて、何か自分の胸の中にすっと嵌はまるものがあった。

　中等部の頃、友達相手に頻繁に勉強会を催していた。頼ってもらえるのが嬉うれしかった。私が言ったことを理解してもらえるのが嬉しかった。友達の役に立っていることが嬉しかった。

　アーニャとの勉強会、私は彼女に頼られていることが嬉しかった。

「幼おさな馴な染じみのあたしが言うんだもの！　間違いないわっ！　あんたはあたしの『先生』だったのよ！」

　私のことは何でも知っているのだぞ、と自慢げな顔をしながら彼女は笑っていた。

　それにつられて、つい私も笑ってしまった。
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　大雪の日になると思い出す。

　私が死んだ日、私が『特別』に強く羨望を感じた日。

『転生』という私の『特別』は、一体私の何を変えたのだろうか。

『転生』によって色々なことが起こった。だが、平凡な私自身の性質に一体どんな変化が起こったというのだろうか。

　答えは出ないし、結局何も変わらず私は平凡のままであるような気さえする。




　ただ、

「せんせー！　さよーならー！」

「先生、さようならー」

「あぁ、雪に気をつけて帰るんだぞ」

　今日もいつものように生徒たちの成長を見守りながら日々を過ごしている。

　平凡だけど、やりがいのある仕事である。

「皆帰ったが、私は残業か……」

　私にはまだ書類整理が残っている。あと、テストの採点も。

　……そういえばテストの点数で張り合っている子たちがいたな。今回の結果はどうなったのだろうか。

　採点する側になって思わず笑みがこぼれた。




「あら、あなた、お帰りなさい」

「パパー！　おかえりなさーい！」

　家の扉を開けると、妻が顔を出し、娘が私の足に飛びついてくる。娘を抱きかかえると、娘は嬉うれしそうにキャッキャと笑った。

　妻は特別な人間だ。

　研究熱心で大学の教授を目指しており、たくさんの論文を仕上げている。とても優秀な成果を上げており、何度も何度も海外の学会に出席している。新進気鋭の若手研究員という訳だ。

　ただ、私にとって彼女はそういった意味での『特別』ではない。違う意味での『特別』を抱いている。

　つまり、愛している、ということだ。

「今日は君が夕飯を作ってくれたのか？」

「うん、しばらくは遠出もないしね。早めに帰れると思うわ」

「しばらくはパパとママといっしょー！」

「……そうだ、今日、ソフィから連絡があったぞ。コスタスやパリスも呼んで一緒に遊ばないかって」

「ふぅん、いいんじゃない？　あたしは予定が合えばだけど」

「ティフィーちゃん来るかな!?」

「ソフィとコスタスが来るんだったら来るんじゃないか？」

「わーい！」

　娘は喜んでいた。そんな姿を見ると思わず笑みがこぼれてしまう。更に喜ばせようと、私は鞄かばんの中からあるものを取り出した。

「お土産のお菓子買ってきたぞ」

「わーい！　パパ！　ありがとう！」

「え？　なになに？　今日は何のお菓子？　ねぇねぇ？　今日は何味？」

「……娘より食いつくな」

　平凡な私ではあるが、生徒たちの成長を見守り、特別な妻と特別な娘と共に生きていく。

　そんな平凡な、心地よい人生を歩んでいる。

　私は今、暖かい人生を歩んでいる。
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第５話　大雪のように大変で、穏やかな日常







　12月の初旬の、普段と何も変わらない平凡な朝のことであった。

　冬の寒さが静かに世に浸透し始めて、外には雪がちらつき始めている。ほろほろと降る雪の粉はじわりと地面を濡らし、溶けて消えていく。

　今日の雪は積もることのない可愛らしい雪であった。

　日を追うごとに寒さが厳しくなり世界を冷やしていくが、魔法道具の暖房を入れている家の中はとても快適で暖かい。ストーブの火で体を温めながら窓の外の冷たい雪を見るのは何とも言いがたい安らぎを感じる。雨音を家の中で聞くのと同じような穏やかな一時を過ごしていた。

　私は雪の降る気配を感じながらリビングのソファに座って新聞を読んでいた。テーブルの上に置かれたコーヒーが内側から体を温める。新聞を一通り読み終え、コーヒーのお代わりでも入れようと思った時、リビングの扉ががちゃりと開いた。

「あぁ、ユキ。おはよう」

「…………おはよぅございますぅ」

　娘のユキが目を覚ましリビングに顔を出した。

　まだ眠そうにしており、しぱしぱとしている目を力なくこすっている。朝の挨拶も尻すぼみに消えていき、まるで力がこもっていなかった。

　娘のユキは今年で11歳だ。妻と同じ薄い青色の髪を持ち、それを長く伸ばしている。可愛いもの好きなのか、少女アニメのマスコットキャラクターが描かれたパジャマを愛用している。

「あ、ユキ起きたの？　おはよう」

「……おはよぅございます、お母さん」

「もう少しで朝ごはんできるからちょっと待っててね」

　起きてきたのは朝食の匂いに釣られたからなのだろうか。まだ上手うまく回っていない頭でふらふらと体を揺らしながら、それでも正確にリビングの食卓についていた。ぐー、とお腹の音が鳴っていたが本人は何も気にしていなかった。

「あ、そうだ、ユキ」

「なんですか？　お父さん？」

　声を掛けるとユキの顔がこちらに向き、半開きの小さな目が私を見た。

「後でお母さんと車で買い物に行くんだが、ユキは今日暇か？　一緒に行かないか？」

「…………」

　そう聞いた時、半眼だったユキの目がぱちっと開いた。寝ぼけ眼まなこだった目はバッチリと覚醒し、女の子の大きな瞳が私を力強く見据えた。

　そして口を大きく開いて、声を出した。

「いやですっ！」

「…………」

「いやですっ……！」

　簡潔にシンプルな否定の言葉を言い放ってぴょんと椅子から飛び降り、急いで自分の部屋へと戻っていった。長い髪を揺らしながらとてとてと走る後ろ姿を、私は唖あ然ぜんとしながら見送った。

「あはははははっ！」

　アーニャは台所で笑っていた。腹を抱えて心の底からおもしろそうに笑っていた。私が娘にフられる様子を見て、ひーひー言いながら笑っていた。

「…………」

「あはははははははははっ！」

　私はダメージを受けている。地味に傷ついている。胸に深い傷が刻まれ、衝撃に体を震わせている。それを見て、私の妻はゲラゲラととても楽しそうに笑っていた。
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　娘ユキ、11歳。少しおませなお年頃である。

　彼女は今、絶賛反抗期中であった。




「ユキ？　お父さんと一緒にいつものボードゲームしないか？」

「いやですっ！」

「…………」

　車での買い物の後、リビングで退屈そうにしているユキに声を掛けてみた。

　退屈なら遊びに乗ってくるかなと思ったのだが、しかし返ってきたのは元気な否定の言葉で、娘は長い髪を揺らしながらぷいとそっぽを向いてしまった。即断即決、あまりに早い拒否の返答だ。自分の心が傷ついていく。

「な、なんでだい……？　ユキ？　ユキはこのゲーム、好きだったじゃないか……？」

「お父さん、わたしを子供扱いしないでくださいっ！」

　小柄な体をふんぞり返らせて娘は腕を組んだ。ふんと鼻を鳴らしていた。

「もうそんな子供みたいな遊びできませんっ！」

「いやぁ、ユキ、子供じゃないか……」

「子供じゃありませんっ！」

　ユキは頬っぺたを膨らましながら怒っていた。

「わたし、暇じゃないですから！　お父さんと遊んでる余裕なんてないんですっ！」

「えぇ……今ソファで暇そうにしてたじゃないか」

「……い、いま予定ができたんですっ！」

　邪険にされる。

　この年頃の子供に深く構うのは良くないと分かっているが、娘にそっけなくされるのは一人の父としてとても悲しい。全国のお父さんの悲しみを身をもって体感しているのだ。こういう世間の普通の悩み事をうんうんと悩んでいると、私は自分が周りと変わらない凡人であるのだと自覚させられるものだ。寂しいからもう少しだけ誘ってみる。

「そんなこと言わずに一緒に遊ばないか？」

「いやっ！」

「最近勉強の方はどうだ？　分からないところがあったら教えてあげられるぞ？」

「いやですっ！」

「……お父さんと一緒に遊ばないでくれないか？」

「い……っ！　ぶーぶー！」

　取り付く島がなかった。……いや、引っ掛かりそうだったけど。

　そして、ふんふんと鼻を鳴らしながらユキはせかせかとお出掛けの用意をし始めた。少し背伸びをしているのか、今までほとんどしたこともないだろう簡単なお化粧をし始める。最近買った綺き麗れいな服でおめかしして、鏡の前で満足そうにうんうんと頷うなずいていた。

「どこかに行くのか？　ユキ？」

「ういんどうしょっぴんぐです！」

　恐らく聞きかじったばかりの言葉なのだろう、わたしはもうこんなことも知っているんだぞ、というかのように自慢げに語っていた。

「お菓子でも買ってくるのか？　お菓子代くらいならお小遣いあげてもいいぞ？」

「子供扱いしないでくださいっ！」

　叱られた。

「車には気を付けるんだぞ？　あと、知らない人について行っちゃダメだからな？」

「子供扱いしないでくださいっ！」

　怒られた。

　ユキがとてとてと玄関に走っていき、靴を履く。娘は寒い外へと飛び出していった。行ってらっしゃいと言葉を送ると、素っ気ない声で行ってきまーすと返事が返ってくる。一応挨拶はしっかりとする子だから、同じ反抗期でも随分と扱いやすい方なのだろう。しかし、ドアが乱暴に音を立てて閉められた後のしんと静まり返った玄関に一人取り残されると、やはり寂しい気持ちが胸の中を走り抜けていった。

「あれ？　ユキ、もう出掛けちゃったの？」

「アーニャ……」

「いやぁ、見事なまでに反抗期が来たねぇ」

　嵐のように飛び出していった娘を見送り損ねたアーニャが、からからと笑いながら私に近づいて来た。

「いやー、朝は笑ったわよ。まさか買い物にも付き合ってくれなくなるとは。ユキに断られた時のあなたの唖あ然ぜんとした顔、すっごい面白かったわ！」

「ひどいな」

　思い出しただけでも楽しくて面白くて仕方がないというかのように、アーニャは腹を抱えて笑った。私は結構傷つき、うなだれていた。うちの女性陣は私に優しくない。

「ま、仕方ない、仕方ない！　反抗期の娘に嫌われるのもお父さんの仕事ってやつよ」

「頭では分かってるつもりなんだけどなぁ……はぁ……」

　ため息をつくしかなかった。

「なんとなく分かるんだけどね」

　アーニャがそう言った。

「……分かるって？」

「あの子の気持ち。子供扱いしないでって、最近言うようになったでしょ？」

「あぁ、背伸びがしたいんだろ？」

「いや、そうじゃなくて……張り合いがないんじゃないの？　あの子？」

　アーニャは扉の向こうの見えないユキの姿を追うように、遠い場所を見つめていた。

「あの子って頭いいでしょ？　競い合う相手がいないのよ、きっと」

「……そうか」

「退屈でつまんないのよ……。あ、コーヒーでも入れようか？」

「ありがとう。いただくよ」

　私達は温かいコーヒーと共にリビングに戻った。

　こういうことを言うと親バカと思われるかもしれないが、ユキは頭のいい子だった。アーニャの血を濃く継いでいるのか、初等部でテストのほとんどが１００点であり、学習塾での難しいテストだってトップの成績を誇っている。

　才能溢あふれる有望な少女であった。

　初等部低学年の時はテストでいい点を取ると喜んで私たちに見せてきた。頑張ったな、偉いぞ、と褒めて頭を撫なでるととても嬉うれしそうにしたものだった。だけどいつの日からか１００点を取っても喜ばず、見せびらかしもしなくなった。彼女の中で１００点を取るのは当たり前のことになっていた。最近、頭のいい子がたくさん集まる学習塾のテストでもその様子が見られるようになってきた。ライバルがいないのである。１００点で１番なのは彼女にとって日常になってしまったらしい。

「その兆候は分かっていたつもりだったが……そうか、それが反抗期を誘発してしまったか」

「何もなくても反抗期は来たと思うけどね。ライバルがいないからテストでいい点数をとってもやりがいがないのよ。大人の世界ならつまらない毎日を変化させてくれる、って思ってるんじゃないの？」

　アーニャは小さなため息をついた。過去の自分と今の娘を重ね合わせ、比較しているのかもしれない。ユキの一番の理解者はアーニャだ。なぜならあの子は天才故の苦しみを味わっているからである。

「……私には分からない悩みだな」

「そう？　転生とかしたら幼少期なんて退屈そのものだと思うけど？」

　私も少年の頃は神童と呼ばれていた。しかし、それは才能に溢れていたからではない。

　私は転生をしていたからだ。過去の経験を活かしていただけであり、私は天才などではない。妻であるアーニャにだけはそのことを話している。

「ユキの退屈と私の退屈はまるで性質が違うし……それに社会に出て忙しく働いた後の死亡だったから、退屈というのは楽園だったな」

「……あなた、前世は社畜だったのね」

「……前世は社畜だったな」

　遠い目をする。いや、学校の先生だってもの凄すごく大変だけどな。

　一度ユキが転生者ではないかと疑ったことがある。ユキはとても頭が良く、私がそうであったため、その可能性が頭に浮かんだのだ。前世ってあると思う？　自分の前世ってなんだと思う？　そんな感じの質問をした。

　結果として彼女は転生者ではないと思われた。『わたしの前世はお菓子の家だと思いますっ！』と訳の分からないことを言っていた。……天才というのは計り知れないもので、凡人である私には彼女の答えを理解できなかった。食われるぞ、それ。

　ユキは頭がいい割には精神年齢が幼いため、ただの頭のいい子供なのだと思われる。

「とにかく何が言いたいのかというと、私にはユキの退屈を理解してあげられそうにないということだ。頭のいい同士、アーニャなら分かってあげられるんじゃないか？」

「多少よ、多少。あたしはあの時バリバリやる気に燃えてたから」

「……その節はお世話になりました」

　転生者である私と渡り合ってきたのだから、本当に彼女は大したものだと思う。

「ユキに何をしてあげたらいいか……。あの子に張り合える相手がいればいいのだが」

「そう簡単にいたらあの子は神童と呼ばれていないわ。一応、今行っている学習塾も地域で一番難しいところなんだから」

「難しい問題、か……」

　天才の孤独など私には分からない。分かるはずもない。分かる人が圧倒的に少ないからこそ、天才というのは孤独なのだ。

　それでもアーニャは何でもないように温かなコーヒーをすすった。

「ま、健康でいてくれたらそれだけでいいわ。退屈だろうと何だろうと、体調を崩さないでいてくれたらそれで十分。それ以上望んだら罰が当たるってものよ。あなたも反抗期で素っ気なくされることぐらいは辛抱なさい」

「……そうだな」

　ユキは大きな病気を患った経験がある。

　手術は成功しているし、その後の容態もずっと安定している。今でも念のため検査入院をすることはあるが、それ以外はほとんど健康そのもので体調を崩すことはそう多くない。だがその病気の恐ろしい所は、数十年前までは治療法が確立されていなかったという点だ。治療の見込みが立てられず、死亡率の高い病気であったのだ。

　今では恐れられるものではないが、そんな病気にユキは罹かかっていた。

　この時代で良かった。この時代に生まれてくれて本当に良かった。心からそう思わずにはいられなかった。

「……そうだな。健康でいてくれるだけで十分だ。ユキに構ってもらえないのは我慢するとしよう」

「そうしなさい。反抗期にあれこれしようとしても逆効果なだけよ。見守ってあげなさい」

「……アーニャは大人になったなぁ。実は私よりも歳上なんじゃないか？」

　私はこんなにもおろおろしているというのに、アーニャは娘の反抗期に至って冷静だ。

「だってあたし、ユキにそんな反抗されてないもの」

「……なんだって？」

「煙たがられているのはあなただけよ、お父さん？」

　ぐっ！　ぐぐぐっ……！　ぐぐぐぐぐっ……！

　苦しいっ！　胸が苦しいっ！　娘に嫌われるのが父親の業だとはいえ、これは苦しい！　あれなのだろうか？　今後、私だけが仲間外れにされて、アーニャとユキがお出掛けしてしまうこともあるのだろうか。悲しい……。

「お父さんと洗濯物を別にしてくれ、と言われるのもそう遠くないことかもしれないわね」

「やめてくれ、容易に想像できてしまう……」

「あははっ！」

　想像しただけで胸が苦しくなる。お父さんクサい、とか言われるのだ。

　ぐぐぐっ！　きついっ……！　まだ親でない頃は洗濯物を別にされたくらいでなんで世の父親はそんなに悲しむのかと疑問に思っていたけど……親の身になって分かる。これはきつい！　愛まな娘むすめに邪険にされるのだ。これは苦しいっ！

「あたしも言ったなぁ。お父さんに洗濯物を別にしてくれって」

「お義父とうさん、可哀かわい想そうに……」

　親の心子知らずとは言うが、同じ親の身になってその辛つらさがよく分かる。今度お義父さんを酒にでも誘うか。この苦しみを分かち合いたい。

「パパ、ママ、何のお話してるの？」

「あ、ハレ」

「お姉ちゃん、どっか行っちゃったの？」

　息子のハレがリビングにやって来た。

　ハレは７歳で、姉のユキとは４歳違いである。男の子ではあるが、まだまだ小さく可愛い盛りで、先程も一緒に買い物に出掛けたのだ。その疲れから部屋で寝ているのかと思ったが、全然そんなことはなかったようだ。７歳の元気とは馬鹿にならないものである。

「お姉ちゃん、お出掛けだって」

「お出掛け」

「ハレ、お父さんとお母さんと一緒にボードゲームやらないか？」

　そう言うと、ハレは目をキラキラさせて答えた。

「やるっ！」

「おぉ、そうかそうか！　ハレは可愛いなぁ！　よし！　お父さんと一緒に遊ぼうっ！」

　とてとてと近寄ってきた息子を抱きかかえる。テンションが上がるのは許してほしい。この子には邪険にされていないのだ。

　私は転生者であったため他の人達よりも親との交流が淡白であったかもしれない。いやもちろん本当に子供だった頃だってあるのだが、私にとってその記憶は人よりも遠く昔のことで、もうほとんど思い出せない記憶の残ざん滓しと化している。今世での私が子供として赤点であったのは確かなのだし、今度父さんや母さんを酒に誘ってみるのもいいかもしれない。昔のことを話題にしながら一緒に食事をするのだ。

　私にとって遅れてしまった親孝行でもするとしよう。

「ハレは可愛いなぁ」

「ハレに反抗期が来るのはいつかしらね？」

　……そんな気の滅入ることは言わないでくれ、アーニャ。

　そんな平凡な日常を私は送っていた。










第６話　天才少年少女







　しんしんと雪の降る真夜中に目が覚めてしまいました。

　明かりのついていない暗い部屋。自室とは違う見慣れない天井。いつもの部屋では臭うことのない薬の匂い。暗い部屋でしたが、そこが真っ白な部屋だということは分かりました。

　わたし──ユキは病院の個室で眠っていたのでした。




　ベッドの上で身を起こしていると段々と意識がはっきりしてくる。今日は検査入院の日だった。昔行った手術の関係で、今も時々詳しく体を診てもらっていた。

　検査入院のため、病室に泊まるということは、わたしにとっては旅行でホテルに泊まるように気持ちをうわずらせる経験だった。キャンプのように特別な１日だ。最近ではもう慣れてきて、以前ほどのワクワク感はなくなってしまったけれど、病院に泊まる日はいつもの退屈な日常と違う日だということは確かだった。

　最初は病院という場所は恐い所だった。ここにいると死んじゃうんじゃないかって思った。

　でも病気は大したことなかった。周りの大人たちは、昔は恐い病気だったんだよと言っていたが、なんてことはない、全然大したことはなかったのだ。気が付いたら手術が終わっていたのだ。そうだ、気が付いたら病気は治っていたのだ。それまで病気は怖く、病院が恐ろしかったのに、すっかりあっさり治ってしまっていた。

　それ以来、病院も病気も怖くない。

　本当に重い病気で長く入院している人からすると、病室は苦痛の場所なのかもしれないけれど、わたしにとって病院は全然怖い場所じゃなかった。入院はキャンプだった。

「…………」

　変な時間に目が覚めてしまった。そう簡単に眠れそうにない。

　わたしはゆっくりと病室から出て、暗い廊下を歩き病院の中を散策した。巡回の人に会っても寝ぼけた振りをしておしっこしに来たと言えば何とでもなるだろう。

　昼の病院と夜の病院は印象が大きく違っていた。白い壁は夜の闇に塗り潰されて黒に染まっている。でもここに恐怖はなかった。写真などで見る廃病院とは違って、ここは清潔で綺き麗れいにされている。そのためか、それとも最低限の明かりが灯ともっているためか、お化けが出そうな恐怖感はあまりなかった。

　───あるいは外に降る白い雪が恐怖を和らげているのか。

　窓から見える雪が夜の闇の中で白く輝いている。暗闇の世界を数多あまたの白い光が駆け巡っている。窓に切り取られた外の世界は幻想的な色を醸かもし出していた。

　外の雪を見ながら階段を下りていく。

　１階のロビーにはもっと素晴らしい景色が広がっていた。ここは全面がガラス張りなのだ。夜の闇によって黒く染まった病院の白い壁は、雪の景色を鮮やかに見せるための額縁だった。最低限の明かりしか灯らない広いロビーの中で、白い雪の光が壁一面から差し込んでくる。外灯の強い光が雪を照らしている。何もかもを黒く染め上げる夜の闇の中で、雪だけが白く輝いていた。

　以前、お父さんがぼそっと呟つぶやいていた。

　大雪がお父さんの憧れだったんだ、と。

　分かるかもしれない。暗い世界を自分の色にしんしんと染めていく雪の世界はとてもとても美しかった。ほぅ、とため息が漏れてしまうくらいに美しかった。




　そこに一人の少年がいた。

「…………」

　ロビーのソファに座って、じっと外の光景を眺めている少年がいた。目の前のテーブルには白い湯気の立つコーヒーが置かれており、手には難しそうな本を持っていた。この病院で配られる病衣を着ているから、ここの入院患者だと分かる。男子にしては長めの金髪で、後ろで小さく結んでいた。

　背格好からわたしと同じくらいの歳としだと思う。しかし、なぜだろう……彼の雰囲気がとても大人びて見えた。彼の前にあるコーヒーと難しそうな本のせいだろうか。

「……何しているんですか？」

　わたしは声を掛けてみた。急に声を掛けられて彼は少し驚く様子を見せた。そして、ゆっくりとこちらの方に振り向いた。

「…………君は？」

　彼が小さな声で尋ねてきた。抑揚のない平板な声だった。

「わたしはユキです。ユキ・フリードベルグといいます。あなたもここに入院しているんですか？」

「……別に」

　数拍の間の後、返答にならない返答が返ってきた。

　わたしがテーブルを挟んで彼の対面に座ると、彼は明らかに戸惑った表情を見せた。知らない人がいきなり自分の近くに座れば戸惑うのも分かるけど……でもそんなあからさまに驚き、煙たがらなくてもいいと思います。失礼な人です。

「こんなところで何しているんですか？」

　わたしはもっと語り掛けてみた。

「……別に」

「別に？」

「…………」

「……？」

「……別に」

　愛想のない言葉しか返ってこなかった。なんだかその彼の態度に、わたしの反抗心が少しずつ燃え上がってしまった。何かに対抗し、戦って挑まなければ気が済まない年頃だった。わたしは彼にもっともっと話し掛けてみた。

「わたしはユキです。あなたのお名前は？」

「……別に」

「年はいくつですか？」

「……別に」

「どの学校に通っていますか？　どこら辺に住んでいますか？」

「…………」

　おい、とうとう返事すらなくなりましたよ。どういうことですか、これ。なんなんですか、これ。

　対抗心がめらめらと燃え上がる。何が悔しいって彼が澄まし顔のままでいることだ。その彼の様子が少し大人びた雰囲気を発していて、それがなんだか妙に悔しかった。

「なに読んでるんですか？　その本何なんですか？」

「……別に」

　相変わらずの対応のため、彼の持つ本を覗のぞき込もうとわたしはずいと彼に近寄った。彼は驚き、顔を強こわ張ばらせ身を引いた。

　そしてわたしはとんでもないものを見た。

「が、外国語っ……!?」

「…………」

　その本にはこの国のものではない文字がぎっしりと書かれていたのだ。私は目を丸くしながら彼の顔を見た。本を覗き込むほど近寄っていたので、自然と彼の顔とも近くなる。彼は驚いて更に身を引く。わたしの行動に彼もまた目を丸くしていた。

　でもそんなことどうでもよかった。わたしの体には電撃のような衝撃が走っていたのだ。

「よ、読めるんですか!?　読んでいるんですかっ……!?」

「……に、西の方の……４００年前の戯ぎ曲きょく……。少し気になっていたから……」

「別にそんなことは聞いてないです！」

「…………」

　開いた口が塞がらないわたしの肩を押し、彼はわたしと体を離した。

　……なんてことです。わたしと年がほとんど変わらないはずなのに、もう外国語の本を読んでいる……。学校の勉強を先取りしている学習塾ですら、そんな難しくて長い本なんて読まないのに……。なんてことでしょう。こんな友達は今まで一人もいなかった。頭がいいと言われ続けているわたしですら、まだ外国語の本なんて読めないのに……。

　まさか、まさか認めたくなんてないけど、目の前のこの人はわたしよりも大人なのだろうか。お父さん相手なら『いや』『嫌い』と否定さえすれば勝てるのに……。

「…………」

「…………」

　無言で睨にらみ続けたら彼は顔を背けた。……私には更に一つ気になることがあるのだ。

「…………」

　テーブルの上にあるものを見る。そこには湯気の立つコーヒーが置かれていた。そう、コーヒー。きっと彼が飲んでいたであろうもの。なんの変哲もないコーヒーが置かれていた。

　だけど、そのコーヒーには、驚くべきことに……なんとミルクが入っていなかったのですっ！

「…………」

「…………」

　またもわたしの体に衝撃が走る。また彼に顔を近づける。彼は困惑する。

　ミルクの入ってないコーヒーなんてものは、大きな大人の人が飲むものであった。わたし達が手を出すにはまだまだ早い危険な代物だった。一体幾人の友達がブラックのコーヒーに手を出して、苦い思いをしてきたと思っているのか……文字通り苦い思いをしてきたと思っているのか！

　ま、まさか、この目の前のコーヒーには、砂糖すら入っていないなんてことがあるのでしょうか……!?

　……こうしてはいられなかった。このままでは彼に大敗北を喫してしまう。このあまり喋しゃべらない男子に負けてしまっては、天才としてのわたしの名折れだった。

　わたしはもう立派な大人なのだ！

「…………」

　わたしはぴょんとソファから下り立ち、給湯室に向かう。最初の手術の時には比較的長くこの病院で暮らしていたため、どこに何があるかは大体分かっているつもりだ。そこでお湯を沸かし、自分の分のコーヒーを淹いれる。

「……ごくり」

　どきどきする。緊張する。わたしはこのコーヒーに何も入れないのだ！　ミルクはおろか、砂糖さえ入れようとしないのだっ！　何という反抗！　何という反乱！　神にさえ背くような思いを抱え、わたしは真っ黒のコーヒーを持った。黒いコーヒーを持ったままロビーに戻ると、少年はぽかんとした表情をしていた。わたしが何をやろうとしているのか分かっていないようだった。

「わ、わたしだってこんな大人の飲み物ぐらいあっさり飲めるんですよ！　なんせわたしは大人ですからっ……！」

「…………」

「あああなただけが特別じゃないんですからねっ！」

　呆ほうけた表情を見せる少年に見せつけるように、わたしは真っ黒なコーヒーをぐいと飲んだ。勇気を出しながら目を瞑つぶり、カップを傾けた。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………にぎゃい……」

　やはりコーヒーは苦かった。

　こんなものは人間の飲むものではなかった。口の中がひっどい味で満たされる。

　口に含んだ分を必死の思いで飲み込んだというのに、まだ口の中全体にいがいがしたとげとげしい味が残っている。口の中に苦みが残り続け、わたしの味覚を傷つけ続けている。でも悲しいことにカップはまだまだ黒いコーヒーで満たされていた。わたしが必死の思いで飲み込んだのはたったひとくち分だった。

　両手で握るこの黒い液体が悪魔の飲み物のように思えた。あれだろうか、さっき神に背くような思いで行ったことだから、悪魔がわたしのもとに這はい寄ってきたのだろうか？　泣きそうになった。

「……飲んであげようか、それ？」

　この惨劇を見かねたのか、目の前の少年がわたしに声を掛けてきた。彼からわたしに話し掛けてきたのは初めてである。わたしはきっととてつもなく渋い顔をしていたのだろう。眉が自然と寄り、口元に深い皺しわができていたことだろう。

「別にいいですっ……！」

　しかし、わたしは彼の提案を突っぱねた。ここで受け入れてしまったら負けを認めてしまうのと同じことだった。そんなこと大人のわたしとしては、到底受け入れられることではなかった。

　わたしはまた悪魔の飲み物をぐっと飲み込んだ。

「…………」

「…………」

「…………にぎゃい……」

「…………」

　それはもう、何も変わることのない結果が訪れた。わたしの口の中が苦みに攻撃される。彼もまた困惑の表情を見せていた。どうしたらいいのか分からず、口元をひくつかせている。暗い世界の中の黒いコーヒーがわたし達に困惑を与えていた。

「……やっぱり、飲もうか？」

「…………」

「…………」

「……いいですっ！」

　一瞬迷ってしまうほど魅力的な提案であったが、わたしは鉄の心でそれを突っぱねた。大人は人の甘かん言げんには乗らないのですっ！

　もう後には引けない。どこかでわたしが彼よりも優れていることを証明しないといけない。大人であるわたしはそう簡単に子供に負けてはいられないのです。彼よりもわたしが勝っている部分を見つけないといけないのです。

　コーヒー以外で。コーヒー以外でっ！

　頑張れって、外に降る雪もわたしのことを応援してくれているのですっ！

「き、君はいつも学校のテストは何点なんですかっ!?　わたしは１００点ですっ！」

「……１００点だけど？」

　ぐっ！　優劣が付かないっ！

「じゃ、じゃあ学習塾では!?　わたしはこの辺りで一番難しい塾で一番なんですよっ！」

「……行ってないよ」

　おっ！

「塾に行けるほど、体強くないし……」

「ぐはっ！」

　くっ！　渋いっ！　そうだ、ここは病院だった！　病気に悩まされている薄幸の少年というのは何だか渋いっ……！

　本人は病気に悩まされているのにこんなことを思うのは失礼かもしれないけど、なんかちょっと格好いいっ！　大人っぽい！　わたしの心の中の少年心がくすぐられてしまうっ！　なんでしょう!?　この感情!?

　闇の力とかって格好いいですよねっ！

「じゃ、じゃあ歳としは!?　歳はいくつですか!?」

「……11歳」

「ぐっ、同じ……。な、何月生まれですかっ……!?」

「…………」

　わたしの勢いに圧おされ、彼はたじろいだ。

「…………」

「…………」

「11月だけど……」

「……！」

　その言葉を聞いた時、わたしの胸の中に晴れやかな気持ちが到来した。勝った！　わたしは９月だ！　勝った！　勝った！　勝った！

「じゃあわたしの方がお姉さんですねっ！」

「…………」

　わたしは胸を張って腕を組んで、誇らしい気持ちになった。勝った！　わたしの方がお姉さんだった！　わたしの方が若干年上だったのだ！　わたしは飛び跳ねたい気持ちで一杯になった。……というよりも実際に跳ねた。ソファから降り、床をぴょんぴょんと跳ねた。

「そうですか！　そうですね！　わたしの方がお姉さんだったのですね！　ならば仕方ありません！　年下が多少生意気であったとしても、それを許すのが年上としての度量ですね！　大人のわたしは寛容の心を持っているのですよ！」

「…………」

　年上なのだと分かったらすっと気持ちが軽くなった。何年経たとうと絶対に崩せない関係、それが年上と年下だ。つまりコーヒーが飲めようと飲めなかろうと、わたしの方が大人なのである。

　でもなぜだろう？　決定的な事実が明らかになったというのに、彼がわたしのことを呆あきれ顔で見ていた。……なぜだろう？

「お姉さんって呼んでくれてもいいですよ」

「いや、それは、不味まずいような……」

「不味い？　なんでですか？」

「…………」

　わたしが小首を傾かしげて聞き返すと、彼はバツが悪そうに顔を背けた。

「……別に」

　そう言って彼は黙りこんでしまった。

　彼の言葉は常に少ない。でもそれは喋しゃべるのが嫌いというよりも、喋るのが苦手であるような印象を受けた。口数は少なく、あまり多くを語ろうとしない。喋るのが苦手だから自分の口を閉ざそうとしている。お姉さんとしての自覚を持ってみると、彼はそんな風に見えた。

「…………」

「…………」

　ふと、彼が外の雪を見た。

　喋るのに少し間が空き、その空白を埋めようとするかのように彼が外の雪に顔を向けていた。わたしも釣られて外の雪を見る。

　雪がしんしんと降っていた。大きな窓ガラスの画面一杯に雪の粒が舞っている。外灯の明かりを受けて雪の粒は白く淡い光を放っている。病院の中は暗い。しかし、外は雪の白で満たされていた。

　雪の景色はとても美しかった。

「……雪は嫌いだ」

　彼がぽつりと呟つぶやいた。

「……なんでですか？」

「…………」

　わたしは問いかける。彼は自分の考えを整理するかのようにじっと外の光景を眺め、自分の考えを丁寧に言葉にするかのように、ゆっくりと、少し詰まりながら口を開いた。

「雪は、身勝手に……溶けて消えてしまう……」

「…………」

「簡単に消えて、僕を連れて行ってくれない……冷たい奴やつだ……」

　それだけを言って彼は口を閉ざした。彼の言っていることはよく分からなかった。ついつい私の小首は傾いてしまう。

　彼は外に目を向けながら言葉だけをわたしに向けた。

「……君は、雪は好き？」

「はい、好きですよ」

　考えるまでもなく即答できた。

「……それは、どうして？」

　彼の瞳がわたしを射抜く。夜の暗闇がわたしと彼の間に漂う。彼の疑問に答えるため、わたしはガラス張りの壁面に近づいた。視界一杯に雪の光が舞っている。

「だって雪ってわーーーっ！　としていて、がーーーっ！　と降って、どばあぁぁっ！　と積もるから、凄すごいじゃないですかっ！」

「…………」

　そう言って、わたしは笑った。

　彼の方に振り向くと、彼はなぜかとても目を丸くしていた。わたしの言葉の何に驚いたのかは分からないけど、呆あっ気けに取られる彼の顔を見てわたしはつい笑みがこぼれた。自慢げに口元を緩め、胸を張り、腰に手を当てた。

「……君は、凄いね」

　うっかりと漏れ出してしまったかのように、彼の口から言葉がこぼれた。

「わたしはユキっていいます。君の名前は何ですか？」

　先程も聞いた質問をもう一度投げかけてみる。さっきは答えてもらえなかった質問。

　でも、なんでだろう。今は答えてもらえるような気がした。

「……レイン」

　彼の口から言葉が漏れる。まるで差し伸べた手を握るかのように、彼は自分の名前を口にした。

「よろしくです！　レイン！」

「…………」

　彼はバツが悪そうにわたしから目を背けた。それでもわたしの顔からは笑みがこぼれる。

　これがレインとの出会いだった。雪の降る夜の病院での出会いだった。
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　暖かい陽気の日のことであった。

　冬にしては気温が高く、太陽の光が燦さん々さんと差し込み、地上を明るく照らしている。サザンカの白い花が冬の気候に負けず嫋たおやかに咲いていた。

「こんにちは、レイン」

「…………」

「わたしのこと覚えていますか？」

　夜の病院で彼と出会ってから数日後、わたしは入院を続けているレインの病室をお見舞いに訪れた。彼の目が丸くなり、驚きの感情が少しだけ揺れていた。

「……別に」

　レインはぶっきらぼうな返事をしながらも、少し照れくさそうにわたしから顔を逸そらす。それだけでわたしは得意な気分になった。腕を組みながら胸を張る。

「わたしはお姉さんですからね！　子分の面倒を見る責任があるんですよ！　大人の責任ってやつですね！」

「……いつの間に子分に」

　レインの口から唖あ然ぜんとした声が漏れていたが、そんなものは大して気にならなかった。

　私はとっくに退院をしていた。当然だ。ただの検査入院だったのだ。病院に泊まったのはたった１日だけである。




　退院する前に看護師さんにレインについて聞いてみたら、こんな話を聞けた。

『あの子は……そうね、少し長く入院しているわね』

『重い病気なのですか？』

『うーん……生まれつき体が弱いという意味では苦しい病気なのだけれど……。別に死ぬような病気ではないし、退院できない訳でもないわ』

　看護師さんはなぜか少し言葉に詰まっていた。軽く取るに足らない病気とは断じて言えないし、しかし悲惨な苦しい病気だと言うこともできない様子だった。

『でも一番の問題は、レイン君自身に病気を治そうって思いが足りないことなの。何か、こう……病気に対して諦念のような感情が見えてしまっているのよね……』

『…………』

『ねぇ、ユキちゃん。もしよかったらあの子のお見舞いに行ってくれないかな？　友達ができてたくさん遊べば、あの子も元気が出てくると思うから』

　看護師さんは穏やかで、少しだけ悲しそうな笑顔を浮かべていた。病院でお仕事をしているのだから、きっと苦しみ悩む人を大勢見てきているのだろう。

　その言葉にわたしは悩むことなく頷うなずいていた。

『任せてください！　子分の世話はわたしが見させてもらいます！』

『おー！　偉いねぇ、ユキちゃんは！』

『ふふん！』

　頭を撫なでられて、私はとても得意になった。

『……でも子供扱いはやめてくださいっ！』

『えぇ……？』

　看護師さんは困ったように笑っていた。




　そして今日、わたしはレインの病室を訪ねていた。わたしのお仕事は子分に元気を出させ、病気の治療にやる気を出させ、彼の病気を活力で消し去ってしまうことだった。

「相変わらず難しそうな本を読んでいますね」

「……別に」

　レインは相変わらず外国語の本を読んでいた。彼の傍そばにはブラックコーヒーが置いてあり、あの日ロビーで出会った彼がそのままこの病室に再現されていた。

　まるで彼の時間が止まっているかのようだった。

「でも、もうあなたには後れを取りませんよ！　なぜならわたしも外国語の本を読んできたからですっ！」

「……え？」

　本の方を向いていたレインがわたしに顔を向け、目をぱちくりさせた。わたしはカバンの中から数日で読んだ本を数冊取り出し、彼に見せつけた。彼の読んでいたような古い昔の外国の書物だ。

「うそ……」

　それらは全て外国語で書かれている本だった。あれから悔しくて、わたしは外国語の本を買って、それらを一生懸命読み込んだのだ。学習塾で習っていない単語や文法、慣用表現などが大量にあったが、それらを調べ上げながら数日間外国語の本に没頭した。もちろん全ての単語、全ての慣用表現を調べ尽くしたわけではない。多少読み進めれば単語を知らなくてもニュアンスで意味が分かるから、意外とどんどん進んでいけた。

「ふふん！」

「…………」

　レインはあんぐりと口を開け、二の句が継げなくなっていた。さすがの彼も自分と同じ土俵まで追いつかれたことで驚きを隠せないようだ。彼の反応に私は得意になる。

　彼は動揺しながら声を出した。

「え……？　君は英会話教室とかに行っていたの……？」

「普通の学習塾ですよ？」

「じゃ、じゃあどうやって読んだの……？」

「結構頑張りました！」

「………………」

　レインは絶句していた。ふふん！　どうですか！　見直しましたか!?　お姉さんはそう簡単に子分に負けないものなのです！　彼の呆ぼう然ぜんとした表情を見ると、誇らしい気持ちになり胸が熱くなる。

「……凄すごい」

　彼は小さくぽつりと呟つぶやいた。その言葉をわたしは聞き逃さない。

「すごいですか!?」

「うん……。心から……」

「でも君も外国語の本読めてるじゃないですか。そんなに驚くことじゃないですよ」

　そう言いつつも、わたしの胸は自然と反り返る。

「僕のことは、いいんだ……」

　彼は少し動揺しながら真っ黒なコーヒーを飲んでいた。……わたしもこの数日間ブラックコーヒーの練習をしていたが、こっちはまるで成果が出ていない。あんなものは人間の飲み物ではなかった。苦いのである。苦過ぎである。やはり、コーヒーには砂糖とミルクが至高なのである。その話をすればわたしが不利になるから黙っておくが。

「そうか……」

　レインはわたしの目を見ながら小さな声でゆっくり喋しゃべった。

「そうか、君は……天才なんだね……」

　なんということでしょう！　子分はわたしを担ぎ上げるのが得意なようでした！　わたしの心はうきうきと躍り、もう既にそり返っている胸をもっとそり返らせました。

「そうでしょう！　そうでしょう！　わたしは天才なのです！　もっと褒めてもいいですよ！」

「…………」

　わたしは鼻を高くしながら子分の次の称賛の言葉を待った。ふふん！　どうですか！　それ見たことか！　わたしだって君のような大人の本を読めるのです！

　でも彼は次の言葉を語らず口を閉ざした。

「どうしました？」

「…………」

　彼の様子にわたしは小首を傾かしげる。少しの時間、目と目が合う。太陽が雲に隠れ、部屋の中に影が差し込んでくる。

「君は、天才なのか……」

「…………」

　繰り返すように彼は呟く。称賛の言葉のはずなのに彼の声は重く沈んでいた。目は悲しげに曇っていた。

「それは……苦しいことだね……」

　なぜだろう。彼は憐れん憫びんの意を込めた視線をわたしに投げかけている。

　彼の発するわたしを褒める雰囲気は重く、顔は下を向き、その姿は痛みを孕はらんでいた。わたしが天才だということを肯定し、それを全く喜んでくれていなかった。

　彼はわたしに同情していた。

「レイン？」

「…………」

　彼は窓の外を見た。わたしも釣られて外を見る。

　病院の庭の木の葉は落ちきり、木の幹がよく見えるようになっている。寒々しい季節の中、木の葉はその役割を全うして、落ちるべき季節に落ちていったようだった。

　あの時とは違い雪は降っていなかった。太陽の光がこの街を照らしていた。

「……病気、苦しいんですか？」

「……別に」

　いつも通りの彼の返答。でもその言葉はわたしの気分を落ち込ませた。きっと強がっているのだ。レインの入院生活は短くないと聞いている。彼の短い言葉が逆に痛々しかった。

　でもわたしの想像と彼の心情は少し違っていたみたいだった。肩を落とし落ち込むわたしを見て、彼は穏やかに微笑ほほえんだ。

「嘘うそじゃないんだ」

「……え？」

「病気は本当に苦しくないんだ。……病気は大したことないんだよ」

「…………」

　彼の目をじっと見る。あまり彼のことはよく分からないのだけれど、その目は無理して強がっているような色ではなかった。病気は苦しくない。彼の言葉に嘘は混じっていないような気がした。

　……じゃあなんで何かを諦めたような顔をしているのだろう。

「元気出してくださいっ！」

「え？」

「元気を出せば、病気なんていちころですよっ！」

　彼の元気を出させることがお姉さんとしてのわたしのお仕事だった。それを直接伝えてみる。彼は苦笑していた。

「……別に」

「え……？」

「……別に元気にならなくていいよ」

　レインは笑いながら諦めの言葉を口にしていた。静かに目を閉じながら、わたしの前向きで素晴らしい提案を軽く流していた。

「むー……」

　ぞんざいに扱われて頬が膨らむ。子分の生意気な態度に少々不満を覚えた。わたしはお姉さんだからレインを元気づけてあげようとしたのに……でも彼はわたしの手を取ろうとしてくれない。

　元気になった方が絶対にいいのに。元気になった方が絶対に楽しいのに。

「ぶー……」

　せっかく元気づけてあげようとしたのに。元気いっぱいに一緒に遊ぼうと思っているのに。なのにわたしの提案を断るとはどういう了見なのだろうか。目に不満の意を込めて彼を見る。頬を膨らませて、なんかこう、もやもやとした気持ちを示した。

「はは……」

　彼は頭をぽりぽりと掻かきながら笑っていた。

「ほら、飴あめあげるから……機嫌直してよ？」

「ほんと!?　いいんですかっ!?　やったー！」

　わたしの機嫌は直った！

　わたしはお菓子好きだった。よくお父さんが買ってきてくれるのだ。ぼさっとしているとお母さんがどんどん食べてしまうので、そこに熾し烈れつな駆け引きが生じるほど、わたし達はお菓子好きだった。

　そんなわたしに子分は貢みつぎ物ものをくれるのだと言う！　うむ！　苦しゅうない！　苦しゅうない！　褒めてつかわそう！　優秀な子分を持って、わたしは幸せである。

「…………」

「いちご味ありますかっ!?」

「……はは」

　レインは苦笑いを浮かべながら袋から薄赤色の飴を取り出した。わたしはそれを貰もらい、口の中でころころと転がす。うん、いい子分を持ったものだ！　わたしは当初の目的を忘れ、飴の味を堪能していた。

　そんなわたしを見てレインが穏やかに笑っていたのだが、わたしはそれに気が付かなかった。
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「ユキ、最近外国語の本なんて読みだしてどうしたの？　……というより読めてるの？」

「読めますよ、お母さん」

「え？　本当に読めるの？」

　わたしが暖房の効いた暖かな家の中で外国語の本を読んでいると、お母さんに声を掛けられた。お母さんに本を手渡し、お母さんが本をぱらぱらとめくる。

「うわぁ……しかも子供向けではない普通に古い時代の本じゃない」

「え？　本当なのか？」

　お父さんも寄って来てその本を覗のぞき込む。二人は驚きの表情をあらわにする。

　ふふん！　どうですか！　わたしは大人でしょう！　天才でしょう！　胸を張って鼻を鳴らし、どやっと自己主張した。

「アーニャ……君、子供の頃外国語の本読めたかい……？」

「読んだことなかったわ。試したこともなかったけど……。あなたは？」

「……私は参考にならないから聞くな」

「そうね」

　とりあえず、お母さんお父さんがわたしにびっくりしていることは分かった。なぜお父さんが参考にならないかはよく分からない。

「凄すごいぞぉ、ユキ。もうこんな難しい本が読めるのか。頑張ったな」

「ふふんっ！」

　お父さんがわたしの頭を撫なでる。大変に気分がいい。そうだ、わたしは頑張ったのだ。慣れない辞書をたくさん引いて外国語の本に没頭したのだ。一心不乱に解読をし続け、レインに追いつこうと頑張ったのだ。

　わたしの頭を撫でるお父さんの手は、そんなわたしの頑張りを心から肯定してくれているようで、とても嬉うれしい気分になった。

「でも子供扱いしないでくださいっ！」

「えぇ……？」

　それはそれ。これはこれ。お父さんはわたしの頭を撫で、子供のように扱ってくる。もうわたしは立派な大人なのにっ！

「なんで外国語の本なんて読みだしたの？　ユキ？」

「友達が読んでいましたので！　大人のわたしとしては負ける訳にはいかなかったのです！」

「え？」

「え？」

　そう言うと、お母さんお父さんがきょとんとした顔をした。

「……最近の子供って、難しい外国語の本を読むものなの？」

「いやいや、学校で生徒の様子を見ているけど、何百年も前の外国語の書物を読む子なんていないぞ。……ユキ、その子はどんな子なんだい？」

「レインっていうんです。病院の男の子です。わたしの子分なんですよっ！」

「え？」

　お母さんとお父さんの目が丸くなった。

「え!?　男の子!?　男の子とよく遊んでるの!?　ユキ!?」

「はい。最近はよくお見舞いに行っているんですよ。偉いですから、わたし！　お姉さんですからね！」

「へぇ！　へぇっ……！」

　なぜかお母さんの頬が赤みがかって、キラキラした目をわたしに向ける。まるで恋バナをする時の友達のようである。なんでレインの話をしたらそのような顔になるのだろう？　逆にお父さんは少し顔を青くしながらあわあわとしだして、落ち着きがなくなった。
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「ちょ、ちょっと待ちなさい……。ユキ……男の子と、だって……？　そ、そう簡単には、ゆ、許しませんよ、お父さんは……！」

「はいはい、ジークは少し静かにしててねぇ……。で!?　ユキ!?　その男の子っていうのはどんな子なのっ!?」

　なぜかおろおろと慌てて意味の分からないことを言うお父さんを、お母さんは手で押し退のけて封じていた。お母さんが興味津々にわたしの話を促す。

「ライバルで子分なのです。口数が少なくて不愛想ですが、悪い友達じゃないです。とっても頭が良くて、わたしにお菓子をくれる子分なんですよ」

　自信満々にそう答えた。へー！　へー！　へー！　とお母さんの顔が赤くなり、お父さんがぐぬぬと歯を食いしばる。……なんなのだろう？

　何度か会って分かったことは、やっぱりレインは頭が良いということだ。

　問題集を持ってきて競い合った……もとい、面倒くさがる彼に無理矢理問題を解かせたのだが、彼はいつもテストで１００点だった。どんな難しい問題集を持ってきても、彼は１００点を崩さなかった。

　わたしも１００点を保つことでお姉さんとしての面目をなんとか保ち、１００点を取れなかったときは上手うまい言い訳を考えて、体裁をとりつくろった。

　そして色々と物を知っていた。博識だった。彼の口数は少なく、なるべく自分から喋しゃべらないようにしているようなのだが、言葉の端々から彼の知識量が豊富であることはよく分かった。

　わたしは知ったかぶりをしてなんとか大人としての威厳を保ち、家に帰ってからその分野の知識を大量に仕入れ、次に会った時、レインとその話をするのだ。

　彼はあまり喋らないから、わたしばっかりが話をすることになるけれど。

「…………」

　……あれ？

　わたしってもしかして面倒くさい人なのだろうか？

　……いやいや、そんなことはないはず、きっと、多分。わたしが喋ってても、レインは嫌そうにしているようには見えないし。怒らないし、レイン……。

　いや、レインの心の内なんて全然分からないけど。彼、口数少ないからほとんど分からないけど。……というよりも、わたし自身が人の心を察することなんて苦手だけれど。

　……あれ？　わたしって、もしかして面倒くさがられている？

「へーへーへーっ！」

「…………」

　お母さんはとっても楽しそうに……そしてお父さんはなぜか不安そうにわたしの話を聞いていた。

「でもそのレインって子は本当に頭が良いようね。ユキよりも賢いんじゃない？」

「お母さんっ！　わたしの方が頭いいです！」

「あーはいはい」

　投げやりな返事が返ってきた。本当なのにっ！

「んー……」

「ジーク、父親の嫉妬なんて見苦しいもの見せるんじゃないわよ？　いいじゃない、男友達。あー！　楽しくなってきたわ！　ユキに親しい男友達ができたなんてねぇ……！」

「あ、いやいや、アーニャ。そういうことじゃなくてな……。あ、いや、そういうことも心配っちゃ心配なのだけれど……」

「ジーク？」

　お父さんは煮え切らない返事をした。何か頭の中で考え事をするかのように、少しよそを向いて頭を掻かいている。その様子にわたしもお母さんも首を傾かしげた。

「……どうしたの？　ジーク？」

「いや、そのレイン君って子が……少し心配でね……」

「心配？」

　お父さんはゆっくりと口を開いた。

「……もしかするとその子、ギフテッドなのかもしれないな」

「ん……？」

　お父さんは顎に手を当てながらそう言う。聞いたことのない言葉だった。

「……ギフテッド？」

「うん、そう。その子、頭が良くて人とコミュニケーションを取るのが苦手な子なんだろう？」

「あー！　はい！　知ってます！　知ってます！　ギフテッド！　凄すごいですよねっ！　美味おいしいですよねっ！」

　知ったかぶりをする。

「……まぁ、私が喋しゃべりたいから喋るだけなんだが。簡単に説明するとだな、先天的に突出した知的能力を持っている子供のことだな」

「へー」

　要するに天才のことだろうか？

「凄くＩＱ知能指数の高い子がそう言われるんだっけ？」

「あー、アーニャ。厳密に言ってしまうと、ギフテッドはＩＱテストだけでは診断しきれないとされているが……まぁ、とても頭のいい子という認識でいい。とても知能が優れていたり、あるいはとある能力が突出して秀でている子なんかを指す言葉だ」

「ふーん」

「教師としての私にとって大きな問題は、ギフテッドの子供たちは普通の学校教育では能力を伸ばしきれないということだな。年齢相応の学習ではその子達の能力に見合わなかったり、一般的な学習内容ではその子達の能力を評価できなかったりする」

　つまりはとても頭が良い子だということだろうか？　それでなんでお父さんは心配そうな表情をしているのだろう？

「じゃあレインはすごい子だってことですね！」

「あー、うん……。もちろんそういう結論で構わないんだが……」

　お父さんは顎に手を当てながら、少し逡しゅん巡じゅんして……そして膝を折り、わたしと目線を合わせながら喋った。

「……ギフテッドの子たちは難しい問題を抱えていることが多い。天才ゆえの悩み……というやつなのかな。人とは違う強烈な感覚を持ち合わせているため、人と馴な染じめない、人と分かり合えないなどの様々な苦しみを抱えていたりする」

「…………」

「どこかの能力が著しく突出している分、どこかの能力が著しく劣っている例もある。その……ユキが言っていた、彼が無口で不愛想、という部分が気になってな……。その子は精神的、社会的に問題を抱えた子なのかもしれない」

　お父さんが真剣な目でわたしを見ながら喋しゃべっている。レインが何か人として問題を抱えている？　確かに友達が少なそうではあったけど……。

　……でもお父さんはレインを貶けなすような雰囲気を出していなかった。問題があるかもしれないから彼と遊んじゃいけないとも言わなかった。お父さんはレインを心配している。その気持ちがお父さんの瞳から伝わってきた。

「分かりました」

　心配するな、と伝えるためにわたしは胸を張った。

「レインを支えてあげればいいんですね！」

　わたしがそう言うと、お父さんはゆっくりと微笑ほほえんだ。

「そうだ。偉いぞ、ユキ」

「ふふん！」

　問題なんてあるはずがない。レインはいい奴やつだ。わたしにお菓子をくれるのだ。

　確かに彼はとても物知りで、頭が良く、わたしはよく悔しい思いをするけれど、たったそれだけのことだ。元気さに欠け、口数が少なく、普通の友達とはちょっとかけ離れているけれど……たったそれだけのことだ。

「レインの面倒はわたしがしっかりみますよ！　だってわたしはお姉さんですから！　レインは子分……つまり、弟みたいなものですからね！」

　そう言った時、廊下の向こうから本当の弟のハレが現れた。

「お姉ちゃん、ぼくは？」

「弟というのは何人いてもいいんですよ、ハレ。弟（１）がハレで、弟（２）がレインですね」

「ぼくの方が上なの？」

「順番的に言ったらそうですね」

「わぁお」

　ハレが驚いていた。

「じゃあぼく、お兄ちゃん？」

「それでもいいですよ？」

「わぁお」

　その時、お父さんがぼそっと呟つぶやいた。

「いや……話を聞く限り、そのレイン君の方がユキよりもお兄さんのような気がするんだけど……」

　呆あきれながら言われたその言葉にわたしはプッツンした。聞き捨てならないことだった。大人のレディに言ってはいけないことだった。

　激怒だった。

「違いますもん！　わたしの方が大人ですもん！　誕生日早いですもん！　お父さんのバカ！　お父さんなんかキライ！　どっか行っちゃえぇっ……！」

「あぁっ……!?　ユキ!?　わ、悪かった！　悪かったから逃げないでくれっ……！」

　わたしはぱぱっと走って部屋に戻った。

「ユキーーーっ！」

　お父さんの叫び声を聞きながらわたしは部屋のドアを閉めた。扉の向こうからお母さんが笑う声が聞こえてくる。後でお母さんの話を聞いたところ、お父さんは床に膝を突きうなだれたのだという。

　わたしはお父さんには１００戦１００勝なのだった。










第７話　とある少年の回想







　僕は昔から『変わった子供』であった。

　人付き合いが苦手で、人とは違うものに興味を持ち、大人からすると奇矯な行動ばかりを繰り返していた。常識がなく、ただただ本ばかりを読み続け、その知識を吸収し続けた。

　自分で言うのはとても……とても憚はばかられることなのだが、僕は世間でいうところの『天才』であった。初めて親にねだった本は『哺ほ乳にゅう類るいの輸送反応と、生物の種による反応の違い』について詳しく書かれた本であった。

　僕は『天才』で、昔から『変わった子供』であった。その『天才』は悪い意味でよく使われた。

　僕には友達がいなかった。

　小さい頃から友達と全く話が合わなかった。皆が面白い漫画や遊びの話で夢中になる頃、僕は生物学の専門書を読み耽ふけってしまっていた。身を焦がすほどの強い興味は僕にそれ以外の行動を取らせず、そしてそれが常識から外れた行動であったことに気が付けないほど僕は幼かった。専門書だけを読んでいてはいけないんだ、それだと誰とも話が合わず、友達ができないのだ……と気が付いた頃には僕の傍そばには誰もいなかった。

　僕は苛いじめられていた。

　気味の悪い奴やつだ。あいつの言ってることは全然分からない。あいつはバカだ。アホだ。苛めてしまえ。ものを隠してしまえ。叩たたいてやれ、蹴ってやれ。水をかけてやれ。

　皆は僕の言っていることが分からなかったし、僕も皆の言っていることが分からなかった。自分がなぜ苛められているのか、それすらも分かっていなかった。自分の常識は狂っているのだ。生まれた時から狂っていたのだから。僕は何か人として大切なものが欠落していた。

　僕はダメな奴だった。

　人から逸脱しては駄目なのだ。それに気が付いてから僕は自分の行動を反省し、自分を変えようとした。もう既に傍にいてくれる友達は誰もいなかったけれど、僕は一人で自分を直そうとした。

　テストで良い点を取り過ぎるのはどうもいけないらしい。皆が僻ひがんでしまうようだ。それに気が付いて、僕はテストでわざと悪い点数を取った。しかし、僕が手を抜いたことに学校の先生は気が付いてしまい、それを先生は皆の前で怒った。事実は皆の前で明らかになり、僕は『嫌味な奴』になった。

　失敗は続く。

　もっと同年代と会話ができるように努力してみた。しかしそれもことごとく失敗していく。皆が面白いと思う事に楽しみを覚えられず、僕が好きなことは誰も興味を抱いていなかった。神経を尖とがらせて会話をしていても、少しのミスがその場の空気を冷たくさせていく。

　どんなに頑張っても僕は人と普通に上手に会話することができなかった。

　嫌味になってしまうが、僕は人よりも多くの事を知っていた。そして誰が何を知らないのかを知らなかった。知らないことを話された時、どんなに謙虚に接してもそれは嫌味を孕はらんでいると受け取られてしまう。上から目線に思われるのだ。一度や二度のことだったらいい。でも、僕の場合それが多過ぎた。それに耐えられるほど僕たちは大人ではなかった。僕たちは正しい意味で子供だった。

　賞を取った者が賞を取れなかった者に、どれだけ丁寧に慰めの言葉を掛けようとも、それが嫌味を孕んでいると受け取られてしまう。それと同じようなことだった。そんなつもりがないのに友達の自尊心に引っかき傷を残してしまう。同い年の友達が何を知ってて何を知らないのかが、まるで見当が付かなかった。

　もう何を話せばいいのか分からなかった。考えれば考えるほど、努力すれば努力するほど、何を話せば効果的に皆に楽しんでもらえるのか全く分からなくなってしまった。同年代の一般的な常識の中の知識で会話をすることは痛みを伴うほど困難だった。

　僕は何も話さないことしかできなくなった。

　口を開けば皆に嫌われる。皆の知らないことを口にし、皆の心を引っ搔かいていく。何も話さないこともまた皆に嫌われる要因となるのだけれど、面と向かって会話をするよりは皆に嫌われにくかった。マイナスが少ない方を採用するしかなかった。

　そもそも楽しい会話とは頑張ってするものではないらしい。じゃあそれが普通にできない人はどうしたらいいのか。それは今でも分からない。

　兄から何で普通に会話できないんだ、何で人と普通に上手に付き合えないんだ、って叱られた。僕にも分からなかった。僕は何も答えることができなかった。

　周囲の同年代と歩調が合わない。テストの点数が良いと妬ねたまれてしまう。そんなことを先生に相談してみたが、それも嫌味と受け取られた。『テストの点数が良いことで調子に乗って、そんなことで悩むんじゃない、私たちの授業をいつもつまらなそうに聞いているから友達ができないんだ』

　結論としては僕が悪いということになった。

　父は研究者であった。大学ではなく企業に勤める研究者であった。父は僕を自分の研究所に紹介してくれた。僕にはありがたいことだったが、それは僕のためではなかった。父はいつもこう言っていた。『能力のある者はそれを社会に還元させなければいけない。天才は世の中を発達させなければいけない』『バカにはできないことだ』

　父の言葉によると、要するに研究所を紹介してくれたのは僕のためではなく、世の中のためであったようだ。

　中等部に進学しても上手うまくいくことはなく、僕はずっと苛いじめられていた。いや、時間が経たてば経つほど皆との差が広がっていくように感じた。これは傲ごう慢まんなのだろうか。僕と周囲のずれは修正されることなく、より歪いびつになっていく。学校に居場所がなくなる。いや、始めからなかった。

　研究所での生活は単調なものだった。テーブルの上の書類と実験器具とだけ向き合う日々が続いた。もうこの時点で僕の口は退化しきってしまっており、口数の少ない僕に構う人はいなかった。ただひたすらに、単調に実験と研究を繰り返した。ただ、研究所の余ったスペースを貸し与えてくれていたのはありがたかった。

　高等部には行かなかった。行く気力は湧かず、行く意義を見いだせなくなっていた。勉強だけなら書物さえあればできた。

　研究所に通うようになってしばらくして、父は僕を羨むようになった。僕の研究が発展し始め、父よりも大きな成果を出し始めた。父は僕に嫉妬し、父は研究所に居場所がなくなったように感じ始めたのだという。元々父と仲良くしていた訳ではないが、家族の仲は自然に崩壊していった。

　僕はもう研究以外にやることはなかった。

　研究し、研究し、研究し……成果を上げ、論文を発表し、表彰され、ただひたすらに研究して、実験をし、研究をして、成果を上げ、成果を上げ、成果を上げ……。

　病気の新たな治療法を発見したりした。

　……しかし結局、僕の欠落が埋まることはなかった。

　ある日、階段で誰かと小さくぶつかった。故意ではないと思う。だけど、その小さな衝撃で僕は階段を踏み外し、体は階段を転がっていく。体を打ち、頭を打ち、階段の一番下までたどり着く頃には全身に痺しびれるような痛みが走っていた。

　頭の打ちどころが悪かったのか、自分から多くの血が流れていくのが見えた。

　そして僕はゆっくりと目を閉じ、僕の人生は幕を閉じた。

　───しかし、転生は起こった。

　何なに故ゆえか知る由もない。とにかく転生は起こってしまったのだ。




　転生後の僕はレインと名付けられた。

　レインとしての境遇は生まれつき体が弱かったり、両親が離婚したりと、前の人生よりも少し大変であったが、そんなことは大して気にならなかった。

　どうでもよかった。

　初等部の友達とは前と同じように話が合わなかった。今回は知識だけでなく、実際の年齢にも差が生じていた。転生の経験を活かし、テストで１００点を取ることはできたが……前の人生でも１００点を取っていたので、特に意味はなかった。

　１００点を取ることに意味はなかった。

　どうでもよかった。何もかもがどうでもよかった。僕は文字通り一度死んでいるのだ。もう一度……もう一度人生を一からやり直して上手うまくやってみせよう、なんて気概は湧かなかった。前の人生で僕の気力は死に至っていた。




　───自分の欠落を埋めたかった。

　この身の中にある欠落を埋めれば……そして常識を持った普通の人間になれれば、この苦しみから解放されるのだと信じていた。

　しかし知識を得れば得るほど、人生を歩めば歩むほど、自分の中の欠落は大きくなり、僕は普通と乖かい離りしていくのを感じた。まるで人間性には一定の枠組みが存在しており、何かを得れば得るほど、別の何かがこぼれ落ちていくように感じた。専門的な知識を学べば学ぶほど僕の常識は崩壊し、欠落は大きくなっていった。

　どうやら天才とは異常者であるということらしい。

　僕はその異常を治療したかったのだ。

　前の人生で僕は研究に没頭した。父は『能力のある者はそれを社会に還元させなければいけない』と何度も僕に言い聞かせた。

　もし僕の研究が世の中の役に立ち、人を喜ばせることができれば、僕の欠落は埋まるのではないか。僕はそう考えた。世に異常と呼ばれる天才は多くいる。その人たちは成果を出し、世の中に貢献している。僕も、そうすれば、この胸の中に巣食う空虚が埋まるのではないか。

　前の人生で僕はそう信じた。




　そして前世の僕はとある病気と出会う。

『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』という名前の病気だった。

　これは長年心臓の病気だと思われてきた。何らかの要因が心臓の機能を低下させて、ゆっくりと心臓を弱らせていくものだと思われてきた。

　僕は生物の体にまつわる生体の研究をしていた。父の勤めている会社が魔法道具の開発をしていたことから、生体の反応を魔道具によって補助する、あるいは強化させるような研究が会社から求められた。

　そして気が付いた。その『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』は心臓に問題があるのではなく、その人間の保有する魔力因子の質に問題があるということに。

　この病気は停滞の性質を持つある種の魔力因子が長い時間をかけ、人体で一番多く魔力が集まる場所、心臓に集まり、そこに停滞することで心臓の機能を低下させてしまうものだと断定することができた。停滞の性質を持つ魔力因子は最近研究が進んでいる分野で、その停滞の性質の魔力因子を生まれつき多く持つ人が、心臓に多く停滞の魔力因子を溜ため込んでしまい、徐々に心臓の機能を低下させてしまっていたのだ。

『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』は長く心臓の手術や投薬による治療が試みられていたが、そうではなく、人に宿る魔力因子へのアプローチが必要だったのだ。それは生体という分野と魔道具という分野二つに触れていたからこそ気付けたものだった。

　この病気の治療法を編み出すために、僕はひたすら研究を積み重ねていく。

「白状する……。私には分からない……」

「…………」

「君の言っていることが、分からないんだ……」

　その人は研究所の上司だった。アドバイスを貰もらいたくて、研究で詰まっているところや今後の方針、予想される論理などをその人に相談した。でも彼から返答はなかった。

　その人はその少し後、研究所を自ら辞めた。誰がどう見ても僕のせいだった。僕がその人を追い詰めていた。

　その人はいい人だった。優しくて温かい人だった。

　僕はダメな奴やつだった。たくさんの人を傷つけていた。

　それでも研究をする。もっと実験を繰り返す。

　自分は確かに研究の先端を歩いており、多くの支持と共に多くの阻害も受けた。医学界の権威の問題とか、本格的に医療分野に手を出していく研究に対する会社内部からの批判など、新しい事にはそれを良しとしない者達による阻害がつきものであった。

　ただ、僕は疎外されることに慣れていた。学校で苛いじめられていたから。

　研究の先端を歩くことに恐怖も感じた。新たな道を切り拓くことは、自分の身を焼くような行為だった。常に不安がまとわりついた。

　でも逃げることは許されなかった。声が届いていたから。私が、私の友達が、私の子供が、その病気であると。お願いします、その病気の治療法を開発してくださいと。治療法を見つけてくれ、治療法を見つけないと許さないからな、と。

　周りの人が言うには、それが僕の使命であるらしい。

　僕は望まれていた。人の望みが逃走を許していなかった。だから僕は研究を続けた。

　───僕は期待していた。

　この研究が成功すれば僕の欠落は埋まるのではないか。

　自分を焦がし続け、気力を殺していく大変な研究の成功の先には、きっと僕の望むものがあるのだと信じた。欠落を持つ天才としての責任を全うし、社会に自分の存在を還元し、世の中から称賛を受けることができればっ……！

　──きっと僕の欠落は埋まるのだと信じていた。

　真っ当な友達ができるのだと思っていた。

　僕は研究を繰り返す。ただ坦々と単調に地道に着実に一歩一歩、ひたすらにテーブルの上の書類と実験器具とだけ向き合ってきた。自分の果たすべき使命と向き合い、自分の役割をこなしていった。

　僕は期待していた。

　この研究の先に、僕の欠落を埋めるものがある。

　この研究が成功すれば今までの僕の人生の全ては報われ、とんでもない逆転劇が見られるのだと。欲しかった自分にやっと出会うことができるのだと。




　そして研究は成功した。

　病気の治療法が確立したのだ。

　心臓に溜たまる停滞の魔力因子を刺激し、体に循環させることのできる魔法道具を開発することができた。臨床試験に成功する。その病気に苦しむ多くの人が救われていく。医学会から成果を認められ、表彰を受けることとなった。この研究所を保有する魔力道具の会社も大きな利益を出すことに成功し、会社内でも表彰を受けることとなった。

　たくさんの人を助けることができた。

　大きな名誉を手に入れることができた。

　たくさんのお金を得ることとなった。

　───でも僕の中の欠落だけは埋まることがなかった。

　僕自身の何かが変わることはなかった。相変わらず口くち下手べたで、人とコミュニケーションができず、楽しい娯楽に興味を抱けず、人と話が合わなかった。

　研究の成功は、僕の欠落を埋めず、僕を普通の人にしてくれなかった。

　僕を称賛してくれる人は増えた。けれど、友達はできなかった。

　研究の成功によって人として大切な何かを手に入れることはできず、人からの称賛は僕の欠落を代替し得るものには成り得なかった。たくさんの人が救われたことには喜びを覚えた。でも顔も知らない人が救われる喜びは、自分の人生を変えるほどの強い感動にはならなかった。

　空虚が胸の中に流れ込んだ。

　後ろを振り返るとそこには自分の欠片かけらが散らばっていた。人と縁を結ぶために必要な自分の欠片が、自分の切り拓いた道に散らばっていた。僕は自分を切り崩しながら道を切り拓き、そしてその道はもう一生後戻りのできないものであった。

　手に入れた賞状を破り、トロフィーを壊した。こんなものに何の価値もなかった。こんなものは僕に何も教えてくれなかった。父は僕のことを狂人を見る目で見ていた。

　この欠落は一生埋まることがないものであった。

　異常者は一生異常者として生きていくしかないのだと悟った。

　友達はできないままであった。

　そして会社と、会社と提携する医療機関はすぐに次の研究対象を打ち立てた。皆が僕に期待していた。新しい成果に期待していた。

　でも僕はもう一度立ち上がる気力なんてなかった。本当に欲しいものは得られないと分かり、僕の気力は死んでいた。僕の欠落は埋まらなかった。

　そして『転生』が起こった。

　それでも僕の性質は変わらなかった。僕の『特別』は治ることがなく、今日も自分を蝕むしばんでいく。前の人生と何ら変わることはなく、人の道を外れた道を歩き続ける。

　もう一度立ち上がり、やり直す気力なんてないまま生きている。ただぼんやりと、空虚だけを抱えて日々を暮らしていた。




　そんな時、変な子に出会った。

　ユキだ。

　あの子はなぜか僕に対抗心を燃やしていた。すっかり退化しきってしまっている僕の口は上手うまく話すことはなかったが、それでもユキは僕に何度も突っかかってきた。

　なぜかは全く分からない。理由は全然分からない。それが分かるようならば僕は誰か友達ができていただろう。僕は自分を全く変えられずにいるのに、彼女は僕から離れようとしなかった。

　初めて会った時、外国語の本を読んでいて驚かれた。そうか、この年の子供は外国語の本なんて読まないのか。また人から逸脱したことをして、人から気味悪がられるのだと思った。外国語の本を読み始める一般的な年齢を調べ、これからは気を付けたいと思った。

　でもユキはまた僕に会いに来た。突然会いに来た。短時間で数冊の外国語の本を読み切っており、自分の読んだ本を自慢しに来たのだ。

　鼻高々な彼女の顔は忘れることができそうにない。

　僕は驚いた。この年で外国語の本を読み切るという『異常』を、ユキは簡単に真似まねして見せた。

　僕は驚いたのだ。そして悲しかった。

　彼女もまた才能溢あふれる人間なのだと気が付いたのだ。

　彼女も何かが欠落しているのだろうか。空虚を抱えたまま人生を歩まなければいけないのだろうか。僕が歩んできたように、彼女もまた業火に焼かれるような人生を歩んでしまうのだろうか。

　彼女の未来を思い、僕は胸が苦しくなった。




　それから後もユキは何度も僕を訪ねてきた。僕を子分と呼び、お姉さん風を吹かせようとしていた。

　僕に向かい合ってくるのは彼女だけだった。不思議な少女だった。

　なるべく多くを語らないように注意するけれど、それでも彼女の知識にないことが口から滑り出てしまう。そんな時は反応で分かる。一瞬だけ呆ぼう然ぜんとし、その後知ったかぶりをするのだ。その彼女の姿を見て、僕はまた人を傷つけてしまったのだと知る。

　───でも彼女はそれから先が普通の人と違った。

　彼女は僕に対抗するためにその話を徹底的に調べ、次に会った時に、得た知識を僕に語り掛けてくるのだ。どうだ！　凄すごいだろう！　わたしはちゃんと知っていたんだ！　と言わんばかりに彼女は得意げに、楽しそうに、子分に語り聞かせるようにたくさんたくさん僕に喋しゃべった。

　……その語りを聞く度に僕は安あん堵どした。

　あぁ、良かった。彼女を傷つけていなくて良かった。ユキは天才なのだ。たくさんを吸収し、たくさんを発する天才なのだった。

　僕はユキを尊敬していた。彼女はとても能力が高かった。あらゆる知識を仕入れ、吸収し、そして深く物事を考えることができる。

　普通ではいられないほどの能力を持っていた。

　……なのに彼女はとても明るく、楽しそうで、学校のことを僕に語り掛けてくれる。彼女は『天才』で、それは普通ではいられないことを意味していて、きっとどこかが欠落しているはずだった。

　それなのに楽しそうに笑えていた。




　ねぇ、ユキ……。

　なぜ君は楽しそうに笑えているんだろう。

　君は僕と同じではないのか？『特別』というのは『欠落』で、君は僕のような痛みを抱えていないのだろうか？

　僕には誰にも言えない想おもいがある。

　自分が死んだ日、浮かんでしまった想いだった。

　言葉にしてはいけない想いがある。

　───言葉にしてはいけない想いをずっと胸に抱えている。










第８話　雪の夜







「あー！　また夜に抜け出してますっ！」

　夜の病院のロビーでいつものようにコーヒーを飲んでいると、ユキの大声が聞こえてきた。

　周囲一帯は夜の闇に包まれている。病院のロビーには僕たちの他に誰もいない。大きなガラス窓からは外に降る大雪の様子がよく見えた。白い雪の光が世界を埋め尽くしており、暗い夜を淡く淡く照らしていた。たくさんの雪が天から降り注ぎ、そして地面に落ちていく。為なす術すべもなく地に落ち、伏せ、地面を白く染め上げていった。

　初めて会った時と同じように、雪の降る夜の病院で僕とユキは顔を合わせた。

「もう！　ダメじゃないですかっ！　ちゃんと夜は寝ないとっ！　体調悪くなってしまいますよ!?」

　両手を腰に当てながらぷんぷんと彼女は僕を叱る。

「…………」

「わたしは別にいいんです。わたしは特別です」

　僕を叱りながらも、僕と同じように病室を抜け出しているユキに批難の目を向けると、それが伝わったのだろう、彼女は言い訳にならない言い訳を口にした。

「…………」

「どうしました？」

「……珍しい」

　ユキと夜の病院で出会うということはとても珍しかった。彼女は入院している訳ではないため、夜に出会うことはほとんどないのだが……。そうか、今日は検査入院の日だったのか。

「今日は検査入院の日なんですよ。夜会うのは珍しいですね。初めて会った日以来ですか？」

「…………」

　僕の『珍しい』の一言で何を聞きたいのか察してくれたようだ。僕はいつまで経たっても口くち下手べたなのだろう。ユキが僕の隣に座る。

「わたしはいいんですよ。もう完治してますし、それに元々大した病気じゃなかったですし。でもレインは違うでしょう？　体調悪化したらどうするんですか。大人しく寝ててください。レインは生まれつき体が弱いようですが、頑張れば退院できるくらいには回復できるんですから！」

「…………」

　そうだね、と適当に相あい槌づちを打った。そんな僕の適当な返事に、始めからやる気のない僕に、彼女はぷくっと頬を膨らませた。怒っているのだろう、ユキが僕の肩をつかみ強く押したり引いたりする。体全体が揺らされ、柔らかな叱しっ咤たが伝わってきた。

「健康であった方が辛つらくないでしょう!?　不健康で居続けることに何のメリットがあります!?　治せるのなら治せた方が絶対にお得でしょう!?」

「…………」

　全くもってその通り。ぐうの音も出ない正論である。

　でも僕の気力は尽き果てていた。

「ねぇ、ユキ……」

「なんですか？」

「君って……友達は多いかい……？」

「[image: ]っ……？」

　簡単な質問をしたらユキは体を強こわ張ばらせて、額に汗をかき、濁った声を発した。

「…………」

「い、[image: ]えっ！　違いますよっ……!?　友達はいます[image: ]っ……!?」

　ユキはたじろぎながら身を引いた。否定はすれど、言葉に説得力はなかった。

「ただ……『多いか』と聞かれると少し困ると言いますか……。普通よりかはちょっと少ないかもしれないと言いますか。そ、その分一人一人との繋つながりが濃いと言いますか……。友達がいない訳ではないんですよ……？」

「…………」

　彼女は指と指を合わせながらもじもじしていた。恥ずかしそうに頬を赤らめながら上目使いで僕を見てくる。

　仕方がなかった。目の前の彼女は優秀で、天才だった。それほどまでの能力を持っている人がそう簡単に友達を作れるはずがない。僕たちは自分の能力に取とり憑つかれ、普通の人の気持ちが分からない。

「僕達がそう簡単に、友達ができるはずがない……」

「…………」

「僕たちの『特別』は、そう簡単に、人に合わせることを許してはくれない……」

「もう！」

　ユキが脇腹に手を当て、僕を叱るように喋しゃべった。

「そんなネガティブじゃいけませんよ。病気が治ったら何かきっといいことがあるはずです。退院したらきっと友達がたくさんできますよ」

「…………」

「頑張れば友達の一人や二人簡単にできますよ。きっと頑張りが足りないんですよ。レインの良いとこ分かってくれる人はきっとどこにだってたくさんいますよ？」

「そんなはず、ない……」

　それはもう挑戦した。挑戦して、無ぶ様ざまに失敗した。

「そんなはず……ないんだ……」

　僕に友達ができないことは僕の前の人生が証明していた。

「レインは友達が欲しいんですか？」

　……さぁ、どうだろう。分からない……。

「なら、今度わたしの友達を紹介しましょう！　私の幼おさな馴な染じみの女の子でしてね、その子のお父さんお母さんとわたしのお父さんお母さんが中等部時代からの付き合いだったらしくて、その縁で小さい頃から一緒にいるんですよ。わたしのながーい話を半分寝ながら最後まで聞いてくれるんですよ！」

「…………」

「わたしとその子でかくれんぼしてた時ですね！　その子が鬼で、わたしはものすっごく本気を出して、５日前から大きな穴を掘っていて、そこに段ボール被かぶせて土と枯葉を盛り、空気穴を空けて本気の本気で隠れたんですよ！　そしたらですね、いつまで経たっても発見されなくて！　８時間ぐらい経って、これは私の勝ちだろうと焦じれて穴から這はい出たらですね……！　その子寝てたんですよっ！　ベンチでぐっすりと！　10数える間に寝ちゃったって言ってたんですよっ！　わたしがせっかく本気の本気で隠れたのにっ！　張り合いない子ですけど、良い友達ですよ？　今度紹介してあげましょう！」

　ユキは楽しそうに友達の話をしていた。彼女は体を動かし大きく手を振り、身振り手振りを加えて楽しそうに友達の話をしていた。そのエピソードは異常で、普通ではないのに、彼女はとても楽しそうであった。僕の胸の中に嫉妬が混じる。

「……僕はダメなやつだから……」

「…………」

「……友達は、できそうにない」

　思えばたくさんの人を傷つけてきた。いつもいつも人と話が合わなかった。だから学校の友達を傷つけた。先生を傷つけた。親のプライドを傷つけた。兄のプライドを傷つけていた。研究所の上司の誇りをボロボロにしてしまった。大学との共同研究で、教授に悔しそうな顔をさせてしまったこともある。

　思えば、たくさんの人を傷つけてきた……。

「……そんなことないですよ？」

「そんなこと、あるんだ………」

　僕があともう少しだけでもまともでいられたのなら、皆を痛めつけることがなかったのかもしれないのに。

「人生というのは苦しいもので……」

　僕は言う。

「……でもそれは、僕があともう少しだけまともでいられたのなら、僕の中の『特別』が治れば、この中の欠落が埋まれば……きっと、みんなと一緒に普通に頑張っていけるんだと思った……」

「…………」

「……報われると思った」

「…………？」

「あの研究に成功したら、全てが報われるのだと信じていた」

　前世での新しい病気の治療法を開発したら、僕の欠落は埋まり、僕の異常は治るのだと信じていた。今までの全てが報われて、僕の望むものが手に入るのだと信じていた。

「でも違った。その先には何もなかった」

　欠落が埋まることはなく、報われることは何もなかった。

「さらに続く苦しみしかなかった……」

「…………」

　そういうものなのかもしれない。人生というのは、天才とかに関わらず、そういうもので、仕事に一区切り付いたら次の仕事が待っているように、課題を乗り越えたらすぐに次の課題が姿を現すように、この苦しみはどこまでも続いているものなのかもしれない。

　成功は欠落の代替にはなり得なかった。

　成功は自分の欠点を埋め合わせてはくれず、自分は自分のままでいるしかなかった。

　でも。でもだ……。

　僕にあともう少し常識があったら、あともう少しまともだったら、あともう少しだけ普通でいられたのなら……。

「……正しく生きられたかもしれないのに…………」

「…………」

「僕はダメな奴やつだったから……」

　───人生に耐えられなかった。

　僕の胸の中の空虚は広がり続け、どこかに消えてしまいたかった。この異常が一生治らないのなら、この先も人を傷つけていくのなら。

　僕が僕でいるしかなく、この先もずっと僕が僕のままだったなら……。

　僕は消えてしまいたかった。

　…………消えてなくなってしまいたかった。




　雪がしんしんと降っていた。夜の闇を雪の粉が駆け抜けていく。朝になったら一面に雪が積もっていて世界は銀色に覆われるのだろう。街灯に照らされて、さらさらと雪が輝いていた。

「あの日……本当に肩がぶつかっただけだったんだ……」

「……？」

　ユキが首を傾かしげる。僕の言葉はぶつ切れで、本当に言いたいことは彼女に伝わっていないだろう。自覚はしている。ユキはぽかんとした表情のまま、僕の話を聞いている。自分の口くち下手べたが恨めしい。伝えたいことが伝わらない。こんなにたくさん喋しゃべったのは何年ぶりだろう……。

「僕はただ、踏み留とどまることができなかっただけなんだ……」

　あの日、前世で僕が階段から落ちて死んだ日……それは本当に人と肩がぶつかり、それによろけただけであった。ありふれたささやかな衝撃。誰にだって堪こらえることのできる小さな衝撃だった。

「でも、踏ん張ることができなかった……。自分の身を守ろうとすることが、咄とっ嗟さにできなかった……」

　踏ん張ることができなかった。危ないと、踏ん張って危機を回避しようとする気力がなくなっていた。生きようとする意志を保てなかった。当然働くべき、生にしがみつく意志は働かなかった。咄嗟に、頑張って生きようとすることができなかった。

「……保てなかった」

「…………」

　意志は足を踏んばらせず、簡単に、軽く、階段に身を打ちつけながら、自分の体が転がっていく。体中を打ち、頭から血が流れるのが見えた。横たわりながら自分の血を見た。その血を見て、安あん堵どしてしまった。どくどくと流れる血と共に、自分の中の意識も流れ出ていくように感じた。命がこぼれていくことを感じた。

　その感覚に、僕の胸には安堵の気持ちが満ちてしまった。

「僕は、僕は……」

「…………」

「終われることに、安堵してしまった……」

　涙がこぼれた。

　僕は自分の死に胸を撫なで下ろしてしまったのだ。それは人として強く間違っていた。強く間違っていたのだけれど、そう思ってしまったのだ。

「僕は……」

「…………」

　僕は、

「……生まれ直したくなんか、なかった……！」

　───転生なんてしたくなかった。

　声が掠かすれた。誰にも言えなかった。言葉にしてはいけないことだった。

　でも、でも……。

　───ずっと思っていたことなんだ。

　沈黙が流れる。あの時の安堵を恥じている。死に対しほっとするような気持ちを悔いている。

　でも、でも……。

　そう思ってしまったんだ。どうしようもなく、心から溢あふれ出してしまったものだった。そして、『転生』さえも喜ぶことができなかった。もう一度与えられた命の恵みを、人生を、僕は恨んでしまった。

『転生なんてしたくなかった』

　この気持ちが僕の中から消えることはなかった。間違っていると分かっているのに、いけないと分かっているのに……この気持ちは消えず、あの日の安堵を拭い去ることができない。

『終われることに安堵してしまった』

『転生なんてしたくなかった』

　僕はますます僕が嫌いになっていった。




「…………」

　隣にいるユキの困惑する様子が感じ取れた。丸まった僕の背中に彼女の指がちょこんと触れ、それがすぐに引っ込む。隣で涙をこぼす僕に対し、どうしたらいいのか分からないようだった。当然だ。僕の話はぶつ切れだ。僕の言葉が伝わる訳がない。僕だって、今の僕をどうしたらいいかなんて分からない。

「……ごめんなさい」

　ほんの少しだけ顔を上げ、彼女を見る。ユキが目を閉じながら、静かな声で呟つぶやいた。

「君の言っていること、全然分からないです……」

　……当然だ。

『転生』のことも伝わりきっていないだろう。そんなことは夢物語で、普通あり得ないことだからだ。想像だってできるはずがない。

「君が何で泣いているのか……それすらもよく分かりません……」

　謝ることなんて何もない。君が謝ることなんて何一つない。

「…………」

「…………」

　そして静寂が訪れる。

　彼女は顔を上げ、降り注ぐ外の大雪を眺めている。僕は俯うつむいて地に落ち積もってゆく雪を見ていた。見ているだけで冷たい景色だった。黒と白だけの世界が目の前に映っていた。

「……わたしにとっての『特別』は病気でした」

　……ユキがぽっと口を開いた。僕は顔を上げ、彼女の顔を見た。

「お医者さんから病気だと診断されて、わたしはものすっごく泣いてしまいました」

　彼女は少し上を見上げ、自分の過去を見つめるようにしてゆっくりと喋しゃべり出す。悲しみも喜びもない、落ち着いた表情だった。

「お医者さんが何度も大丈夫だと、これは治る病気だと説明してくれたのに、わたしは自分がもう死んじゃうんだと思って……何度も何度も泣いていました」

「…………」

「お父さんもお母さんも、安心していいんだよと、ユキは死なないよと、何度も言ってくれたのに、わたしは恐くて恐くて、病気がとても恐くて泣き続けました……」

　それは仕方のないことだ……。

「病気がわたしにとっての『特別』で、それはわたしにとってどうしようもないくらいに恐ろしい存在で、有無を言わさずわたしは病気に殺されちゃうんだと思いました」

　僕は心配そうな顔を彼女に向けていたのだろう。僕の顔を見てユキははっとし、僕を安心させるかのようにニコッと笑った。

「でも大丈夫だったんです」

　なんでもなかったかのように、あっさりと喋しゃべった。

「目が覚めたら手術は終わっていました。治ったよ、とお医者様は微笑ほほえみながらわたしに言ってくれました」

「…………」

「拍子抜けでした。えぇ、ものすっごく拍子抜けでした！　とてもとても恐くて、自分の世界をボロボロに壊してしまうのだと思っていた病気は、いともたやすく、簡単に、あっさりと終わりました。目が覚めたら全て終わっていました」

　ユキはおどけながら喋る。その時の心情が伝わってくるかのようだった。その日、目を丸くしながらぽかんとするユキの表情が見えるようだった。

「大したことありませんでした。わたしの『特別』は大したことなかったんです。あれだけ恐かった病気はあっさりと治って、悲しいくらいに、世界にバカにされたみたいに……私の恐怖は簡単に消え去ってしまいました」

「…………」

「わたしの世界はあっさりぐるりと一回転してしまったんです」

　彼女は楽しそうに笑う。

「だからわたしは思ったんです」

「…………」

「『特別』って、そんなに怖いものじゃなかったんだなあって」

「──────」

　彼女は軽くそう言って、笑った。なんでもないぞと怖いものを吹き飛ばすように……僕を励ますかのように軽く朗らかに、笑った。

「そっか……」

「はい」

「そうなのか……」

　僕は『特別』を恐れた。自分の中の『特別』に挑み、敗北し続けた。

　ユキは上手うまく話ができなかった僕の言葉から何かを読み取り、僕を励まそうとしてくれていたのだ。僕は『特別』の苦しみを口にしていたけれど、彼女はそもそも『特別』を恐れてすらいなかった。逆に僕を励まそうとしていた。

　彼女は強かった。ユキは僕とは違ったのだ。僕よりもずっと大らかで、ずっと心が強かった。僕の言葉など、余計なお世話だったのだ。

「分かった……」

「…………」

「ありがとう……」

　分かった。理解した。

　彼女は僕のようにならない。彼女の芯は強く、僕と同じ道は歩まない。苦しみが訪れたって、彼女の笑顔が絶えることはないだろう。それが分かっただけでもよかった。意義があった。

　席を立とうとした。彼女に僕は必要なかった。それは素晴らしいことだった。

「部屋に戻るんですか？」

「うん、もう寝るよ……」

「それがいいですね」

　雪がしんしんと降っていた。外の世界の全てが雪に埋もれていた。静かに静かにゆっくりと、淡い光を放ちながら雪は世界を白に染め上げていた。この美しい雪に埋もれ、春が来たら僕ごと溶けて消えてくれればいいのに。そんな益やく体たいも無いことを考えてしまった。

　ユキが気軽に僕に声を掛ける。

「レインの苦しみも……わたしの病気みたいに簡単に治るといいですね？」

「そうだね……」

「何でしたっけ、ダブリュー……ダブリュー……」

「…………？」

　僕たちが席を立った時、ユキが何かを言い始めた。暗い病院のロビーに、彼女の言葉だけが淡く響いていった。

「あ、そうです。『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』でした」

　記憶の隅に引っ掛かっていたものが解ほぐれたかのように、ユキは手を叩たたきながら笑みをこぼし……。




「…………え？」

　……いま、なんて？

「どうしました？」

「いま、なんて……言ったの……？」

　心臓がバクバクする。彼女から放たれるであろう言葉を予想して、僕の頭の中は白く白く染め上げられていた。

　僕のおかしな様子を見て、ユキが小首を傾かしげる。

「わたしが罹かかっていた病気の名前です。『ＷＭ－８型慢性心筋機能不全』っていうんですよ？　知っていますか？」

「────────」

　息が止まった。

「心臓の病気でしてね？　停滞の性質を持った魔力因子が心臓に溜たまってしまってどうのこうのとか……さすがのレインだって知らないですよね！　マイナーな病気ですしっ！」

　ユキの声がどんどんと大きくなっていき、彼女は自慢げに胸を張って語りだした。

「40年くらい前に治療法が確立された病気でしてね！　それまで心臓に原因がある病気だと思われていたのが、実は魔力因子が関係していたって病気です！　なんとその治療法を確立したのは若干25歳の天才！　その日、医学界には激震が走ったって言われていますよ！」

　彼女は僕に教えるのが楽しくてたまらないというように、嬉うれしそうに語った。

　僕は……何も言えなくなっていた……。

「どうですっ!?」

　彼女が笑った。

「知らなかったでしょうっ!?」

「…………」

　自分の罹かかった病気について調べて勉強したのだろう。ユキはお姉さんぶって……本当は僕の方がずっと年上なのに……子分に自分の勉強の成果を伝えて笑っていた。

　笑っていた。

　彼女が笑っていた。

「……知らないも、なにも…………」

　知らないも何もない。それは僕が……。

「知らないも何も……！」

　その病気は僕がっ……！

「知らないもっ……！　何もっ…………！」

　声が震える。体が震える。全身が打ち震える。

　胸の中から熱が込み上げた。胸に開いた空虚から強い熱がこぼれ始めた。

　ユキの病気の名前は聞いていなかった。病気なんて嫌いだった。それが、完治していたというのなら、終わったものであるのなら、知る意義なんてなかった。

　彼女は自慢げに笑っていた。

　彼女の病気は完治して、得意げに笑っていた。

　ユキは今、生きていて、嬉しそうに笑っていた。




　───涙がこぼれた。

　熱い涙だった。先ほどまでとは違う熱い涙だった。さっきまでの涙は冷たい涙だった。雪のように冷たく、僕の心を凍てつかせる涙だった。

　今は身を焼くような熱い涙だった。

「うううぅ…………」

「え……？」

「うううううっ……！」

　ぽろぽろと涙がこぼれ、頬を伝い床に落ちていく。視界が歪ゆがむ。青白い髪の少女は驚いていた。また突然泣き出す僕に面食らっていた。涙で視界が歪んでも、その様子ははっきりと見えた。大粒の涙がとめどなく溢あふれた。

「ううううううぅぅぅっ…………！」

　目の前にいた。

　僕が空虚と感じた成功の、その結果が───目の前にいた。

「ど、どうしたんですかっ？　恐くなっちゃいましたかっ？　大丈夫ですって!?　ほら！　全然大した病気じゃないんですよ？　ほらほら、わたしは元気ですよ？」

　ユキがふらりふらりと手を振る。

　違うんだ。違うんだよ、ユキ。

　大した病気だったんだ。それまで死亡率の高かった病気だったんだよ。その病気にかかる人はそう多くはなかったけれど、とても大した病気だったんだよ……。

「死んでしまう……ようなっ……」

　……とても恐ろしい、

「危険な……病気っ……」

　……だったんだっ！

　ユキが僕に近づく。涙を流す僕を心配し、肩に触れ、心配そうに顔を覗のぞき込んだ。僕はどうしようもなかった。どうしようもない衝動に駆られ彼女にしがみついた。涙を隠すようにして彼女にしがみついた。

「えっ……？」

　ユキが小さく震え、彼女の動揺が伝わってくる。でもそれは一瞬のことで、すぐにユキは僕の頭に腕を回し、僕を抱き締めた。お姉さんぶって僕の頭を撫なでた。

「どうしたんですか？　大丈夫ですよ？　わたしは死んでいませんよ？」

「ううううううっ……！」

　僕の涙が彼女を濡らす。

　───救えていた。

　空虚だと思っていた成功が、確かに目の前の彼女を救っていた。小さな体は脈動し、熱を帯び、しっかりと命を刻んでいた。病気に負けず、『特別』に負けず、その心臓は確かに鼓動していた。

　良かった……良かった……。

　ただひたすらにそう思った。

「うわああぁぁぁ……」

「はいはい、大丈夫ですからね？　病気は怖くないですからねぇ？　お姉さんは大丈夫ですからね？」
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「うわああああああああぁぁぁぁぁっ……！」

　大声で泣いた。大声を出さずにはいられなかった。きっとユキは勘違いをしている。僕は病気が怖くて泣いているのだと思っているのだろう。

　違う。僕の胸の中に染み込むのは『救い』だった。

　救っていた。目の前の少女の命を救っていた。

　いや……、

　───救われたのは僕だった。

　気力なく人生を歩き続け、今、世界がひっくり返った。劇的に僕の人生が報われた。




　相変わらず僕の欠落は埋まらない。埋まることはない。これは一生埋まることのないものだ。

　でも救われた。今、彼女の肩で泣くことができている。

　彼女の体はとても温かかった。

「はいはい、しょうがないですね、レインは……。わたしが傍そばにいてあげますからね……」

「うう、うううううぅっ…………」

　泣き続けた。ひたすらに泣き続けた。彼女の腕に抱き留められながら、彼女の服を強くつかんで、僕は泣いていた。

　雪は白い輝きを放ちながら、しんしんと降り続いていた。




　＊　＊　＊　＊　＊




　思えば苦しみに満ちた道のりだった。

　力なくその道を歩み続けた。ボロボロになって人生という道を歩み続けた。

　僕の『特別』は僕を苦しめ続けた。僕をたやすく痛めつけ、嵐のように翻ほん弄ろうし、そして抵抗しても抵抗しても晴らせない霧のようだった。

　思えばたくさんの人を傷つけた。

　この欠落を埋めることが僕の人生の目的だった。この欠落を埋めなければ、僕に安らぎなんて来ないのだと信じていた。

　そして僕は人生に破れた。どこまで行っても絶えない苦しみに、僕の意志は挫くじかれた。

『普通』というのが苦しいことであると、前世の父が言っていた。

　僕が病気の治療法を見つけるきっかけになった前世の父の同僚、病死した男性は普通の人間であったようだ。普通の能力を持ち、普通に苦しんで、普通に何も残せず死んでいった哀れな人間だったと父は言う。

　賢いことは恵まれていることなんだ、天才であるということは恵まれていることなんだ、父は僕にそう語った。何も残せないような弱い普通の人間になるな、父はそう何度も言っていた。それは、その病死した男性の最期を見てしまったからなのかもしれない。その恐怖が、父の中に刻み込まれてしまっていたのかもしれない。

　父は『普通』をとても恐れていた。

　……そんなことはない。『普通』というのは恵まれていることなんだ。僕は『普通』になりたかったのだ。

　でも、もし、その男性が本当に普通の人であることに苦しんでいたのだとしたら……。普通ということが苦しいのだとしたら……。『特別』であることも『普通』であることも苦しいのなら……。

　僕はどこに行けばいいのか。

　不安を振り払うように、僕は欠落を埋めれば幸せになれると信じ、戦い続けた。

　……戦って戦って、人生に敗北した。




　───夜が明けようとしていた。

　傍そばにはユキがいた。ベッドですやすやと眠っている。僕は彼女の病室の椅子に座り、一夜を明かしてしまったようだった。

　あの夜、僕は彼女にすがり付くようにして泣いてしまった。今思えば恥ずかしい気持ちになる。頬が熱くなる。

　ただあの時、僕の涙が収まるよりも早く、彼女は眠りについてしまった。僕をあやしながら背中を撫なでてくれていた彼女は、眠気に耐えきれなかったようで、僕はそう長い時間泣いていた訳じゃないのに、僕に肩を貸し僕の泣き声を聞きながら、あっさりとすぐすやすや眠りについてしまったのだ！

　さすがに唖あ然ぜんとさせられた。

　ここって眠るところなのだろうか、普通!?

　僕が人の常識を疑うことは、ほとんど経験がなかった。

　とにかく眠ってしまった彼女を背負い、彼女の病室を探し歩き、彼女をベッドに寝かせ、すやすやと眠る彼女の寝息を聞きながら、少しの休憩とばかりに近くにあった椅子に腰かけたのだが……僕もそのまま眠りについてしまったようだ。

　夜が明けようとしていた。

「んん……」

　ユキが小さく唸うなり、ゆっくりと体を起こす。きょろきょろと辺りを見回し、冴さえない頭で現状を確認しようとしていた。

「……あれぇ？　レイン？」

「…………」

　彼女が寝ぼけ眼まなこで僕に声を掛ける。気恥ずかしくなる。いくら僕たちが幼いからって、女性の部屋で一晩を過ごすなんてあまりよいことではなかった。

「……お元気ですかぁ？」

「……うん」

　まだ頭の冴えない彼女の言葉に、僕は「うん」と答えていた。昨日まで元気じゃなかったのに、もう気力は尽き疲れ果てていたのに……。

　彼女の問いに、「うん」と答えたくなってしまった。

　今まで何十年と苦しみ続けていた難解な問題は過程を吹き飛ばし、しっかりと論理が構築されないまま、僕は一つの安あん堵どを得ていた。僕の苦しみは解決していないけれど……僕の欠落は未いまだ埋まることがないのだけれど……それでも安心を得てしまったのだ。

　彼女から貰もらったものだった。

「朝ごはん、何でしょうねぇ？」

「……なんだろうね？」

　僕がユキの病室にいることに、寝ぼけている彼女はなんの疑問も感じていないようだった。

「わたしはお菓子の家がいいですぅ……」

「それは……胃がおかしくなりそうだ……」

　朝からなんというものを食べたがるんだ。少なくとも、病院食では絶対出ない。いや、どこだって出ることはないが。

　彼女はへらぁと笑っていた。お菓子の家を食べる想像でもしているのだろうか。夢半ば、現うつつ半ばをふらふらとさまよいながら、楽しそうに笑っていた。

　彼女はいつも楽しそうであった。空虚な僕の胸の内から尊敬の念が溢あふれ出る。彼女のようになりたいと思った。

「あ、そうだ。まだ言ってなかった」

「……ん？」

　ユキがはっと口を開ける。

「おはようございます、レイン」

「……うん、おはよう」

　ユキはまた笑った。僕も釣られて小さく笑った。

　朝が来る。太陽が顔を出し、空は晴れ渡っていた。

　───今日、僕の世界は晴れ渡った。










エピローグ　終わりの小話







「いや、なんというか、私達は奇妙な関係だな」

「……そうかも、しれませんね」

　冬が明け、桜の咲く春が訪れた。桜吹雪ふぶきが舞い散るこの季節はまだ少し冬の延長を匂わせる。空から降り注ぐ白のかけらが雪を彷ほう彿ふつとさせるのだ。

　だんだんと暖かくなる外の気候の中、私はとある少年と家の中でチェスをしていた。

「『転生仲間』……というかなんというか、なんとも複雑な心地だ」

「……そうかも、しれませんね」

　私は娘のユキが言っていたレイン君と談話していた。レイン君は口くち下手べたのようで、そして私だって口が達者な訳ではない。なので談笑、という感じではなかった。こういう時、ユキのようなぺらぺらと回る舌が羨ましくなる。

「君には感謝しないといけないな、本当に」

「そんなこと、ないです……」

　照れくさそうにレイン君は俯うつむいた。

　彼は前世で娘の病気の治療法を発見した。それだけでも感謝に堪たえない。そしてその病気は私の前世の死因であったし、彼の前世は私の前世の同僚の息子だったらしい。全く奇妙な縁だ。なんとも不思議な縁だった。

「でも当のユキは全く事情分かってないんでしょう？」

　私達にブラックコーヒーを持ってきてくれたアーニャがそう言って、私とレイン君は顔を伏せた。ユキは当事者なのに蚊帳かやの外だった。

　そもそもレイン君が転生者であると分かったのは、ユキの話からだった。

『レイン君が生まれ直したくなかった……って言っていたけど、あの意味が全然分からないなぁ』みたいなことを言っていて、私達は『え？』となった。私達には心当たりのある現象であった。

　その後、レイン君を訪ねて問いかけてみたら、このような状況が発覚した。何とも奇妙な繋つながりが私達にはあったのだ。

　しかし、ユキは何も分かっていない。『転生者』関係の事情を全く理解できていないまま、レイン君の退院を喜んでいた。日々を朗らかに過ごしている。なんとも気の抜けたというか……幸せな娘であった。

「あの子は頭が良いけど、バカよね？」

「…………」

「…………」

　アーニャの無慈悲なその言葉に、私達は沈黙を以もって応じた。間を繋ぐように私とレイン君はコーヒーをすする。

「ま……まぁ、仕方がないんじゃないか？『転生』なんて突拍子もない状況、想定する方が難しいだろ……？」

「ぼ、僕も、そう思い……ます……」

「でもそれ抜きにしても、あの子どこか抜けているのよねぇ」

　そこまでにしてやってください、アーニャ。

　でもその言葉が的確過ぎて、私達はユキを擁護することができなかった。……ごめん、ユキ……。

「大丈夫かしら？　あの子、学校で変に思われてない？　楽しそうに話はするけど、出てくる名前がいつも同じだから、友達は少ないと思うのよねぇ」

「やめよう、アーニャ。この話はやめよう」

　どうやらレイン君のトラウマまで抉えぐっているようだし……。彼は胸を押さえながら苦しんで震えていた。

「……というより、君は人のことを言えた義理じゃないだろう。君だって友達凄すごく少なかったじゃないか？」

「あたしは別に友達なんて欲しくなかったもの」

　アーニャがケロッとそんなことを言った。この子は……本当に……小さい頃からまるでぶれない。大丈夫だろうか？　職場で上手うまくいっているだろうか？　苛いじめられていないだろうか？　私は目の前の大きな子供も心配になってくる。

　そんなアーニャをレイン君が尊敬の眼まな差ざしで見ていた。悩まない、苦しまない、孤高を恐れない……そんなアーニャの様子に憧れているのかもしれない。

　でも駄目だぞ？　レイン君？　そこにいるのは悪い見本だ。

「……友達多かったのは私だけか」

「凡人なのはあなただけよ」

「くっ……！」

　私の急所をアーニャが的確に突いてくる。震える手でチェスの駒を握った。私のその様子を見てアーニャはケラケラと笑う。レイン君はおろおろしながら私達二人を見ていた。

「あのな……？　何度か言っているがな？　私だって一応最難関の大学を出ているんだぞ？　まぁ、転生という強みはあったがそれでも凄すごいことなんだぞ？　誰にだってできることじゃないと思うぞ？　これでも結構頑張った……って、ちょっと待ってくれ、待ってくれ、レイン君。そこに駒を置くのは待ってくれ」

「…………」

　ほぼノータイムでレイン君にチェスの急所を打たれ、私は待ったをかける。そこに打たれたら私の駒が死んでしまう。

「うぐぐぐぐ、最難関大学を出た意地……！　ここで簡単に負ける訳にはいかないっ！」

「…………」

「あ、待ってくれ、待ってくれ。非常に申し訳ないが、もう一度待ってくれ……」

　威厳も意地もくそもなかった。

　くっ！　これが天才と私の違いか……！　彼の読みは非常に的確である。

　春は麗うららかで非常にゆっくりとした時間が流れる。幻想的な冬の季節も好きだが、年を取ってくるにつれ春もどんどん好きになっていく。年を追うごとに温かみの良さが分かってくる。

「……僕はなぜ、こんな穏やかな場所にいられるのでしょうか……」

「ん？」

　レイン君が小さな声で呟つぶやいた。

「僕は何も変わっていないのに……」

「…………」

　彼はそこで口を閉ざす。この子は自己評価通り口が達者ではない。その言葉だけでは彼の考えていることの全ては伝わらない。

　だが、これでも私は教師の端くれ。大体は察する。彼の気持ちを察して言葉を紡ぐ。

「……戸惑っているのか？」

「…………」

　彼は小さく頷うなずいた。

　彼は自分の世界の変化に戸惑っていた。きっと彼の中の世界は今、音を立てて崩れながら変化していっているのだろう。そして自分の世界を変えたのは自分自身ではない、と彼は思っている。自分を変えられていないのに、なぜ自分の世界が変わっているのだろうか。それが彼は分かっていない。そんな感じなのかもしれない。

「……それは君が頑張ったからだろう？」

「…………」

　彼は困ったように俯うつむく。ありがたいが、納得しきることはできないといったような微妙な表情だった。

「……そうだな、他の理由を考えてみようか」

「…………」

「君が最近、自分が変化していないのに環境が変化したと感じるのなら……それはただ単に運が良かったんだ。巡り合う人が良い人だったんだ」

「……運？」

「あぁ。良い人に巡り合えるというのは、その……本人の努力にもよるが……最後は運だ。良い人に巡り合えば自分の世界は大きく変化するが、良い人に巡り合えるかどうかは運によるところも大きい」

「…………」

　話を聞く限り、彼は少し運が悪かった。彼に手を差し伸べてくれる人に、彼は出会えなかった。もちろん良い世界には良い人が集まりやすいのは事実で、自分を変えられた者に良い人が現れやすいのは確かなのだが、そうでなくても、救いの手が理由もなく不意に現れることは少なくない。その手をつかむことができれば、自身にその度量があれば、苦しかった世界が一変することもあり得る。

　そしてそれは、ただ運が良いか悪いか、ということだった。

「納得できないか？」

「……いえ」

「運というのは虚しく聞こえるかもしないがな」

　私はコーヒーをすすり、彼はチェスの盤の上で私のキングを追い詰めた。

「……むしろ、納得できた気分です……。そうか、僕はただ、運が良かったのか……」

「私が言うと親ばかに聞こえるかもしれないが、ユキはいい子だ。少々意地っ張りで、ちょっと自うぬ惚ぼれ屋で、多少偉そうで、どこか抜けているが……ユキはいい子だ」

「……はい」

　喋しゃべりながら必死で考えるが、どうも私のキングが逃げ切れる道はないようだ。外では桜の花びらが舞い、春の日差しは暖かかった。

「まぁ、それでも」

「…………」

「君は頑張った。君自身が認められなくても、君は確かに頑張った。誰にだってできるものじゃない量の努力を君は積み重ねた」

「………………」

「君は頑張った。君は頑張ったんだ。全然、ダメな奴やつなんかじゃない」

「…………」

　君が苦しんで病気の治療法を見つけ出していなかったら、ユキはこの世にいなかった。

「それでいいじゃないか」

「…………」

　彼は盤面から顔を上げ、少し照れくさそうにこちらを見た。

「……ありがとう……ございます」

　少し萎縮がこもった声が私に送られて、こそばゆい思いに駆られる。私の方が感謝したい気持ちで一杯なのだ。感謝しても感謝してもしたりないほどなのだ。私も少しは教師らしいことができただろうか？　私の言葉が、少しでも疲れ切った彼の支えになれば嬉うれしいと思う。

「レイン君も難儀なものねー。難しいことなんて考えなければいいのに」

　私達の隣でアーニャがクッキーをもぐもぐと頬張りながら、そんな軽い言葉を口にしていた。レイン君が戸惑う。

「……ってアーニャ、君も天才に部類する人間だろう？　何かなかったのか？　天才だから苦しいこととか、辛つらかったこととか？」

「なかったわっ！」

　アーニャは元気よくそう言った。……そりゃ、結構なことで。

　レイン君が、この親にしてあの娘あり、と思っていそうな顔をしていた。

「元気でいるのが一番よ。頭が良いとか、悪いとか、そんなこと関係なく、元気でいるのが一番ね」

「…………」

「…………」

　アーニャが真理を口にしていた。

　全くもってその通りだ。あまりにも正し過ぎるその意見に、私達は苦笑するほかなかった。やはりアーニャが一番の天才なのかもしれない。

　ただただ、春の陽気が朗らかに笑っていた。




「ただいまーっ！」

「ただいまぁ」

　大人の集まりの中、うちの子供たちが学習塾から帰ってきた。ユキとハレがどたどたと居間に駆け込んでくる。

「あれ!?　レイン、いたんですかっ!?」

「こんにちは」

「ユキ、ハレ君。お邪魔してます……」

　レイン君が小さくお辞儀をした。

「チェスですっ！　……あれ？　お父さん負けたんですか？」

「あ、待ちなさい、見ないでくれ。早く手洗いうがいを済ませてきなさい」

「えー」

　今さっき詰んだばっかりだったのだ。しまった。さっさと盤面を亡き者にして、証拠を隠滅するべきだった。

「レインが勝ったのならわたしも負けていられません！　お父さん！　今度勝負です！」

「……お、おう」

　さすがに11歳の娘には負けない……と強がりを言うことができなかった。ユキ、頭が良いのは本当だからなぁ。……よし、チェスの勉強をしよう。ちゃんと戦術を勉強しよう。もう少しだけ、父親としての威厳を保っていたかった。

「レイン、何して遊びますか？　今日は夕飯食べていきますか？」

「あそぼー」

「はは、ど、どうしようか……？」

　子供二人に詰め寄られレイン君はたじろいでいた。中身は大人なのに子供に同等と思われ、子供の遊びを提案され困り果てる。

　……私にも覚えがある。なんとも懐かしいものだった。転生者特有の共感があった。ただ、レイン君はコミュニケーション能力が低いから私よりも大変だろうけど。

「あなた達、遊ぶ前に靴下とかちゃんと洗濯機に入れておきなさいね。そこら辺にほっぽりだしちゃダメよ？」

「はーい」

「はーい」

　子供二人がとてとてと洗面所へ駆けていく。

「……あっ！　お母さんっ！」

「どうしたの？　ユキ？」

　ユキが洗面所から顔を出して、大きな声を発した。

「お父さんとは洗濯物、別にしてくださいっ！」

「ぐはっ…………!?」

　いきなりの酷むごい言葉に、私は吐血しそうだ。胸に槍やりを突き刺されたような衝撃が走る。きっつい一撃は何の予備動作もなしに私に投げつけられた。体がぷるぷると震えた。

「別にいいけど、ユキ。いきなりどうしたの？」

「なんでもですっ！」

「はいはーい」

　アーニャ、そこは制止してほしかった……。別にいい、と言われた……。

　……そういえば、反抗期の娘が洗濯物を別にしてくれ、と言い出す日は遠くないかもってアーニャと話したが……ほんとに遠くなかったなぁ……。

「げ、元気出してください……？」

「…………どうも」

　困惑したレイン君から当たり障りのない励ましを貰もらう。

「もしかして、なんだか色々なことがあったが……ユキの反抗期の問題は全く解決してないんじゃないか？」

「当たり前じゃない」

　アーニャが呆あきれたような声を出す。……それもそうだ。今回の出来事は反抗期に関わるものでは一切なかったし、反抗期の問題なんて解決しようと思ってもできるものではない。時間と成長が解決するべき問題なのだ。

　でも……なんだかなぁ……。

「ま、諦めなさい。娘に反抗されるのもお父さんの仕事よ」

「その仕事、きついなぁ……」

　仕方がないとはいえ、この仕事は泣きたくなる。

「見ろ、レイン君……穏やかな日常とはこういうものだ」

「た、大変ですね……」

　全くもってその通りだ。レイン君は苦笑いをしていた。




　春は嫋たおやかで、桜の花びらは雪のように舞っている。草花が芽吹く春の香りが街を覆っていく。平凡で心地よい人生は穏やかで、そして大雪のように大変なものであった。




　私は長いこと、暖かい人生を歩んでいた。










［『転生者の私に挑んでくる無謀で有望な少女の話 １』完］
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